

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　さて良い子のみんな。

　隣にいきなりこの前倒した悪の組織の大幹部にそっくりの女性が引っ越してきたことがあるだろうか？

　俺──悪の秘密組織クリアードとの一大決戦を終えた戦隊組織バンショクジャーの一員・バンショクグリーンこと草くさ間まミドリはある。

　というか、今デートしている。




　正直、隣で歩いていると現実感がない。

「ミドリさん。どうなさいましたか？」

　彼女──久く里りアシェラーさんはひと月ほど前に団地の隣に越してきた女性だ。

　絹糸のように輝く銀の髪にエキゾチックな褐色の肌という、異国の美を集約したような容姿。お見事としか言いようがないプロポーション。

（はっきり言える）「百万点です」

「えっ……何が、でしょう？」

　途中から声に出ていた。いかん。

「ちょっと仕事のことを考えてまして……」

「変なミドリさん」

　くすくす、と笑うアシェラーさんは、俺が下手な言い訳をしつつ車道側に移動したこともお気付きだろう。その上で敢あえて言わずにおいてくれる。

　正直なところ見た目も、親しみやすい性格もどストライクだ。このままさらにお近づきになれるなら、是非そうしたい。

　ていうか結婚したい。

　そう。出来るなら。

　俺の懸け念ねんが全くの勘違いであるならば。

「アシェラーさん。貴女あなたは──」

「はい？」

「あなた、は……」

　小首を傾かしげるアシェラーさん。微ほほ笑えんで、俺の言葉を前向きな意味で待っている。

「……買い物袋、重くないですか？　持ちましょう」

「あら、ありがとうございます」

　発言を咄とつ嗟さに変えた俺を、アシェラーさんは何も疑う事無く袋を渡してくる。

　受け取って、俺達はまた談笑しつつ歩く。

（また、聞けなかった……！）

　会話の合間に眼鏡を直す俺の脳裏に浮かぶひとつの似姿がある。

　生き物のように躍動する銀の髪。戦闘装備の間から覗のぞく褐色の肌と抜群のプロポーション。仮面ごしでも分かる美しい鼻び梁りよう。

（貴女あなたもしかしてこの前俺達バンショクジャー五人と殺し合った末に巨神化して、こっちの決戦機ミリオカラーと相討ちになって吹き飛んだ、クリアード大幹部アイルシェラッドでは？）

　などと。

　横を見る。視線に気付いた彼女は少しだけ褐色の頰を染めて、照れたように笑う。

「帰りますか。タラタットちゃんも待ってますよ」

「そうですね。今日はあの子の好物ばかりですし。……その、ミドリさん。今日も一緒にどうですか？　夕食」

　そんな風にお誘いいただける隣人に。

（──聞けるわけないじゃん！）

　内心を押し殺して、俺は今日もアシェラーさんと笑い合って帰り道を歩く。
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　時間はデートからしばらく遡る。




　数年に渡り世界を蹂じゆう躙りんした悪の組織・クリアード。

　人々の自由を奪い、支配するクリアードの怪人達と超兵器は、一方的に各国の軍隊を打ち破って多数の国々を支配した。

　しかし、

「煌きらめけ！　燃えて轟とどろく炎の赤！　バンショクレッド！」

「流れ迸ほとばしる水の青！　バンショクブルー！」

「情熱と恋、花々の淡あわ紅くれない！　バンショクピンク！」

「人々の安らぎ守る宵闇の黒！　バンショクブラック！」

「生命瑞みず々みずしき木々の緑！　バンショクグリーン！」

「「「「「極ごく彩さいの煌きらめきの下に！　万ばん色しよく戦隊バンショクジャー!!」」」」」

　選ばれた者に宿る力『カラード』を応用した技術を用いた特殊組織・万ばん色しよく戦隊バンショクジャーの出現により人類は反撃を開始。そしてついに、クリアードの大首領を討ち取り組織を壊滅に導いたのである。




（悪の組織クリアードが倒れ、世界は平和になりました……ってなれば良かったんだけどな）

　そう思いながら、緑のバトルスーツに身を包んだ俺は翠すい光こうを仲間達に送り込み、その勢いを強める。

「フォレスターブースト！　これで破れるはずだ、行けっ！」

「おうよ……っ！」「合わせますっ！」

「「バーニングダークアタック！」」

　バンショクレッドとバンショクブラックの拳と剣によるコンビネーションが炸さく裂れつし、亀かめ人間のような姿をした怪人が爆発する。

「よっしゃー！」

　快かい哉さいを上げるレッドの元に集まって、俺達は手を打ち合わせた。俺も、レッドも、ブルーも、ブラックも、ピンクも。全員で勝利の歓よろこびを分かち合う。




「ふう……随分と堅かったな今日の怪人は」

　そして数分後。俺はひとり、瓦が礫れきの上に座っている。そんな俺の目の前では、

「アオ。今日もお前がいてくれて助かった」

「ううん、アカシが頑張ってるの、知ってるから」

　レッドとブルーが固く抱き合い、

「そ、その。撫なで子しこさん。近すぎでは？」

「あら？　カラスさん。名前で呼んでくれないの？」

　ブラックへとピンクがしなだれかかっている。

　毎度毎度良くやるもんである。

　ピックアップに戦隊のヘリが来てくれるまでは、このままの感じが続くだろう。

「はぁ……あ、今日届くフィギュア、受け取れないよな多分……」

　まあ。つまり。

　あぶれているグリーンが、俺だ。
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　俺──バンショクグリーンこと草くさ間まミドリは、戦闘後フォーマルスーツに身を包んで、帰り道の街頭でビルに大映しになっているテレビを眼鏡越しに見る。

　画面には夜のニュースを伝えるキャスターが映っており、

『クリアードの支配から脱した諸外国で続く内戦は混乱を深めており──』

『この彩さい明めい市で先日発生した怪人による被害は──』

　伝えられる内容は中々景気が悪い。嘆息一つ。

　クリアードとの最終決戦から数ヶ月。その爪痕は未まだ世界各地に残っているし、あんまり時を置かずして謎の組織──新たに日本で活動する怪人組織も現れた。

　先ほど仕事帰りに緊急出動で撃破した亀かめ男おとこもそれだ。

「せめて一年は休ませて欲しかったな～」

　勝利祝いでせっかく買った趣味のアクションフィギュアも、開封すら出来ていない。

　草くさ間まミドリ。二六歳。広く見ればアラサー。非正規職員。彩さい明めい市内の団地でひとり暮らし。世界の平和を守る一員といえど、普段はこんなもんである。

　団地前に停とめられた運送業者のトラックを横目に、自分の家へと階段を上がる。古い団地なもんで、エレベーターが無いのがネックだ。安いけど。

「おや、これなんじゃったっけ」「それはテレビのコードですよ」「あれどこいったかの」「確かこちらの……」

　聞こえる声に俺は顔を上げる。未まだ階段の向こうで見えないが、音源は俺の部屋の隣だった。

　俺は顔を上方へ向ける。ふたりの女性の声だ。

　声からすると母親と娘のようなのだが、何な故ぜか子供の方の声が落ち着いている。

（確か俺んちの隣は角部屋で、空き部屋だったはずだが……新しい人か）

　となると、挨拶だのせねばならないか。少し億おつ劫くうになる自分を戒めつつ、人と会う気構えをして俺は足を動かす。

「なあそれちょっとでかくない？」「なに、このくらいは容易たやすいものですよ……っと！」

　再び声が聞こえる。その言葉の最後に、俺は狼ろう狽ばいの色を感じ取った。まさか、と足を速めて踊り場を曲がる。

「お、おいっ、よろけとるぞ」

「っとっと……、あっ──うぁぁっ？」

（そのまさかか！）

　慌てる声。俺は最後の数段をすっ飛ばし、今まさに持ち上げた棚のバランスを崩して倒れ込みそうになっている女性の元へと駆け込んだ。

　どた、ばたんっ！　と。いくつかの音が連鎖する。

「ま、間に合った……」

　俺は棚と尻もちをついた女性の間に入り込み、倒れ込む棚を腕で支えている。間に合った。変身してないとはいえ、この程度はなんとかなる。眼鏡はちょっとズレたけど。

「大丈夫です、──」俺は棚を立たせて、女性の方を向いて声をかけて──

[image: ]




　──その瞬間。銀色に目を奪われた。




「か……？」

　文字通りに間抜けて、俺の言葉が遅れて漏れる。

「あ、ありがとう、ございます……」

　緊張を孕はらんだ涼やかな声。流れるような銀の髪。翡ひ翠すいのように怜れい悧りな顔立ち。異国情緒溢あふれる褐色の肌。どう頑張っても目に飛び込んでくる豊かな胸。

「む、んん？」

　固まった。それは、眼前の明らかに日本人では無い美貌のせいでもあるが。

（この顔……）

　なにか。どこか、既視感がある。思わずすとんと腰を落として顔の高さを合わせ、まじまじと見てしまう。

「ど、どうかなさいました、か？」言ってから、彼女ははっとしたように言ってくる。「どこかお怪け我がを!?」

「あ、ああ……いや」

　思えば見た目に似合わず流ちょうな日本語だ。俺はふるふると頭かぶりを振って、彼女へと手を差し出す。

「隣の草くさ間まミドリ、です。よ、よろしく、お願いします」

　我が家の戸を見つつ、たどたどしい自己紹介。それに、銀の女性はにこりと笑った。

「久く里りアシェラーと申します。助けていただいてありがとうございました。お隣同士、これからよろしくお願いします」

　驚くほどひんやりとした手が、俺の手を握る。そんなことに心臓が跳ねる。

「タラタットじゃ！」

　後ろからの声に、もうひと跳ね。アシェラーさんを立たせつつ振り返れば、部屋の入口にいるのは対照的に金の髪の、無邪気そうな少女だ。

（ん～、こっちもどこかで……っと）

　ぱっ、とタラタットと名乗った少女は弾はじけるように笑った。ぶんぶんと手を振り出す。

「その、娘です」

「あはは……」

　苦笑いして俺も小さく手を振る。

（子持ち？　既婚者かあ）

　どことなーくしょげる気持ちを感じつつ、俺は彼女達に向き直れば、アシェラーさんは申し訳なさげに詫わびてきた。

「すいません、引っ越しの方を待たずに荷物を入れようとしたら……昔はこのくらい平気だったのに」

　言葉の通り、後ろから足音が上がってきていた。業者だ。

「本当に、ありがとうございました。このお礼は必ずさせていただきますね、ミドリさん」

　さらっとこちらを名前で呼んで、アシェラーさんは長い銀髪と抜群のプロポーションを翻ひるがえし、少女と隣室へ入って行く。

　先ほどの感覚はどこへやら。ふわりと漂う彼女の残のこり香がに一瞬呆ほう、となる。

（多分気のせいだな、多分）

　気を取り直し、作業を始める業者さんを置いて俺も自宅へと戻った。

　明日も出勤だ。戦闘したのに。
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　昼休みの職員室は、常の教員達の話し声とは別に、諸処の用事でやってくる生徒も加わり中々に騒がしい。

「何か、何か引っかかってるんだけど……」

「どしたん、草くさ間ま先生」

　ひん曲げた眉のまま、俺は横を向く。そこには、机の縁に手を置いた小柄な女生徒の姿がある。授業を担当しているクラスの子だ。

「田た中なかか。いや、ちょっと昨日会った人がどっかで見たことあるなーって思ってて」

「うわ。初対面でいきなりナンパのテンプレかましたの草くさ間ま先生？　先生なのにニュースに出るような真ま似ねやめなよ？」

「口に出してはねえ」

　そう。先生。彩さい雲うん高校の非常勤講師。担当は世界史。

　これが、普段の俺の肩書きだ。バンショクジャーの構成員は、個人情報は明かされていない。本職も『あっち側』に移す者もいるが、俺は平和になった時が怖いので仕事は辞めていない。

「あはは。どんな感じの人だったん？」

「モデル顔負けの外国人さん母子……おい、スマホを手に取るな。今１１０って入れたろ」

　小声で「ポリス？　ポリス？」とか言い出した田た中なかを止める。やや引いた笑いがショック。

「冗談は置いといて。下手に手出したら奥からムキムキの旦那さん現れたりして」

「出すか」

　やかましい、と手で追い払いつつも、そういえば旦那さんは見なかったな、と思う。

　立ち上がりつつ、彼女はけらけら笑っている。

「なんかテレビか映画とかで似た人見たんじゃないの？　そんな外人モデルなんてそうそういないでしょ、生活圏内に」

　まあそうなんだよな。と思う。何かの拍子で見た美女のパーツを、好みのタイプとして脳が覚えていた、というだけの話なのかもしれない。

　ところで。

「君、課題まだだろ。持ってきたのか？」

　田た中なかは逃げた。今週末まで提出しなかったら居残りだ。

（うんうん唸うなりながら仕事してたらもう昼か。授業はもう無いし、帰って溜たまってた録画でも消化するか）

　非常勤講師のいいところは、担当授業を済ませれば帰って良いと言うことだ。

（まあ給料安いんだけど）

　さもしいことを考えつつ、俺は同僚に挨拶して職員室を出ようとし──胸のスマートフォンが震えた。

『怪人が市内路上に出現。所属組織不明。車両に被害が出ている。誘導は間に合わず。バンショクジャー各員は彩衣着色の上現地集合されたし』

「またか」

　俺は昇降口に向けた足を方向転換し、屋上へと出る。屋上にも空にも、人の目はない。

　眼鏡を外す。これからは必要無くなるからだ。

「──緑衣着色」

　周囲の天然自然のエネルギーが凝縮する。屋上菜園の葉が意思持つように揺れた。それだけではなく、世界に存在する無数の色彩の中から、緑に属するモノが抽出されて俺の周りに集まってくる。

　光が収まる中から現れるは、緑光がそのまま貼り付いたようなバトルスーツに身を包んだ俺──いや、バンショクグリーンの姿だ。

　視界は澄み渡っている。バトルスーツで補強された今の俺の各身体能力は、人間の限界を遥はるかに超える。視力も然り。

（残業決定、と）

　屋上の床を蹴り、緑色の影が空へと飛び出していく。それは一飛びで屋上を数十ｍの彼方かなたへ置き去りにして、凄すさまじい速度で街を駆けていく。
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　透明の刃が炎を切り裂いて、その存在を知らしめながら飛び来たる。俺は落ち着いて力を解放した。

「木々の力よ、阻はばめ──シェルターフォレスター」

　一時的に現出した木々が、俺達と街の建物、そして市民を刃からまとめて守る。

「いいぞ、巻き添え気にせずやれレッド！」

「助かるぜッ！　連日たあ調子に乗りやがって！」

　到着しているのは俺と色違いの深紅の着色に身を包んだレッドと、グリーン（俺）の二名。

　怪人は透明の刃角を頭から生やした昆虫型、バンショクジャー本部呼称カブラビートだ。中々の強さではあるが、俺が到着した時には既にレッドがダメージを与えていたし、俺が加勢すれば敵に勝ち目は無い。

「バーニングッ、フィンガァアーッ！」

　幻想の緑森から飛び出したレッドが、焰ほむらの線を連ねた五指を怪人へと叩たたき込む。

「しぶとかったが、終わりだ──燃えろッ！」

　瞬間。怪人の目や口、内圧に耐え切れなかった体の各所から火が噴いた。

「炎滅ッ！」

　レッドの咆ほう哮こうと共に、それは束ねられて火柱となる。その中の影が、塵ちりも残さず消えていく。

　到着早々ではあるが、決着だ。クリアードとの戦いを経たレッド（と俺）は、多くの経験を経て新人の時よりも遥はるかに成長している。多少の強敵に後れは取らない。

「今回も巨ギガ人ンタ態イズは無し、か」

「ウチのロボも今修復中だから助かるぜ」

　敵の打倒を確認し、火柱も木々も消える。互いに息を吐いて腕を合わせた。

「ナイス、グリーン。おかげで思いっきりやれた」

「何の。俺がいなくても勝ってただろ」

「どうだろーなー。結構また防御力が高い奴やつだったからな」

　冬の日が傾き出す中、スーツ越しの快活な笑顔が透けて見えるようなレッドに俺も笑い返す。

「やったのか……？」「ひい、助かった」

　戦いの終わりを察知してか、街の人々も顔を出してくる。彼らの目が俺達をとらえた。

「おお、バンショクジャーだ」「赤と緑か」

　一応有名人な俺達だ。顔を見合わせて今度は苦笑する。と、

「うわ、レッドいるよレッド！」「グリーンさんだ～」「マジだ！　レッドサインもらおうぜ！」「バーニングフィンガー見たよ俺！　めちゃくちゃカッケー！」「レッド様～」

　と。人々の声は徐々に一方へと傾き出す。困ったように周囲を見回すレッドに向けて、俺は肩をすくめた。

「人気者の宿命だな」

「え、ええ……？　ちょ、手伝ってよ、うわ来た」

　大学生という年相応に情けない声を出すレッドが、すぐに人に囲まれだす。彼を囮おとりに、俺はさっさと物陰に行って作戦終了の報告をしてしまう。

「ま、しゃあないわな。頑張れ頑張れ」

　俺達の中でも攻撃と決め技を担当するレッドは、分かりやすく人気者だ。補助を主な役割とする俺が地味なのは端から見ても明らかなのである。

（そりゃまあ俺だってちょっと寂しいし、もっとチヤホヤされたくはある……）

　大通りを見る。そこには深紅の姿が埋もれるレベルで人だかりが出来つつある。

「しかしあのレベルの人気は逆に怖いよな……ほどほどにチヤホヤされたい」

　小市民なのだ、俺は。苦笑して、早めに迎えに来てね、と本部へ伝えて通信を切る。

　戦って戦って、恋人もいなけりゃ人気もそんなに無い。

（別にそのために戦ってるわけでもないけれど）

　粉骨砕身、などと理想的な勇者のようには中々なれないものだ。労働だけではない疲れを感じて、俺はビルに背を預けた。

「今日はスーパーの値引き弁当でいいかな……」

　ヒーローの一員とは我ながら思えぬさもしいことを考えつつ、今日の戦いは終わった。
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「────主人は早くに亡なくしまして。娘と二人暮らしなんです」

「そ、そうなんですか。それは、なんというかご愁しゆう傷しよう様です……」

　数十分後。そこには夕暮れの帰り道を、買い物袋を持って並んで歩く俺とアシェラーさんの姿があった……！

（ど、どうしてこうなった）

　どうしてかと言えば、あれこれが終わった後で晩飯を買いに来た近所のスーパー『大おお黒ぐろ屋や』にて、買い物をする彼女とばったり会ったからなのだが、

　緊張をほぐそうと、世間話に「ご主人は」という話題を出したら返ってきたシリアスな返事に、かなり恐縮してしまう俺だ。言わなきゃ良かった。

　絶世の美女を横にどぎまぎする俺をよそに、アシェラーさんは涼やかに首を横に振る。

「いえ。もう何年も前のことです。お気になさらずに。……それにしても、助かりました。野菜の旬とかお値段とか、よく理解していなかったもので」

　クリアードの壊滅から数ヶ月。買い物をしたスーパーでもパート募集などしていた。最終決戦の舞台となったこの街も、かなり元の様子を取り戻している。

「アッハイ。自分も一人暮らし長いもんで、お気になさらず」

　ついつい見み栄えを張って自炊食材を買ってしまった俺である。作るのか。疲れて帰ってから。

（……いやしかし。真横に来るとやっぱり）

　なるたけ視線を向けないように、と思いながらも気を抜くと戦闘の疲れもあってついつい引き寄せられてしまう。

　形良く高い鼻び梁りようと顔のライン、全体は細いのに、反発するかのようにとんでもない主張をしている胸とおし……いやいや。

（いかんいかん、普通に失礼だぞ……しかし、どこで見たんだっけ？）

　アシェラーさんから感じる魅力と既視感から、モラルを総動員して顔を背ける。が、

「どうしました？」

　前から覗のぞき込まれて努力が無に帰す。

「いやその、少し緊張しているようでして」

　諦めて、顔が赤くなっていないことを祈りながら顔を戻した。ぺしり、と力なく頰を叩たたく。せめて顔だけ見ていよう。

「あら。おかしなことを仰おつしやいますね、私などに」

　黙っていれば冷たい印象の顔がくすりと笑うのは、正直、かなり来る。

（嬉うれしいんだけどね。けど、俺みたいな野郎にはこの十センチ程度の距離は刺激が強い……）

　自制心と忍耐を総動員して、どうにかこうにか不ぶ躾しつけな視線を向けずに部屋の前まで到着する。一安心。

「そうだ、良かったら夕食をご一緒しませんか。御ご馳ち走そうします。昨日のお礼ということで」

　そこへ爆弾が降ってきた。

「えっっ、あっ、いや、それは」

　完全にキョドっているのが自分で分かる。

（格好悪いなもう！　怪人最強と言われた魔刃将軍ソーディアスに追い詰められた時もここまでなってなかったよ！）

　情けない思いに囚われる俺をよそに、アシェラーさんはこちらの手を取り、

「日本では御近所付き合いが大切だと聞いておりましたので。是非」

　急展開。急展開である。

（み、未亡人に自宅の食事に誘われるって……ど、どうなの？　どう受け取るべきなのこれ？）

　女性経験に乏しい俺程度の人生では、これに対応する技は見当たらない。

　思わず流れのまま頷うなずいてしまう俺に、アシェラーさんは目を細めた。

「良かった」

「は、はい。じゃあ、荷物置いてきます……」

「すぐにでもおいでくださいねっ」

　ステップを踏むように隣室へ入っていくアシェラーさんを見送る。自室に戻った俺は、すぐさまバンショクジャー男性グループのＳＮＳを開いた。




緑『隣の未亡人に家飯に誘われたんだがどうしたらいい？』

赤『何それ、新しいラノベ？』

黒『詳細』




　先ほどまで一緒にいたバンショクレッド──大学生のアカシはともかく、ブラックであるカラスさんは三〇代の渋い大人だ。ピンクこと撫なで子しこさんにしょっちゅう迫られていることからも、頼りになる助言が期待出来る。

　俺は、隣の母子の個人情報は隠しながら今の状況を伝えた。向こうも注視していたのか、すぐに返信がきた。




黒『下世話な話になりますが前提を聞きましょう。ミドリさん的にはアリな相手ですか？』

緑『正直好みだから困ってる』

赤『うわー、すげえなミドリさん』

黒『落ち着きなさい大学生。美人局つつもたせの可能性は？』

緑『──怪しい水晶とかネズミ講とか来たらヤバいよね？』




（うむ、カラスさんは冷静だ）

　実際の所はお子さんもいるし、アシェラーさんにそういう気配はない（と思う）のだが、気を付けるに越したことはない。




黒『後はもしも、仮に良いい感じに進んだとして、安請け合いをしないことです。相手は妙齢の女性なんでしょう？　相手も『責任ある関係』を期待する可能性は高い』

赤『お、おおう。なるほどな～。俺もアオとのこと考えとかないとな……』




　惚気のろけを入れだしたアカシはスルーして、俺は頷うなずいた。




緑『流石さすがは普段から撫なで子しこさんに責任を取らされそうになっているカラスさんだ。頼りになる』

黒『それ今関係なくないですか!?』

緑『流石さすがに心配しすぎだと思うけど、一応気を付けとく！　行ってくるぜ』

黒『……グッドラック』

赤『上う手まく行くように祈る』




　スーツの上着を脱いで立ち上がり、俺は身だしなみを整える。

「ま、まあお子さんがいるんだ。滅多なことはあるまい。なあに、考えてみりゃ夕食にお呼ばれしただけだ。大丈夫、大丈夫……」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいて、俺は隣へと向かった。
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「あの子、今夜はお友達のところで御ご馳ち走そうになるんです。……言ってませんでしたか？」

「へ、へえ～。そうなんですか、ははは……」

　聞いてねえよぉ～。引っ越してすぐ友達の家とかコミュ力強すぎるよぉ～。

　そう思いながら俺は震えるスプーンにオムライスを載せて口に運んだ。

（やばいのでは？　この後水晶とか壺つぼとか保険とか人間的な成長が出来るセミナーとか出てくるのでは？）

　どきどきしつつ口を動かせば、新鮮なトマトの甘みと玉子の柔らかさが口内に広がった。

「……あ、美う味まい」

「良かった。ミドリさんも空腹でしょうし、なるべく早く出来るものを、と思って」

　食卓に並ぶのは根菜のスープと葉もののサラダ、そしてチキン多めのオムライスだ。調理時間も栄養も、言う通りによく考えられたメニューだと感じる。

「その、私と娘はこういう見た目なので」

　銀髪を手に持ちながら、彼女は憂えた感情を目に乗せた。容姿の美醜ではなく、種類に言及していることはすぐに知れた。

「奇異の目で見られることも多く。なので、ご近所の方とは仲良くしておきたいと──」

「あ」

　対面で眼鏡を押さえて良く見れば、薄く微かすかに笑うアシェラーさんの指には、台所仕事特有の僅かな荒れと切り傷がある。

「………………」

　反省する思いが湧いた。目の前の相手を見ずにああだこうだと。

「？　何か？」

　無言で見つめる俺に、アシェラーさんが問うてくる。確か、撫なで子しこさんの働く会社は美容系だったはず。

「──知り合いに、肌に優しいクリームとか詳しい人がいるんで。今日のお礼に、今度持ってきます」

　彼女は。軽く驚いたように長い睫まつ毛げの瞳をしばたかせて。一瞬遅れて自分の指を見た。

「優しい方ですね、ミドリさんは。貴方あなたがお隣でよかった」

　ほんの僅かに笑った。

　まずい、と思った。目を逸そらす。

（ちょっと好きになりそうになってるぞ）

　我ながらチョロすぎんか俺。

　結局。その後は水晶も壺つぼも紹介したい人もセミナーも出てくることは無く、和やかに解散となった。良かった。

（これからの生活に張りが出そうだなあ）

　などと、久く里り家を辞して廊下で吞のん気きに考えていた時だ。とんとん、と階段から足音がした。

「君は……」

　自分の家に入ろうとしていた俺が振り返れば、そこには外出していたというタラタットちゃんがいた。

「こんばんは」

　こんな時間にひとりで帰ってきたのだろうか？　という疑問を抱きながら、俺は彼女に挨拶をする。

「………………」

　十ほどの歳としに見える少女は、直線の流れを持つ金の髪を揺らし、その下の冗談じみて整った顔を笑わせて返事とした。そして、こう言った。

「また、おいでね」

「え」

　こちらの注意を引いてから彼女は目を閉じた。そこから、一切の色が抜けた。

　神のような、仏のような。無む垢くの表情が浮かぶ。

「ふふっ」

　それが錯覚であったかのように。幼い容貌は、すぐに悪いた戯ずらげな微笑を取り戻す。立ち尽くす俺を置いて、自分の家へと入っていく。




　想起される記憶がある。あの日、最後の戦いで。

　無言で。俺は自分の家に戻り、浴室に入る。

（………………まさか）

　出始めの冷たいシャワーで頭を物理的に冷やす。

　あの母娘おやこを初めて見た時から覚えていた既視感。

　クリアード。世界支配を目もく論ろんだ組織。その中で、バンショクジャーへ最後に立ちはだかった二体。

　激戦の末決戦機ミリオカラーと相討った仮面の大幹部アイルシェラッド。

　最後まで謎に包まれたまま極彩色の焰ほのおに消えた大首領。

　彼女（？）達だ。
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（ただの思いつきではある。人権を考えれば確認は必要だ）

　一夜明けたらちょっと冷静になった俺だ。

　そもそもが、大幹部の方は常に仮面を被かぶっていたため顔の造ぞう作さくなど確認出来ていないし、耳の上部も尖とがっていた。大首領の方はそもそも人間型の形態など見たこともない。

（本部に通報するのも時期尚早、か。『なんか雰囲気似てる気がするんですけど』じゃな……）

　そういったわけで。

「確認のためにもうちょっとこう、隣人としてのお付き合いをだな」

　やましい思いなど全く無い方針がここに決定した。

　出勤のため、代わり映えのしない団地のコンクリート廊下へと出る。

　黒に覆われた、大きな揺れる塊が俺を外で出迎えていた。

「………………ん？」

　一瞬脳がバグる。だがすぐさま俺は塊の下に二本の脚を見み出いだした。塊は、ジーンズに覆われた下半身だと気付く。

　幽霊の正体見たり枯れ尾花。

　目の前に現れたのは、上半身を向こう側に倒した女性の魅力的なお尻だったのだ。

「………………………………んん？」

　結局戸惑う俺に、お尻の向こうから微笑とともにアシェラーさんが顔を向けてくる。

「あら、おはようございますミドリさん」

「お、おはようございます」良く見れば彼女の手には箒ほうきと塵ちり取とりが握られている。「あっ……すいません、俺んちの前まで掃いてもらって」

「いえ。もののついでですから……んっ、と」

　軽く腰を押さえて、アシェラーさんは背筋を伸ばす。お尻の代わりとばかりにぐっ、と前へ強調される胸。

「……？　どうして目をお逸そらしに？」

「小市民なので……で、では俺は出勤ですんで」

「？　はい。いってらっしゃい、ミドリさん」

　シャープな美貌に浮かぶ微ほほ笑えみはそのままで、アシェラーさんは小さく手を振ってくる。

「い、いってきます」

　こちらも手を振り返して、職場へ向かう。道を歩き、電車に乗りながら、俺はひとつの思いを嚙かみしめていた。

「お見送りされる朝。いい……」

　完全に疑惑を聞くタイミングを逃していたが、それはそれだ。




「おはよう！　みんな！」

　潑はつ剌らつとした挨拶に、生徒達が目を丸くする。

「何か草くさ間ま先生今日元気よくね？」「メガネ光ってる」「いつもちょっと眠そーなのになあ」

「葦あし名な主任！　来週の授業資料用意しときましたんで！」

　学年二百人分の分厚いプリントの束をどしんと机に置く。

「あ、ああはい。ありがとうございます、草くさ間ま先生」

「あら、草くさ間ま先生仕事早い」「普段はもっとマイペースなのに」

　それは無理もないことである。ちょっと一刻も早く帰りたい案件があるので。




　帰宅時も、俺は部屋の前でアシェラーさんに出迎えられた。

「お帰りなさい、ミドリさん」

「アシェラーさん？」

　また掃除か何かかと思えば、今度の彼女は手ぶらだ。

「洗濯物を取り込んでいたら、ミドリさんがお帰りになるのが見えたもので」

　僅かに首を傾かしげて、いつもの微ほほ笑えみで言ってくる。

（わざわざ出迎えに外に出てきてくれたのか……）

　ひょこ、と彼女の後ろの玄関から、悪いた戯ずらっぽく覗のぞいてくるのは娘さんだ。にまにまと見つめている。アシェラーさんは気付いていないようだが。

　背後含みでにこやかに手を振って、俺は自宅へと戻る。食事を済ませ、風ふ呂ろに入り、寝床につくまで、俺はひとつの思いを嚙かみしめていた。

「お迎えされる夜。いい……」

　またしても疑惑を聞くタイミングを逃していたが。それはそれだ。
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　翌朝。今日は授業の無い日だ。探りを入れてみよう、と朝から思った。如い何かに根拠の薄い疑いとはいえ、このままなあなあに済ませて良いとも思えない。

「おはようございます、ミドリさん」

「あ、おはようございますアシェラーさん」

　朝一番、玄関前通路のにこやかな笑顔に、一瞬前の決意が解けて消えそうになる。

（いかんいかん）

　軽く頭かぶりを振って、俺は話題を切り出す。

「この辺り。少しは慣れました？」

「おかげさまで。こないだ教えていただいたスーパーには昨日も行かせていただいてます」

　ここで俺はなけなしの勇気を動員する。

「もしよければ、近場の店を案内しましょうか。スーパーだけでは揃そろわないものもあるでしょうし」

「えっ嬉うれし……ええと、でも、ご迷惑では」

　言い直された最初の反応がフェイクでは無いと信じて、もうひと押し。

「今日は俺休みですし。タラタットちゃんが問題無いなら──」

「ええよー」

　さほど大きい声で話していたつもりも無いのだが。即座に久く里り家の中から声が返ってきた。次いで、ひょいとドアから顔も覗のぞく。

「行っといで。お母さん、留守番しとるから。その代わりプリンな」

　タラタットちゃんはにこり、と笑う。困ったようにアシェラーさんも笑い返した。

「仕方ないですね……一日ひとつですよ？」

「ほいほーい」

　ぱたん、すたたたと家の中に引っ込むタラタットちゃん。関西弁なのかな？

　そう思いつつ俺が視線をアシェラーさんに移すと、

「で、では。その、よろしくお願いします」

　はにかむような笑顔を返してきた。




　家具屋、大衆衣料店、百円ショップ、書店、児童センター、家電量販店。

　団地の徒歩圏内から、生活に必要と思われる店を紹介して回る。加えてホームセンターや図書館など、自転車で行ける範囲も紹介しようとしたが、アシェラーさんは乗れないという。後で練習する約束をして、歩いて回る。

（これは……もしや疑惑確認作業ではなく単なるデートなのでは？）

　そう俺が気付いたのは最後に疲れた足を休めに入った日本茶喫茶店でのことだ。

　遅い。我ながら。

　そんな俺の内心を知ることなく、アシェラーさんは八や女めという品種の煎せん茶ちやをひと口含む。

「美お味いしい……日本茶って、こんなに柔らかな味がするものなのですね」

「品種によって色々ですよ。俺みたいな子供舌だとなんとなくでしか無いですけれど。二煎せん目め、取り換えっこしてみますか？」

　俺は藤ふじ枝えだという少し濃い目の茶を飲んでいる。

「嬉うれしい、是非。うふふ、二人で来たからこそ、ですね」

　思わずこっちの頰が染まるようなことを言って、彼女はほうと息を吐いた。

「こんなに落ち着ける時間、久しぶりで……ミドリさんのおかげです」

　その言葉にはっとなる。理由は知らないが、母娘おやこふたりでどこかから引っ越してきたばかり。目の回るような忙しさだろう。

（その『理由』が気になるところなんだ、が）

　俺はそうしてやっと本題に入る。それとなく、店置きの新聞記事を見た。

「今日行った家具屋とかもですけど。クリアードが壊滅するまでは輸入も滞ってましたから。今はようやく値段とかも落ち着いてきましたからね」

　言ってから。さあどうだ、と俺は人を試す多少の罪悪感と共に、対面の女性を観察する。

「そうですね。クリアード──あの人達がいなくなってから、私の周りも少し、自由が利きくようになった気がします」

　表情は変わらない。クリアード自体に特別な感情は無さそうである。

「あの家にも来ることが出来て、それが良かったのかどうかは、分からないですけれど──」

　ただ。アシェラーさんは柔らかに笑ってこう続けた。

「ミドリさんにお逢あい出来たのは、間違いなく良いいことですね」

（……………………………………………………）

　俺は体を前に折りかけるのをどうにか堪えた。

　人を試すような真ま似ねをした報いか。とんでもないカウンターを貰もらってしまった。

「お────俺、も、です」

　そんな、途切れ途切れの間抜けな返答をしてしまうくらいには、効いてしまった。

（いかん、絶対に顔が赤い）

　全く、とんだ調査官だな草くさ間まミドリ。お前がやられてどうすんだ。
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　──そうして、時は冒頭のデートに戻ってくる。ついこないだもしてたのにまたかよお前、などと言ってはいけない。そのくらい気安くなったということなのだ。

　これまでのように交流する内、俺とアシェラーさんは互いの空き時間に普通にお茶をするくらいの仲になっていた。先日の日本茶喫茶へ一緒に行った数も、はや五回ほどになっている。

　そんな風に俺と隣家の母娘おやことの日々は平穏に過ぎている。

（直接聞きはしてないが……やっぱ、気のせいなのか……？）

　行った確認作業はデートだけではない。休みの日に出勤と偽り、アシェラーさん母娘おやこの外出を追ったことも複数回、ある。

　バスに乗った先の図書館で、近所のスーパーで。ふたりは大首領とその部下というよりも、やはり親愛の度合いが強い。ありていに言って、仲の良いい母娘おやこのように見えた。

（大きいのは、途中に怪人が現れて出動がかかった日だ）

　怪人出現の報を受けた直前直後も、倒して帰ってきた時も、彼女達は何か特別な行動をすることなく、買い物をして、その後図書館で本を読んでいたのだ。

（アシェラーさん達が怪人、もしくはそれを操っているという可能性はまず無い）

　ところで、隠れて隣の母娘おやこの後を付いて回る自分はほぼストーカーではないか？　と自問自答して落ち込んだことも一度や二度ではない。

　加えて母娘おやこの生活態度は良好そのものだ。前述の通り、俺以外の住人と摩擦が起きている様子は見受けられないし、不審な行動もない。

　現在では亡なき夫の遺産ばかり頼りにしていられない、とスーパーでのパート勤務が決まっていた。

（募集してたの紹介しただけなんだけど、えらい感謝されたなあ……。パート仕事見つけて喜ぶ悪の組織の大幹部？　ありえんだろ）

　何よりも、彼女達にはクリアードの大首領と大幹部から感じた、圧倒的な力が全く感じられない。そもそも出会いからして、大幹部であれば引っ越し作業で棚如ごときに押し潰されそうになっているのがおかしいのだ。

（──彼女らがもしそうだとしたら、バンショクグリーンである俺に近付く理由はあるけど。それなら俺を殺すチャンスはいくらでもあったしなあ）

　何度も御ご馳ち走そうになった食事に毒を盛ってもいいし、寝込みを襲ってもいい。というか、仮にアシェラーさんの正体が、あの死闘から生き残った大幹部アイルシェラッドだとすれば、

（補助能力中心の俺じゃ勝負にならない。正面から簡単に始末出来る。大首領なら尚なお更さらだ）

　どうやら、心配は無さそうである。ほっとする。

　それに、単なるクリアード復活への危機感以上のものを感じてしまう俺なのだった。

　さて、夕食をお呼ばれに行こうっと。撫なで子しこさんから格安で譲ってもらったハンドクリームのプレゼントもあるしな！





○






　そんな日々の、とある夜だ。ふらふらと、俺は帰路を歩いている。

「し、しんどい……今週マジきつかった……」

　元々、ここ数日は試験前でテスト作成に忙しく、さらに今日はフルタイムで授業が入っており、前夜も授業準備で夜遅くまで起きていた。

　さらに放課後、怪人出現の報を受けて向かってみれば、

「まあ頑丈なこと……。俺の補助全開で受けた他の四人がかりで殴らんと倒れないってなんだよ、もう」

　バンショクジャー本部呼称・装そう甲こう蟹かに怪かい人じんハーミッグラーはこれまでの怪人と比べても強烈な堅さを誇った。

　さらには味方の盾の役割も何度かやったせいで、ダメージは多分一番大きい。

　戦闘後、力を使い切った俺はしばらく膝に手をやってぜえはあとやっていた。

　おまけに、その後の市民を安心させるための名目でやったインタビューでは、

「俺立ってただけで、質問とかほとんど他の四人宛てだったしなあ。いる意味無かったよーな……」




　レッド！　レッドさん、レッド様、レッドさん、ブルーさん、ブルーちゃん、ブラックさん、ピンク様、ピンクさん……




　自グリ分ーンの人気の地味さを改めて思い知る。

（前に怖こわ々ごわ覗のぞいた匿名掲示板の俺のスレッドとか、明らかに住人少ないし。そいつらも全員『俺はアイツの良さを分かってる』みたいなノリだもんな。後ろで腕組んでんじゃねえよ前出てこいよ）

　そんなわけで、深夜だ。もうすぐ日も変わる。

「と、とりあえず寝たい……風ふ呂ろは明日でいいから……っと」

　思った以上に消耗が大きい。自分の部屋を前にして、俺は階段の最後の段に爪先を引っかけて大きく体を揺らした。前に足を出してふんばろうとして、

（あれ？）

　足が出ない。俺の下半身は階段で体力の残りを綺き麗れいに使い切ったとでも言うように、後ろに置き去りだった。

（マジか。バンショクグリーン階段に死す……）

　最後の力でどうにか眼鏡を顔から外す。手もつけずに廊下にべちゃりと倒れ込んで、俺の意識は途切れた。




「……んむ」

　固い床にぶつかった額と反対に、後頭部の柔らかい感触の中で目を覚ます。

　目の前は、何かよく分からないもので塞がれていた。裸眼でよく分からない。

（なんだこりゃ。布の天井？　ちょっと顔と間がある……）

「あっ起きまし……きゃっ」

　その天井が下がって、一気に顔を押し潰した。後頭部の柔らかさを遥はるかに凌りよう駕がする柔軟さが、顔面を包み込む。

（こ、これは……ッ！）

　鋭敏さを取り戻した俺の頭脳が気付く。後頭部に感じるのは体温。形からして太ふと股ももだ。膝枕をされているのである。つまり、自分の目の前を塞いでいるのは、

（下乳ッ!?）

「ご、ごめんなさいっ、お顔を見ようと屈かがんでしまって……大丈夫ですか？」

　先ほどから聞こえる声、これも覚えがあるもので、

「アシェラー、さん」

　肉付きの良いい太ふと股ももと下乳の主の名を、俺は呼ぶ。視線を横に向ければ、そこは何度か訪れた久く里り家の居間だ。

「ミドリさん。良かった……。誰か転んだような物音に覗のぞいてみたら、廊下で倒れていらっしゃったから……」

「こ、これは失礼を！」

　状況を把握した途端、顔が青くなる。お隣さんにとんでもない醜態を晒さらしてしまっている。

　上は（おっぱいで）塞がれているので、横へ転がって脱しようとした瞬間、

「むぐ」

　そちらも掌てのひらで塞がれてしまった。いいにおい。

「もう少し。倒れていらしたんですから。水分も摂とって」

「んぐぐ」

　横を向いた顔にストローを突っ込まれて、俺は思わずごくごくと吸い上げる。スポーツドリンクだ。

「ぷは」

　人心地ついて、俺は上を見上げる。膝の先まで移動したことで下乳の屋根から出てアシェラーさんを見上げれば、ぼんやりとした視界の中の彼女は夜衣用なのか薄着のセーターとズボンに、肩にかけたカーディガンという服装だ。かなり体のラインが出ている。どきりとすると同時、申し訳なくなる。

（そりゃそうか。寝てる時間だ。悪いことしたな）

　彼女も、胸の下から抜け出た俺の顔をまじまじと見た。

「おひげが」

　フェザータッチで、俺の顎の無精ヒゲをくすぐってくる。唐突な接触に心臓が跳ねる。

「あ、や、最近忙しかったもので……お見苦しい」

「お眼鏡、机に置いてありますから。とにかく、倒れるくらいにお疲れなのですから、もう少し横になっていないとダメです。……あ、そうですね。それならば」

　ごそごそと、アシェラーさんは体を伸ばして傍かたわらのチェストから何かを取り出す。

「耳掃除しましょう。お忙しかったのでしょう？　たまってますよ、きっと」

「えっちょっ、アシェラーさん!?」

「ほーら、動かないで。怪け我がしてしまいます」

　面白がるような口調に、仕方ないので部屋の方を向いて頭を固定する。ややあって、

（本当に始めてしまった……）

　頭の内部を他人にまさぐられるという感覚。それを、他人に許すという行為。それが耳かきをされるということだ。

　まさに生殺与奪の権利を相手に預けており、これが意味することは、

（俺が、アシェラーさんを信用している、ってことか）

　頭の中で直接響くごそごそという音が続き、時折彼女の歓声が響く。

「わ、すごぉい♡」

「溜たまっているものをすっきりしましょうね……」

「痛くないですか？」

「あら、こんなに──」

　どこかうっとりした声が連続する。楽しめているようで何よりではあるが。

「お恥ずかしい……」

　赤面しきりの俺へ、くすくすという笑いが上から降って、

「はい、反対側やるのでひっくり返ってください」

　言われた通りに体を返せば、

（う、うわ）

　予想していたことではあったが。薄手の夜衣ごしに、アシェラーさんのお腹なかと腰、太ふと股ももが目に入ることとなる。

「そ、その、娘さん……タラタットちゃんは？」

　どぎまぎしながら、誤魔化すように話を振る。それをいなすように彼女は答えた。

「寝付きの良い子ですから──」

　言いながら。吐息が近付いた。

「安心、してください」

　囁ささやくように。耳元で言われたその言葉の意味を考える。

（い、いや、いや……待て、待てよ草くさ間まミドリ。落ち着け）

　誘惑されている？　けどまだ会って二ヶ月も経たってないんだぞ。

　無言の時間が過ぎる。頭の中をまさぐられながら、相手の頭の中を想像する。そんな時間。

「心配、してたんです」

「え」

　唐突に降ってきたのは、そんな呟つぶやきだ。

「ニュースで見ました。また怪人が出たのでしょう？」

　今となってはなんだか遠い、昨日の出来事だ。

「それなのにお仕事に行ったミドリさんが帰ってくる気配が無かったので、私……」

　声が湿りを帯びた。彼女の手も止まっている。

「………………」

　無言で。身を起こして机上の眼鏡をかけた俺は、すぐ隣に座る真まっ直すぐなアシェラーさんの瞳に射い竦すくめられる。

「アシェラー、さん」

「ミドリさん……」

　名前を呼び合って、近い位置でお互いを見つめ合う。断言しよう。良いい雰囲気だった。

　アシェラーさんの瞳。少し眉を寄せて、潤みを乗せた蒼あおい瞳だ。

（っ、これ、蒼あおい、目……）

　だが唐突に。思い返される記憶がある。




　血と刃と光線さんざめく戦場で。仮面から覗のぞく、彼女のただひとつの表情。




　だが。アシェラーさんの近付く顔が既視感を断ち切った。

「ちょ、待っ──」

　俺は思わず、制止の言葉を発しかけた。

「んむっ」

　だが。そのコンマ一秒後には。彼女の唇が。俺のそれに重なっていた。

「ん……ふぅっ」

　いつの間にか彼女の腕は俺の首に絡からんでおり、上半身がもたれかかってきていた。豊かな胸が俺の硬い胸で潰れる。

（うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおわあっわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお？　!?　！　？　！　?!　？　？）

　俺の頭の中はこんなんだ。そりゃそうだろう。

　瑞みず々みずしい唇の感触が。体全体からの甘い香りが。胸に当たる凄すさまじく柔らかなふたつの暴力が。こちらの感覚を全て塗り潰しているのだから。

　既視感？　なんだそれ。もう一ページ前のことなんざとっくにすっ飛んだに決まってるだろ。

「んふゥ……はぁっ」

　アシェラーさんは息継ぎをするように、押し付けた唇を離した。

「その──はしたない女だと、思わないでください」

　そう言いながらも、彼女の手はまだ俺の肩にかかっている。一方俺の手は、未いまだわなわなと、彼女の左右で彷徨さまよっている。

（こ、この手の行き先で、ルートが完全に分かれる気がする……！）

　即すなわち。

　腰に巻いて抱き締めるか。

　肩に置いて引き離すか。

「……ミドリさん──」

　一瞬の逡しゆん巡じゆん。その隙間に、彼女の切なげな言葉が滑り込んだ。

　俺の名前を呼ぶ声が。

　俺の中に未来図が浮かぶ。一年後に結婚。出産。タラタットちゃんも含めた親子で仲なか睦むつまじく暮らし、孫を見て、夫婦仲良く老後まで……

（────ままよッ！）

　ぐい、と。俺はアシェラーさんの腰に腕を回し、その体を抱き締めようと──

　その、寸前だった。

「おーいアシェラー、夜中に何しとん？　……お？」

　幼い声。少し眠たげな。

「「ッ!?」」

　一斉に。抱き合ったまま俺とアシェラーさんは声の方向を見た。

　タラタットちゃんだ。寝ていたはずのアシェラーさんの娘。戸を開けて、居間をガッツリ眺めていた。

（うわ、ど、どうしよう）

　思考がフリーズしていた。どう見ても十やそこらの子供に見せる絵え面づらではない。

　だが。続いたタラタットちゃんの一言で、俺の頭は完全に凍った。

「あれ？　お主グリーンじゃん。来とったの？」

　なんつったこのお子様。
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　あの日。クリアードとの最終決戦の日。

　激戦の末、バンショクジャーは最後の大幹部アイルシェラッドをも破り、ついに大首領の元へと辿たどり着ついた。

「行くぞみんな！　力を俺に貸してくれ」

「レッド！　お願い……！」

「終わらせろ、この長い戦いを！」

「やっちゃいなさい、アカシ君！」

　激しい戦いで破損した合体決戦機・ミリオカラーから取り外した絶対消滅砲が、仲間達の力を受けて起動する。

「グリーン！　頼む！」

「──ブチ込め、レッド！　ファイナルブースト！」

　最後の一押しを俺は注そそぎ込む。翠みどり色いろの波打つ草原の様な力の流れが、レッドの背に吸い込まれ、彼が手に持つ絶対消滅砲が光を放った。

（いける……！）

　射出口に現れる膨大なエネルギーに、俺は勝利を確信する。

　それを撃ち込まれる相手を、最後に見た。




『我を……倒すか、人よ』




　巨大な、無む垢くな表情をした女性の顔だ。それだけが宙に浮いている。

　世界の三割を手中に収めた魔の組織、クリアードの大首領。深しん淵えんの大聖母、大海の主と呼ばれた超生命。

　神のように、仏のように。その表情は純粋で無む垢くだ。




『──不確かで裏切りと失望がいつ襲うとも知れぬ人の営みを選ぶか』




　問いかけだ。僅かにその顔が傾く。

（俺を、見た……？）

　閉じられた目が、自分に向いた錯覚。ざわついた思考を、レッドの力強い声が振り払う。

「人の心を奪った平穏など、俺は認めない！　最後だ！　クリアードォォォ！」

　そうだ。今は目の前の相手を倒し、戦いを終わらせることを考えろ。

　翠みどりの力──自分の持つ、生命を活性化させる力を再び送り込む。

「燃えろ俺達の炎！　アブソリュート・フルカルア・キャノン!!」

　万ばん色しよくの光が放たれる。それは真まっ直すぐに大首領の中心へと吸い込まれ、極ごく彩さい色しきの爆発が周囲を埋め尽くす。




「終わった……」

　レッドの声に、俺は極光に閉じていた目を開けた。

　後に残ったのは、クリアード秘密基地を貫く大穴と、そこから見える蒼そう空くう。

　大首領は跡形も無い。最さい奥おうの大首領の間、全てが吹き飛んでいた。

「勝った、のか」

　誰かの呟つぶやきが、蒼そう空くうに響いた。





○






　俺は記憶の中で凍り付いた頭を必死に解凍する。

「あれ？　お主グリーンじゃん。来とったの？」

　そう呼ぶということは、彼女は俺の正体を知っている。メディアには変身姿しか晒さらさず、中の人の秘密をほぼ完全に保っているバンショクジャー組織の目をかいくぐって、だ。

　バンショクジャー関係者……ということはあり得ない。こんな幼い少女の顔を、世界支部のどこだろうと見た覚えはない。

　あの最後の戦い、大首領の異形として以外は。

「君は……いったい」

　薄々答えを分かりながら、アシェラーさんを抱く手を一旦ほどく。そこで、胸の中の彼女がひどく震えていることに気付いた。視線をそちらへ向ける。

「あばっあばばっあばばばばばっばあああかなななばあっばあばあばばば」

　アシェラーさんは顔を真っ青にして半泣きで震えていた。

　あまりの様子に、俺は再び肩に手をかけて呼びかける。

「ど、どうしました!?　いや娘さんに見られてショックなのは分かりますが！」

「あばばば……はっ！」

　狼ろう狽ばいする彼女の蒼あおい瞳に理知の光が戻る。直後、どすん、と胸を突かれる。

「っと、アシェラーさん？」

　先ほどの甘い空気とは打って変わって。彼女は俺から身を離し、自分の胸を押さえてこちらを睨にらんでくる。

　加えて、彼女の顔に乗っている色は、激情のそれだった。

「ミドリさ……い、いやっ、き──貴様ッ！　バンショクグリーンかぁっ!!」

「!?」

　アシェラーさんからまで発せられた言葉に、再び俺は狼ろう狽ばいする。

（なんだ？　彼女は俺のことを知らなかった？　で、なんで怒られてんの？）

　顔に疑問符を浮かべたまま、俺は激情に打ち震えるアシェラーさん──なんか頭を抱え出した──からタラタットちゃんへと目を戻す。

「なんじゃお主。初めて会ったような顔しおって」

　彼女は泰然としたものだ。というか、前々から思っていたが十歳とは思えない落ち着きだ。てくてくと居間に入ってきて、目の前までやってくる。

「ふふん♪」

　つん、と俺の胸に指を突いて、ぐりぐり動かす。

「おいおい、あれほど熱くぶつかり合った仲じゃろう。このひと月ほど、儂わしはいつ引導を渡されるものかと思っておったというに」

　再び立ち上がる疑いがある。一度は間違いだと信じた、その疑惑。

　彼女の一瞬見せた無む垢くの表情。アシェラーさんの蒼あおい瞳。

「ま、まさか、君た──いや、お前ら……」

　にんまり、とタラタットが両の口くち端はを吊り上げる。

「うむ。そういえば名乗ったことはなかったの。元、クリアード大首領、タラタットである」

　戦慄する俺に、すっとタラタットは指を俺の後方へさす。

「そしてあれが大幹部アイルシェラッド……なんじゃが」

「っ！」

　背後を取られている。俺は焦あせりと共に振り向く。

「バンショクジャーに色目を使ってしまったグリーンを誘惑してしまった怨敵を口説いてしまった殺しても飽き足らぬ相手の口を吸ってしまった私は私は私は」

　床に手を突いて滝のような汗を流しつつ、アシェラーさん……いや、大幹部アイルシェラッドは茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていでぶつぶつと呟つぶやいている。

「いや、アイルシェラッドはまあコードネームみたいなもんでアシェラーが本名だからそのまんまでええぞ」

「一人称だからって地の文を読むな」

「お前とのイチャコラ、こやつが気付いて無くて面白そうだったんで放置しとったんじゃけど」

「すんなよ」

　思わず流れるように会話を続けてしまう。俺はぶんぶんと頭かぶりを振って、タラタットに指をつきつけた。

「いやそうじゃなくて！　生きていたのかお前ら……！　何を企たくらんでいる！」

　言いながら、俺は撤退の算段を考える。ひとりでこの二体。とてもではないが敵かなう道理はない。どうにかここを切り抜けて、バンショクジャー総勢で挑まねば。

（それでも勝てるか……!?　今は決戦機ミリオカラーも修理中だ……）

　だが。タラタットは軽～く掌てのひらをふるふる横に振ってみせた。

「いやいや。お主らに負けたし力もほっとんど無くなったし。どうにか生き延びたんで普通に生活しとるだけじゃよ」

「普通にだと……そんなことが信じられ……？」

　ふと。彼女達を信じようとした時の思考が反はん芻すうされた。俺を殺そうと思えばいくらでも出来たはずなのだ。

（元の力があるならば……だが）

　追及を止めてしまった俺に、やれやれとばかりタラタットは肩をすくめた。

「儂わしはてっきりお主は勘付いておるのかと思っとった。だがまあ儂わしらは敗者じゃからな。嬲なぶられ陵りよう辱じよくされてトドメを刺されるのも致し方ないと思って」

「俺をなんだと思ってんだよお前は」

　思わず冷静になってツッコむ。流石さすがにそこまでアレな趣味は無いよ。

（しかし、だ。こいつらがこれから悪さをしないとは）

「何もせんよ」

　またしても、思考を読んだかのようにタラタットは言う。

「こちらは正々堂々世界の覇権を懸けて宣戦布告し、お主らと戦い、そして敗れた。今更勝者に仇あだ為なすことはせん」

　敗者を名乗る少女は、この場の支配者であるかのように堂々と告げる。

「それが不安なら、ほれ、さっきも言ったが今すぐ殺せば良かろう。流石さすがに今の状態で人間体を破壊されれば、確実に消滅じゃぞ」

　しゅる、とパジャマの前をはだけて心臓部──はっとするほど白い胸を晒さらす。

「っ！　なりません、タラタット様ッ！」

　先ほどまで突っ伏していたアシェラーが跳ね起きて、俺とタラタットの間に割り込んだ。

「此奴こやつをこの居城に入れたは我が不覚……！　ここは私が引き受けますので、どうか落ち延びて下さい！」

　そう主に叫んで俺を睨にらみ付つける瞳には、これまでのアシェラーには無かった警戒の色が色濃く顕あらわれていた。

（いかん、ちょっとつらい！）

　何せ数分前には将来的なことも含めて責任持とうとまで思った相手なのである。

　流石さすがに彼女の正体を知りその辺はすっ飛んだとはいえ、こういう風に見られることは──

「かああああああぁぁっ！」

「っ？」

　アシェラーの裂れつ帛ぱくの叫びに、俺の意識は引き戻される。彼女の体に光──カラードの力場が集まり、形を成していく。

「アシェラー！　やめよ！」

「御言葉ですがタラタット様！　我が恥を雪すすぐことをお許しください！」

　台詞せりふと共に一ひと際きわの発光。そこに現れたのは久く里りアシェラーではなく、

「よし……！　戦闘体展開成功！」

　クリアード大幹部アイルシェラッド。

　白銀の髪に尖とがった耳、髪色と同じ銀の装甲が、顔上半分を隠す仮面と胴体、腕は肘から先、脚は膝上までブーツのように煌きらめいている。

　装甲部分以外からは褐色の肌が艶なまめかしく現れているが、防御面ではその部分も全く遜色無いと俺は知っている。カラードによる力場が全身を覆っているためだ。

（じょ、冗談じゃない……！）

　背筋から一気に駆け上がる戦慄と共に、俺は美麗とも言えるその姿を眺める。その戦闘力も思い出し、絶望的な思いでこちらも叫ぶ。
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「緑衣着色ッ！」

　緑色の光をまとい、こちらもバンショクグリーンへと変身する。しかし、力の差は如何いかんともし難がたい。

（こっち五人でようやくボコった相手だぞ。俺一人でどうしろってんだ）

　退路を開くしかないが、こいつ相手に後ろを向くとか本気で自殺行為だ。どうにか一撃しのいで、隙を突く他無い。

「覚悟しろっ、バンショクグリーン！」

　踏み込みと共に右拳が来た。かつての重さを思い出し、俺は必死に逸そらしつつ受ける。

（どうっ、にか、防いだっ！）

　戦闘の経験によるものか。かつては思いっきりぶっ飛ばされた大幹部パンチを、俺はさばくことが出来た。

「グラス・イクイップメント！」

　相手の脇腹目掛けて、瞬間強化をかけた拳を突き込む。

「ぬぅっ！」

　逆の腕で防がれたが、それはアイルシェラッドを数歩後ろへ下がらせた。望外の成果だ。これにより生まれた一瞬の隙で退路を探る。

（窓を破って飛ぶ……っ!?）

　と。踏み込む前に相手へと戻した視界が、予想外の光景を映した。

「くっ、うぅ……！」

　腕を押さえてしゃがみ込むアイルシェラッドだ。仮面越しでも表情は苦く悶もんに歪ゆがみ、脂汗を流しているのが分かる。

　俺は思わず戸惑って、足を止めてしまう。

（そんな馬鹿な。あのアイルシェラッドが、俺のパンチ一発で？）

　疑問への答えは、横からすぐに来た。

「あーもー。だから言ったじゃろうが。今の儂わしらに戦闘に足る力なんぞあるものかよ」

　呆あきれ気味の声が示すように。アイルシェラッドの全身から淡い光が一瞬灯ともり、崩れるようにほどけていく。

「お、おのれ……こんな程度で」

　口く惜やしそうな声と共に現れたのは、久く里りアシェラーとしての姿だ。服も耳も元に戻っている。

（そうか……今の攻防も、防げたのは俺が最終決戦からもっと強くなったわけではなく）

　単純に、アイルシェラッド──いや、アシェラーの力が全く戻っていないからなのだ。

　目の前で、久く里りアシェラーが脂汗を流してうずくまっている。

　俺は──こともあろうに、緑衣を解いた。

（何をやってんだ、トドメを刺すのが一番だろうに）

　心ではそう思っても、体がそう動かない。代わりに、口が動いた。

「大首領──ええと、タラタット」

「手間をかけたの。話を続けるか」

「ああ。その──ちゃんと、説明してくれるか。どういう理屈でお前達が、どうして俺と──」

　どうにも違和感がある。彼女らの経緯はタラタットが説明した。しかしそれでも、何かおかしい。筋が通らない。そもそもこいつ──アシェラーは、どうして。

「ま、待てっ！　それ以上タラタット様に近付くことは許さんぞ」

　どうにか息を整えたアシェラーが再び俺とタラタットの間に入る。

「い、いや、だからちょっとお前が待てって」

「呆ほうけた顔をしおって……貴様本当にあのバンショクグリーンか！　ええい、今の私であってもその腑ふ抜ぬけ面ならば──おぎゅっ!?」

「やめんか」

　再び飛びかかりかけたアシェラーの襟を、タラタットがむんずと摑つかんでいた。非戦闘形態の上に思い切り首が絞まって、彼女は白目を剝むく。

「何ぞ聞きたいことがありそうじゃの、グリーン……いや、草くさ間まミドリよ」

　ぽいっと大幹部を放って、大首領は言ってくる。

「いやそのな、そこの目を白黒させて悶もだえてる大幹部のことなんだが」

「うむ、この早とちりが過ぎてデカい乳尻振りながら床でもんどりうっとる部下のことか」

「………………！（ごろごろ）」

　ふたりで床のアシェラーを眺めてから、俺は聞く。

「そもそも、こいつは俺のことを知らなかったんなら何で俺に接近したんだ」

　今では俺も分かっている。なんの狙いもなく、このような美女が俺──くたびれたアラサー野郎に近付いてくるはずがない。

（哀かなしいことではあるが！　しかし、俺の正体を知ってて害するわけでもなかったのなら）

「それはな。儂わしらの生態に由来する」

　頷うなずいて、タラタットは自らを示すように両手指をはためかせた。

「儂わしやこやつら──元クリアードの幹部級は、人間ではない」

「ああ……普通の人間はビーム出したり巨大化はしないな」

　薄々予想はしていた。俺は頷うなずいて促す。

「昔は神だの悪魔だの妖怪だの様々に言われとったがな。本来の儂わしらは、生物が我等に向けて発露する感情を食って生きる、えーと、人間の言葉で言うと精神的な存在なんじゃよ」

「胡う散さん臭くさい話になってきた」

「マジじゃって。今のように肉の体を作れば普通の食事も出来なくはないがな。本質の存在維持にはそれが必要なんじゃ。そして、クリアードとは全て、儂わしの眷けん属ぞくから成る組織じゃ。性質は変わらん。じゃから──」

　俺達は、再びアシェラーを見る。彼女はもう落ち着いて座り直してはいたが、視線から逃げるように顔を逸そらした。

「俺から、えーと」いざ言おうとすると恥ずかしい。眼鏡をくいと上げて誤魔化す。「その、感情か……愛とか恋とか。そういうのを向けさせるために、接近した？」

　俺が仮にアシェラーに籠ろう絡らくされ、結婚などということになれば、彼女とその子供役（先の説明通りなら、本当は関係が逆だが）をしているタラタットに愛情が行く、という推測だ。

「そうなんじゃないかのう。割と好意感情は甘くて美う味まいからの。好みにもよるが」

　こちらの会話に、反射的にアシェラーが振り返る。

「ち、違っ……違……！」

「違わんじゃろ」

　呆あきれたように主に嘆息され、アシェラーは恥じ入るように肩をすぼめてしまう。

「あぅ…………はい…………」

　とりあえずは──細かな真偽はともかくとして──納得出来た。やはり目もく論ろ見みのないことではなかったのだ。

「やれやれ……あれ？」

　だが。即座に別の疑問が湧いた。そもそも、感情を向けられるためとはいえ。恋愛関係になってしまうことは制約が多い。

（それに、アシェラー自身は俺のことをグリーンだとは知らなかったわけで……）

　そこで、顔を上げた俺はタラタットのにまにま笑いとぶつかった。

『気付いた？』というような顔。

「あやつなあ、草くさ間まミドリとしてのお主のことは単純に気に入って──「タラタット様ッ！」

　叫びが大首領の言葉に割り込んだ。声の方を見た俺は、必然、アシェラーと目を合わせることになった。

「「………………………………………………」」

　互いに。顔が赤くなるのを感じる。タラタットが視界の端で楽しそうに笑いを堪えている。

「違うからなッ！」

　先に叫んだのはアシェラーだ。褐色の肌を紅あかく染め、犬歯を剝むき出だしにして、威嚇するように吠ほえる。

「き、きさ、貴様がグリーンだと知っていれば、あんな真ま似ね……ッ！」先ほどのキスを思い出したのか一瞬紅潮を深めて、顔をぶんぶんと横に振る。「貴様さえ、貴様さえいなければ、我々は勝っていたはずなんだ……ッ！」

　指さして言い募るその内容に、俺は驚いた。

「俺が？」

「当たり前だッ！　単純な力なら我々が勝っていたッ！　貴様ら最強のレッドすら出力では私に及ばん！　貴様のあの忌いま々いましい、仲間の力を増幅する力さえ無ければ……！」

　ふぅふぅと、当時の屈辱を思い出したのかアシェラーは悔しげに歯を軋きしらせる。

（…………………………俺、が）

「やめよ、見苦しい」

　𠮟責したのはタラタットだ。呆あきれたように部下を見る。

「儂わしらは負けた。それが全てじゃ。このグリーンの力のみではない。他の者達の力も然り。それら全てを合わせた極ごく彩さいに、我がクリアードは負けたのじゃ」

　がくり、とアシェラーが肩を落とす。蒼あおい瞳にはうっすら涙が浮かんでいる。

「……まあ、ともあれじゃ。話を戻すぞ」

　困った子供を見るような笑いを母親役の部下に向けてから、タラタットがこちらを見る。

「こやつが知らずにお主へ標的を定めた時──儂わしは、それを運命だと思った。儂わしらを倒したお主に委ねようと、な」

「そんな──タラタット様！」

　大首領はゆっくりと首を横に振る。

「グリーン。草くさ間まミドリよ。先ほども申した。儂わしらの処遇はお主に任せる。ここで殺すも良し。バンショクジャーへと突き出すも良し。見なかったことにするも良し……ま、これはちと儂わしらに都合が良すぎるが」

「…………む……」

　──俺は、正直なところ迷っていた。

　彼女達が再び侵略行為や悪事を行う、という疑いは既にかなり薄くなっている。

　先ほどのアシェラーもそうだ。あの数秒の動きで息も絶え絶えになる程度の力では何が出来るでも無い。

　さらに繰り返すが、彼女達が俺に危害を加えようとするならばそのチャンスは何度もあった。

（そして大首領は、俺に命を差し出している……）

　力もほとんど失っている、というのもまず本当だろう。

「──仮に。俺がお前達を見逃したらどうする」

「ふむ。物理的な栄養摂取で物理肉体を維持し、消滅を僅かに先延ばしにしながら、細々と生きることになろうか」

　淡々と語る大首領だ。

「お前達を好きになったりする人が現れた場合はどうなる。また力が復活するのか？」

「只ただ人んと一人や二人の感情ではな。せいぜい存在維持が関の山であろうよ」

　言葉に噓うその色はない。確かに俺からの感情をこれまで受けていても、あの程度のものであったわけだ。

　さらに言うなら、仮にその程度で復活するならば、通り魔でもなんでもして、被害者から恐怖の感情を向けさせれば済む話だ。

「もうひとつ、確認しておく。今新たに出現してる怪人達。そいつらの組織にはお前らは関わって無いのか？」

「知らん。そもそもお前も、今の儂わしらの無力さは知ったであろう。これで意志の薄い怪人どもなぞ統率出来ると思うか」

　要素は出で揃そろった。ように思う。

「ふ────────っ……」

　嘆息する。俯うつむいて自問する。

（正気かよ、俺。これは相当アレな行為だぞ）

　薄目を開ける。アシェラーと、タラタット。彼女らのここひと月半ほどの行動を思い出す。

　そしてもう一度、俺は嘆息した。

「分かった。第四の選択肢だ」

「「？」」

　隣に住む悪の組織の大幹部と大首領、ふたりが揃そろって顔を上げ、疑問符を浮かべた。

「俺が、監視がてらお前らに感情ってのを向けて延命させてやる。それが信頼とかになるか敵意になるかは、これからのお前ら次第だ」

「「！」」

「いいか。何かヤバい真ま似ねをしたら即座に退治する。分かってるな」

「き、貴様……グリーン。本気で言っているのか？」

　アシェラーの啞あ然ぜんとした声を聞きながら、俺はかなり（やっちまった）とも思っている。

　完全なバンショクジャーへの背信行為だ。だが、それでも。

　怒りと罵りによる評価を。お隣さんとしての交流を。

（……小市民で、俗物なんだよ、俺は）

　グリーンを認めてくれた元敵を。草くさ間まミドリへ好意を向けてくれた隣人を。

　斬り捨てられなくなっていた。

「ふふ」

　タラタットは蠱こ惑わく的に笑った。その声に俺も物思いから覚める。

「なんだよ」

「お主も悪い奴やつじゃのう。つまりアレじゃろ？」自身の体を、見た目にそぐわぬ艶なまめかしい手つきでなぞる。「こう、儂わしら二人を囲って、淫いん靡びに奉仕させようというやつじゃろ？」

「は!?」

　にまにまとした顔で、ずいっとそのきめ細やかな肌の顔を寄せて来る。

「まあ？　儂わしもお主のことは勇士と認めておるからな。そういうのも吝やぶさかでは無い。なんなら、アシェラーではなく儂わしがお主とつがってやっても良いぞ？」

　今度は俺が啞あ然ぜんとする番だった。さらにそこへ、

「なっ……！　なぁぁぁぁあぁあああ～～っ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げたのはアシェラーである。先ほどまでのしょげぶりはどこへ行ったのか、立ち上がって俺とタラタットの間へと三み度たび割り込む。

「ゆっ、許さんぞ！　いけませんタラタット様！　こんな輩やからにそのような行いを！」

「えー。ええじゃないか別に」

「いややらねえよアホか」

　流石さすがに呆あきれ気味にツッコむ。

「タラタット様の申し出になんだその態度はグリーン貴様ァ！」

「キレんのそこなのかよ！」

　嚙かみ付つかんばかりのアシェラーに向かい、どうにか落ち着けようと俺は説明する。

「俺はロリコンではねえの！　それに大首領の見た目にんなことやったら普通に捕まるわ！」

　タラタットの見た目は十歳程度の金髪で紅あかい眼めをした、儚はかなそうで超が付くほどの美少女だ。非常に色んな面で良くない。俺の職業的にも。

「おー、人間社会の公序良俗っちゅうやつか。隠れてやったらええんじゃないか？　儂わしお主より遥はるかに年上じゃぞ」

「タラタット様ぁ、お考え直しを……！」

　喧けん騒そうの中、そういう問題じゃあない、と言おうとして、俺は再びタラタットがにまにまと笑っていることに気付く。

「あ、それともアレか。お主、やっぱアシェラーの外見の方が好みなんじゃろ。こうどーん、ばーんって感じの」

　細い指が、その華きや奢しやな体に雑な空想の巨乳と肉付きのいい腰付きを表現する。

「え、ええっ」

　あんまりに直接的すぎる。アシェラーも下品さに引いてんだろ。これだから超越種は。

（まあ、正解なんだけど）

　隣人の未亡人、俺の部屋の前まで掃除して、朝夕に挨拶してくれて、仕事を探して娘を養おうとしていて、怪人事件があれば俺の身を案じてくれた、女性。

　ふん、と鼻で息を吐いて。俺は意識してぶっきらぼうに言った。

「好みだよ。──久里アシェラーさんの方は、な」

「……………………は、……はぁっ!?」

　それに。ぼふっ、と音が鳴ったかのような勢いでアシェラーの顔が紅潮した。

　からから、とタラタットが笑う。

「なーんじゃ。そんじゃ結局全てふりだしに戻っておるではないか」

「ふりだし？」

　うむ、と彼女は頷うなずいて、目を泳がせる部下を指し示す。

「儂わしらを監視すると言ったな、グリーン。それでは明日より、今日までと同じように儂わしらの隣人として過ごすが良いい。監視もそれで適かなおう」

　むう、と俺は押される。それは確かにそうではあるが。

「アシェラー、お主も」

「は、はいっ!?」

　びくん、と気を付け体勢になるアシェラーだ。

「人間・草くさ間まミドリは憎からず思うておったんじゃろ、お主。ちゃんと自分が設定したよーに、こやつの隣人・久く里りアシェラーとしての生活を続けよ。良いな？」

　大首領の命令に、大幹部は様々な表情で葛藤する。

「え、う、あ……うぅ～……」

「儂わしも久く里りタラタットとして付き合っちゃるから。──よ・い・な？」

　念押しに、アシェラーは観念したように項うな垂だれた。

「りょ、了解いたしました……で、では！」

　一転、彼女はきっと俺へ強い視線を上げてくる。

　そして、宣言した。

「分かったなグリー……いや、草くさ間まミドリ！　貴様もしっかりと我々の隣人を勤めるんだぞ！」

　なんだこれ。

　俺の疑問を置いてけぼりにして、その夜は更ふけていったのであった。
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　翌日から、隣人達との奇妙な生活が始まった。

　朝夕は監視がてら、久く里り家で食事を共に摂とる。出勤前、身だしなみを整えて、向かう。

「おはよう……」

「おー。おはようさん」

「タラタット様にだらしない姿を見せるな、草くさ間まミドリ」

　𠮟責と共に。ぴったりとしたＴシャツ・ジーンズの上にエプロンを装着した姿のアシェラーが、トーストとヨーグルト、サラダにコーヒーを並べていく。

　自分の前に並んだメニューに、少し感動する。こんなしっかりした朝食を摂とるのはいつ以来だろうか。前夜は結局栄養ブロック食品で済ませて寝たので、尚なお更さらだ。

「むむ。苦いのう。アシェラー、ミルク取って」

「はいどうぞ、タラタット様」

　俺は小麦色のトーストをかじりながら、そんなふたりに問う。

「……しかし、母子って割には髪とか肌の色的に不都合あると思うんだが、その辺どうしてるんだ？」

　俺は父親の方の遺伝か、などと勝手に想像していたが、勘ぐる人間はいるものである。

「ふっ、さもしい想像力だな、草くさ間まミドリ」

「それはな、儂わしの能力で軽く認識を飲み込ませとる」

　その言葉に、俺は目つきを鋭くする。

「大首領の力……洗脳能力か。それがまだ使えるっていうのか？」

　かつてクリアードに制圧された国や地域は、大首領のその力により治められていたという。前がどんな主義や社会システムを持った国でも、混乱を起こすこと無く支配していた。

「慌てるな。今はもう強い力は全く使えんよ。せいぜいが対面する人間の『そういうこともあるか』という思いを増幅させて納得させる、程度のものじゃ」

「……それ、今俺にも使って……は、ないな」

　と、俺がそう言える理由は、

「やってみちゃろか。ほれ、感じるか？」

　彼女は細い指をこちらに向ける。俺の感覚は、自分の認識に作用する力を感じ取る。

（思考を誘導……じゃないな、増幅？）

　妙に、タラタットの姿が艶なまめかしく見える。細い首、そこからの鎖骨のライン。すらりとしなやかな、アシェラーとは正反対の美。

（……あの細い体も良く見たら結構魅力的な……って）

　苦り切った顔で俺はタラタットを見返す。そして、

「やめろ、こら」

　新鮮な食感をしっかりと残したサラダを嚙かみつつ、軽く能力を解除してみせる。

　これは、俺自身の能力ゆえだ。他者の能力を増幅させるグリーンの力は、逆に他者からの干渉を自分の中だけに限るものの、いち早く察知・解除することも出来る。

「ざんねんじゃのう」

　タラタットは悪いた戯ずらっぽい顔で笑っている。一応、念を押しておく。

「自分の見た目について欺ぎ瞞まんするくらいならともかく。今みたいなのを人にやるなよ。世間の風紀を乱すのも退治案件だからな」

「分かっとる分かっとる。無駄なカラード消費になるし、騒動の種になるし。めんどいだけじゃもん」

「タラタット様。今、どのような思考強化を此奴こいつにかけたのですか？」

　んもー、と言わんばかりの表情のアシェラー。彼女の疑問は（めんどくなりそうなので）置いておいて、単語を俺は聞き返した。

「思考強化？」

　タラタットは頷うなずく。

「そもそも儂わしの能力は洗脳ではない。そりゃお主らバンショクジャーの認識ミスじゃ」

「何？」

　聞き返す俺に、彼女は細くたおやかな指を振る。

「『他者思考強化』。それが儂わしの力じゃよ」

　先ほどの体感を思い出し、俺は推測を返す。

「ちょい待て……ええと……『ちょっとだけそう思う』『一理あるな』みたいなのを強化・増幅する……それを、力の強かった時は洗脳みたいに使うことが出来た？」

　喋しやべりながら俺は続けて気付く。『強化』……つまりは分野こそ違えど俺と同系統の力なのだ。

「貴様の脳でもそのくらいは分かるか」

　アシェラーの憎まれ口にやれやれという表情をしてから、タラタットは答える。

「反面、全くそう思ってないことへ導くことは出来ん。例えば、お主を儂わしに絶対服従させたりは、な」

　ふむ、と俺はヨーグルトを口に含む。ドライフルーツが漬け込んであり、水分がそちらに吸い取られ、結果的にフルーツは瑞みず々みずしく、ヨーグルトは濃縮され濃厚な味わいになっていた。

「美う味まいなこれおかわり……いや、そうじゃなくて……じゃあ、お前に支配されていた国の人達は、クリアードの支配に『ちょっといいかも』って思っていた、と？」

「お主ら人間はどこの国にしろ、人々が社会へ不満を持っておるからな」

　そこから続けたのはヨーグルトのおかわりを寄越してくれたアシェラーだ。

「貴様らの社会はどの統治システムでも不安定すぎる。それゆえに慈悲深きタラタット様は立たれたのだ」

　唐突な現代社会批判に俺はむ、と唸うなる。確かに、社会になんの不満も持っていない人間はいないだろう。その意味で、

「クリアードの人類完全管理支配、か……」

　自分達バンショクジャーが打ち砕いた支配機構の名。それゆえに、クリアードと世界は敵対したのだ。

「ふっ、済んだ話よ」

　だが。それを唱えた大首領は鼻で笑って話題を打ち切った。

「ほれミドリ。お主、時間はええのか」

「っと、やばい」

　言われてみればそうである。俺は時計を確認し、残った朝食をかき込んで席を立つ。

「ごちそうさま」

　言われたアシェラーは無表情。しかし返事はしてくれた。

「ふん。この程度。貴様一人分増えたところで手間が増える訳でもない」

　翻訳すれば『どういたしまして』というところか。

「──こいつも持っていけ」

　彼女がぶっきらぼうに差し出してきた物は、四角い形をした手提げの袋……要するにランチボックスだ。

「え、いやしかし、これは」

　戸惑う俺に、アシェラーは視線を逸そらして鼻を鳴らす。

「どうということはないと言っただろう。夕食の残りを詰めただけだ。だが、残しでもしたら許さんからな」

「……じゃあ、ありがとう」

　受け取りついで、にやついてこちらを眺めていたタラタットへ聞いておく。

「ちなみに、アシェラーの能力って……」

「お主らもモロ食らっとったじゃろ。ごん太ビーム。あれ」

「あーあれか。すげえ威力の。脳筋だなー」

「言葉の意味は知らんが、何か馬鹿にされているのは感じるぞ貴様、調子に乗るなよ草くさ間まミドリ……！」

　逃げるように、俺は出勤した。
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　板書の音が響く。昨今はホワイトボードや電子黒板も増えたが、俺が勤める彩さい雲うん高校では未まだチョークと黒板が現役だ。

「民主主義ってもんは古代ギリシアにもあるからかなり古いんだが、当時は女性に参政権がなかったり、かなり現代とは異なってて……」

　授業を解説しながら、俺は今朝のことについて考えていた。

（不安定な社会システム、ね。そりゃ民主主義にしたって穴はある。人間がやる限り、完璧なもんなんてありゃしない）

　だが、それを謳うたったのがクリアードだ。大首領の名の下、人々の生活を完全に管理する。その社会内部には差別も貧困も戦争も無い。腐敗しない絶対者の下で、人々は職分を全うし生の喜びを謳おう歌かすれば良い……。おおざっぱに言えば、そういう主張だ。

　そんなことを思い返しつつ、授業を進める。

「中世になると王政が支配的になる。封建主義ってやつだな。近世が進んで王政が世界各地で終わり、一まとまりの国民が国家の中心で構成要素である、という国民国家が中心になってくると、また世界的には色んな政治思想が現れてくる」

　板書に封建主義、自由主義、社会主義、共産主義など、複数の文字を記していく。

（経済としての主義、支配機構としての主義。その両方。クリアードを否定して倒してもなあ、人類だって──）

「結局、どのやり方が一番良いいんです？」

　物思いを中断させたのは、女生徒田た中なかの質問だ。俺は両掌てのひらを上に向ける。

「さて。この日本は色んなものをくっつけた民主資本主義だけど。それだって『今んとこ一番良いいんじゃないかしら？』ってことで使ってるわけだ。答えが出ているわけではないからね」

　玉虫色の回答だな、と自分で思うのだが、こればっかりはなあ。

「んじゃ、今日はここで終わり」

　授業を終えて教室を出る。職員室へ歩きながら、俺は考えを続けている。

（でもそれで、俺はタラタットに向き合っていけるのかね）

　その辺、しっかりした考えを持たなければ。下手をすれば洗脳以前に思想面で取り込まれかねない。

（思うに、社会システムの中でどれ、とかそういう話じゃないよな）

　何故人間社会が今こうなっているのか、ということを。俺自身、納得しておいた方がいい。




「草くさ間ま先生、今日は顔色がよろしいですな」

　そんなことを言われたのは、職員室へ戻った時だ。

「？　特に意識はしてないですが……そうですかね？」

　発言者の老年男性──教頭に聞き返し、自分の頰に手を当てる。確かに、昨夜は激務で疲ひ労ろう困こん憊ぱいだったが、今日の体調はかなりいい。

（朝ちゃんと食ったからかな……よもや昨晩の膝枕効果ではあるまいが）

　今にして思えば昨夜のアレはかなり恥ずかしい。アシェラーとは暗黙の了解として、何も知らなかった隣人時代のあれこれは互いに言及しないことになっている。

「最近はお疲れの様子でしたからね」

　俺の素性は機密だが、バンショクジャー各員の職場には大体ひとり協力者がおり、仕事への融通を利きかせてくれる。俺の場合はこの教頭がそれにあたる。俺の正体自体は知らない。だが特殊な事情があるので配慮するように、とバンショクジャーの要請が上の方から回り回った市教委から通知が来ているはずだ。

「週末ですし、今夜どうです、一杯。他の先生方も来られますよ」

（職場の飲み会……普段欠席しがちだし、バンショクジャーの出動で抜けることもあって先生方には迷惑をかけてるしな）

　アシェラー達のこともあるが、あまり遅くならなければ平気だろう。『職場の飲み会で夕食は必要ない』と、アシェラーのスマートフォンにメッセージを送っておく。

「分かりました。なら、一次会だけ」




　そうして、まんまと三次会まで参加して帰路に就いた。

「いや～あんなにアクションフィギュア話出来る先生がいたなんて……話してみないと分かんないもんだよな～」

　酒はそこまで飲んでいないものの、趣味の話は盛り上がるものだ。ついつい時間を過ごしてしまった。

　団地の階段を上がりながら、俺はスマートフォンを取り出し──目を剝むいた。

「うお。通知が三十以上……」

　恐る恐る開けば、そのほとんどがアシェラーからだ。

『遅い』『何をしている』『食事だけではないのか』『タラタット様を心配させるな』『お土産買ってきてくれんかの』『よもやいかがわしい店など行っていないだろうな』『ミドリさん例の未亡人どうなったん？』『プリンがええのう』『返事をしろ！』『着信三件』『おいこら』『でんわ　でろ』他、多数。

　終盤怖いんだが。

（一応ひと声かけとくか……？　いやでも、遅い時間だしなあ）

　しかし思えば、団地を外から見た時、角部屋である久く里り家の窓からは煌こう々こうと照明が灯ともっていた。このままスルーすれば翌朝が怖い。俺は結局、ぽちりとチャイムを鳴らした。

『──どなた？』

　対外的な口調ですらもうちょっと怖い。

「俺だよ、草くさ間まミドリ」

『………………入れ』

　怖い。

「お、お邪魔します……」

　そっと扉を開いて入った玄関先で、昨日とはまた違う夜衣のアシェラーが腕を組んで仁王立ちしていた。めちゃくちゃ睨んでくる。

「初日からどういうつもりだ貴様」

「いや連絡しただろ……飲み会だって」

　流石さすがにちょっと悪い気がして、俺の反はん駁ばくも弱い。

「常識というものがあるだろうが。何だこの時間は！」

「付き合いが色々あって……」

「付き合いだと？　貴様職場と我々への奉仕のどちらが大事だと思っている」

「奉仕じゃ無くて監視……」

「やかましい！　大体貴様、そのようなことを言って外に女など囲っているのではあるまいな」

「んなわけ無いだろ、ほんとに飲み会だって」

　疑いの目で睨にらんでくるアシェラーに必死に弁解する。俺何やってんだろほんとに。

「も～何ぎゃいぎゃいしとんの玄関で」

　呆あきれ顔がおで出て来たのは子供らしい寝間着姿のタラタットだ。俺の顔を見てぱっと表情を明るくする。

「あっグリーンじゃ。プリンある？」

「すまんメッセージさっき見た。俺の家にフローチェあるけど食う？」

「え～……まあいいか食う食う。持ってこい持ってこい」

　機嫌取りはなんとかハマった。

「タラタット様、あまり夜中に甘いものは……」

「ええじゃろ。儂わしってば元悪の組織の大首領らしいし」

　渋々矛を収めるアシェラーを尻目に、俺は献上品を取りに一旦逃げ帰るのであった。
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　そんな風に始まった日々の、とある朝。俺は街から離れた河川で怪人と殴り合っている。

「ぐっ！　ぐぬ、でぁぁ！」

　こちらが一発殴れば、二発殴り返される。いかん。

「ちょっ、無理無理！　俺が前衛は無理だって！」殴られる勢いを借りて、だたたっと後ろへ下がる。「ブルー！　ピンク！　ちょい交代！」

　あっさり音を上げて、後ろでこちらの援護をしていた仲間へと助けを求める俺だ。

　バンショクピンク・撫なで子しこラヴェン。

　バンショクブルー・海うな原ばらアオ。

「あらー、グリーンったら」「やっぱり無茶だったかな？」

　両者とも女性だが、直接戦闘力は俺より高い。人気も高い。ちなみにブルーこと海うな原ばらアオは俺の姉の子──姪めいっ子だ。姪めいに抜かれる叔父。余計に落ち込む。

　今回の怪人はバンショクジャー本部呼称ストンゲル。石で出来たような外見を持つ怪人だ。思ったよりも素早い。

　以前からマークされていた擬態人──怪人が街に潜む姿だ──を調査班がどうにか郊外までおびき寄せ、正体を暴いたという経緯だ。

[image: ]

　早朝ということもあり、間に合ったのは俺達三人だ。朝食前に呼び出された形である。

「もう、仕事に遅れたらどうしましょ」「後でマンダロンのスイーツ奢おごってよ～、グリーン！」

「安月給に無理を仰おつしやるねＪＫは……レッドとブラック早く来てくんないかなあ──」

　半透明の緑色をした木々がブルーとピンクのふたりを覆い、透明になって彼女らを強化する。

　ブルーは長短の弓、ピンクは大小様々な爆弾を操るのが基本の戦闘法だ。

「ブルグラドアロー・ショート！」

　ストンゲルの腕をかわしながら周囲を飛び回るブルーの矢が数本突き立ち、

「はい、ペタルボム♡」

　それに気を取られたストンゲルの足下へ光るイヤリングが落ちる。爆発。

「やった？」「って言うとだめっぽくなるからやめてね、ブルー」

　というピンクの言葉に違わず、爆炎の中からさほど大きな損傷も無いストンゲルが現れる。

「堅った！　傷もあんま無くないアレ？」「こないだのもだけど新しい組織のやつ、皆堅いわよねほんと」

（堅いってよりは……俺らの力の源──カラードが、奴やつらに届きづらい、のか？）

　俺の攻撃ならともかく（情けない話だが）、ふたりの攻撃まであの程度のダメージとは。ともあれ、ならば追加をするまでだ。

「打撃の支援も入れる！　どうにか重ねて攻撃して壊すぞ！」

「後ろから指示だけしてやらせる男の人ってどう思います？」「んー、グリーンにはもっと積極性が欲しいわよね～」

「お願いですからやっていただけませんかね……!?」

　彼氏持ちは査定が厳しい。

　俺のブーストにより連装弓と化したブルグラドアローと、飛散する棘とげを増加させたペタルボムがストンゲルを破壊するまでは、その後四セットの攻撃を要した。

　なお俺がブルーに奢おごるスイーツは三つに増えた。
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　そんなわけで、昼前。俺は彩さい雲うん高校に重役出勤だ。

（いかん、腹減った。朝抜いてるもんな……）

　その上で切った張ったしてから仕事に来ているわけである。

「草くさ間ま先生。今日は打って変わってお疲れですね」

「ああ、ご心配なく教頭先生。腹減ってるだけですから……」

　顔に出ていたようだ。心配させてはヒーロー失格というものでもある。

「草くさ間ま先生。これで飢えをしのぎます？」

　向かい側の席から声がかかる。見れば、それは前の飲み会でフィギュアについて熱く語り合った女性教諭──藤ふじ木き先生だった。艶のある黒髪にシャープな眼鏡の外見からは思いもよらぬ趣味に驚いたことを覚えている。

　彼女の手には職場で振る舞おうとしたものか、袋に入った手作りらしきクッキーがある。

「こりゃどうも。いいんですか？」

「いいんですよ～、この前１│12に合わせられるオーナメント教えてくれたじゃないですか」

　暗号のような文章だがここで説明しておくと、アクションフィギュアには同縮尺の小物を持たせたり、セットを作ったりして遊ぶ文化がある。

　全く違う装備を持たせたり、日用品でワンシーンを作ったり、だ。

「まさか中華料理コレクションがガチャで出てるとは思いもよらず。店から消える前に確保出来ました。感謝します」

　そしてそれらは、アクションフィギュアを出している会社とは別の、カプセルトイだったり小売りのミニ食玩に存在したりする。というわけで、同好の士は良いい感じのミニフィギュア系商品が無いか、方々に目を光らせるのである。

「ありがとうございます。じゃあひとつもら──」

　そう言って藤ふじ木き先生の手元へ腕を伸ばしかけた時だ。

「草くさ間まミドリ先生」

　職員室入口から、俺の名前を呼ぶ声がした。見れば、エントランス受付の事務員さんだ。

　事務員さんはこちらを見てほっとひと息。

「来客の方が先生を呼んでくれと──」

　はて、と思って俺はクッキーから手を引いて向かう。そうして、校内一階の広場に出た時だ。

　もはや見慣れた銀色が目に入る。

「あ、いらしたんですねミドリさん」

　そこにいたのは銀髪褐色の女──アシェラー（未亡人モード）だ。

「アシェラー……さん!?」

　なんでここに。ギリギリさん付けして呼んだ俺を彼女は睨にらみ、広場を横断してやってくる。

　ちなみにエントランスの事務員さんは『ああ知り合いなのね』と安心したように引っ込んだ。もう少し頑張って。

「はい」

　目の前までしずしずやってきたアシェラーが突き出した物は、手提げのランチボックス。

「？」

　疑問顔で受け取りながら、俺達は言葉こそ穏やかに、しかし表情で本音を語り合う。

「アシェラーさん、わざわざありがとうございます（何してんのお前？）」

「今朝はお忘れになっていたようなので（貴様が弁当を忘れていくからだろう）」

　そりゃ確かに、今朝はバンショクジャー出動から直ちよくで出勤したからそうなのだが。

　俺に弁当を渡したアシェラーは、周囲を鋭い目で見回した。

「ここがミドリさんの職場なのですね。……若い人が多いんですね」

「そりゃ学校だから────む」

　うろちょろしないで早よ帰ってくれ、とオブラートに包んで言おうとした時だ。俺は自分達に刺さる百近い視線とざわめきを感じ取る。

「うわ、誰だあれ！」「すげえ美人」

　生徒達だ。それを契機に視線と声が一気に増える。

「ゲームか漫画の住人じゃん！」「草くさ間まっちといるぞ！」「褐色銀髪ナイスバディ美人とか盛り過ぎだろうよ草くさ間ま先生……！」「いやちょっと何あの腰の位置」「モデルかなんか？」「嵐じゃ。嵐が起こるぞ」「草くさ間ま先生に嫁、地味にショックなんだけど～」

　彩さい雲うん高校は中央スペースをぐるり囲むように教室が配置されている。一階教室の窓から、珍しい闖ちん入にゆう者へ視線が集中しているのであった。ついでに、

「草くさ間ま先生既婚でしたっけ？」「いや独身のはず」「じゃあ彼女？」「いえ、隣に住んでる者ですって言ってましたよ」

　俺が出てきた職員室からも複数の視線がある──というか事務員さん、ナチュラルに噂うわさ話ばなしに入って個人情報を渡すな。

「ミドリさん、午後のお仕事も頑張って下さいね」

　こともあろうに。アシェラーは良く通る声で言ってきた。ざわめきはいっそ悲鳴じみて大きくなる。

「あ、あはは……はい。お弁当食べて頑張りますね」

　俺はといえば。引きつった笑顔で返事する以外にやりようがない。おのれ。

「お帰り待ってますね！」

　さらに去り際、ぶんぶんと手を振って言ったものだから、ギャラリーはさらに盛り上がる。

　俺は眼鏡を上げつつ天を仰ぐ。

　完全に嫌がらせだ。





◇






「────ふん」

　帰路を歩きながら、悪の組織の元大幹部、アシェラーは不機嫌そうに嘆息した。

　草くさ間まミドリの職場。教育施設とは聞いていたが、予想以上の若者の数だ。同僚もそれなりの数いるだろう。

「睨にらみは利きかせてやったから、奴やつに手出しする者もいまいが……全く」

　奴やつに恋人など生意気だし、それでタラタット様への奉仕がおざなりになるなどあってはならない。予防は大切だった。

　そういうことなので、仕方が無い。

　これは深夜まで『職場の付き合い』がある者への牽けん制せいとか、そういうのでは全く無いのだ。

「うむ……そう。それだ。何も問題などない」

　やはり言語化は重要だ。迷いが晴れる。顔を上げれば、来週からのパート先である近所のスーパー『大おお黒ぐろ屋や』が目に入った。夕食の食材を買っておくべきだ。

「今日は卵が特売だったか……それと、うむ。草くさ間まミドリめ、メンチカツが好きだとか抜かしていたな」

　総菜を買っても良いが、手ずから作って有あり難がたがらせるのも手だ。

　料理自体は今のか弱い体になってから始めたことだが、生の素材がああも変わると思えば中々に面白い。

（人の格言にも『胃袋を摑つかめば思うように動かせる』とあるからな。能力にも頼らずに中々の効果ではないか。ふふ、草くさ間まミドリ。日々自意識が浸食されているとも気付かず飽食に溺れるがいい……！）

　そんなことを考えつつ、挽ひき肉にくとキャベツ、玉ねぎを追加で買っておくアシェラーであった。
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　時はしばし遡る。

　バンショクジャーとクリアード、最後の戦いの直後のことだ。崩れ始めるクリアード秘密基地の地下で、それは起き上がった。

「ぐはぁっ、はぁ、は────────────」

　バンショクジャーによる一撃。炎に包まれる体。精神を覆う死の感覚。

「ふぅっ、ふはは、新しい感覚だったな……当たり前か死んだこと無いんだから」

　意識が上う手まく目覚めてくれたのは儲もうけものだが、のんびりしている暇は無い。そう時を置かず、バンショクジャー達による基地内の調査も始まってしまうはずだ。

「その前に、逃げなきゃぁ……ぐぅっ！」

　どしゃ、と体が倒れ込む。体の自由が全くと言っていいほど利きかない。

「ふ、ふっ、急ごしらえなんだから仕方ないか……これを戻すのは一苦労だぞ」

　思わず笑みがこぼれる。それでも自分は生きている。

「さあ、立ち上がれ……大事な大事な子供達を連れて逃げるんだ……！」

　地下から、持ち出せるありとあらゆるものを抱え込む。これらを活いかすことが出来れば、まだ逆転の目はある。

「大首領様も崩御、大幹部も全滅、か……。裸一貫だね」

　よろよろと。文字通り一糸まとわぬ姿で、自分は歩き出す。

「面白くなってきたじゃないか……なあ？」

　自分を信じろ、と強いて思う。自分の体、能力、持ち出す遺産、その全て。

　ちゃんと使えば、ここからでも逆転は出来る。出来ると信じろ。

「次はこっちが挑戦者、だ。たとえ人間達の社会で泥をすすってでも……」

　必ず立ち上がる。

　生きる。

　最後の一体になってでも、だからこそ。

　生きている限り。

　たのしいことを、やめてたまるか。
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　朝食を久く里り家でとり、アシェラー作の弁当を持って出勤し、時にはバンショクジャーとして戦い、そして帰ってからは久く里り家で夕食。

　俺、草くさ間まミドリの日々はそんな風に続いていた。

「どうなることかと思っていたが……」

　存外に、上う手まく回っている。

　クリアードの元大首領タラタットと元大幹部アシェラーは現状、ミドリの目から見ても怪しい動きはしていない。

　タラタットなど先日昼間には、




「ぬおおお缶を大空にシューッ！　すごくえきさいてぃんっ！」

「おわー！」「タラちゃんはえー！」

「やめよその呼び方」




　団地の子供達と缶蹴りして遊んでいた。何やってんの。まあ能力とか使ってない様なので、静観。

　アシェラーはと言えば、以前紹介したスーパーでのパート仕事も始まり、まずまず順調なようだ。亡なき夫の遺産──という設定のクリアードから持ち出した金は実際そう多くはないらしく、人間体の維持のためにも日々食わねばならない。タラタット曰いわく、

「人間体のガワが無けりゃ、弱り切った今の儂わしらはなおさら早くすり減っていくからのう」

　だそうだ。無論そうしたのは俺達バンショクジャーなわけで、そんな筋合いは無いのだがなんとなーく責任を感じてしまう。

　そういう訳で監視は平穏。加えて、

「俺の調子も良くなってるのはよもやの展開だな……」

　何せ日々の食事を朝昼晩とアシェラーに厄介になっている身である。大きな声では言えないが、俺の冷蔵庫の中身は今じゃ飲み物除いてほとんどカラだ。勿もち論ろん彼女らに御ご馳ち走そうになった分の食費は渡している。

　タラタットのことを考えて作られたアシェラーの料理は栄養バランスも良好らしく、俺も自動的に栄養管理されているという訳であった。

「おかげで空き時間にこうして買ったフィギュアも開封出来る」

　俺は積みっぱなしだった段ボールを開ける。クリアード壊滅後、現れる怪人、久く里り親子の監視など、ひとり暮らしの身でやることが多かったが、ようやっと時間と心の余裕が出来た。

「それがアシェラーのおかげってのが複雑だが……それはそれとして」

　段ボール箱の中からカラフルな箱が現れる。『骸骨勇者ＡＲ』という作品の女剣士キャラ、ミック・トゥルーの１│12アクションフィギュアだ。

「おお、デコマス（彩色見本のこと）とほとんど同じ。顔もいい出来だし」

　本体を取り出して各種の可動を確かめる。ドレス風鎧よろいの各所から覗のぞく肌部分を見ていると、アシェラー（戦闘モード）を思い出してしまう。

（──いやまあ、分かるよ？　理解はしてる）

　成人男性がナイスバディな女性キャラクターの人形持ってポーズ付けさせたりしてるのがちょっとアレということは。

　アシェラーを連想してちょっと現実に戻る俺。

　とはいえ、漫画やアニメ、ドラマの画面上のキャラクターを立体として手元に飾れて、しかもポーズも自在。原作に無いシチュエーションを作ることも出来れば、スケールの同じ小物を持たせたりも出来るのがアクションフィギュアの優れたところだ。

（食玩にある日本刀持たせたりするのが結構好きなんだよな。俺は剣術さっぱりだけど……）

　いわばアクションフィギュアとは『介入出来る芸術鑑賞』であろう、と思う。

「えーと、骸骨勇者はどこ置いたっけ」

　先行して発売されていた同作品の主人公を棚から取り出して並べ、原作の名シーンを模したポーズを取らせてみる。

「…………うむ。いいじゃん。カッコいい」

　満足げに鼻を鳴らす俺である。そうだな、ひとりで楽しむ分には何恥じることも無い。

「いるか草くさ間まミドリ」

「おわああぁぁぁぁあああ!?」

　だからと言っていきなり入ってきた隣人に見られるのが平気という訳じゃないんだよ！

「返事が無いと思えばいるではない、か──」

　腕で隠した（隠せてない）フィギュアを見たアシェラーの眉が、呆あきれたようにひそめられる。

「全く貴様は。人形遊びとは子供のような趣味をしおって。しかも何だその女は、あちこち肌が出ていやらしい」

「う、うるさいな……あと格かつ好こうはお前が言えた義理か！」

　ふん、と抗議を受け流した彼女は玄関を指さした。

「ともかくだ。今日は昼も我々と食え。少し話がある」




「草くさ間まミドリ。貴様に命れ……いや……依頼……でもなく……たの……頼みがある」

　切れ切れに切り出されたのは、そう誘われた昼食の席だ。

　今日は半和食風で、食卓には白米とベーコン目玉焼き、揚げ物が並んでいる。

「なんだよ、改まって。あ、タラタット、醬しよう油ゆ取って」

「んー。グリーンお主醬しよう油ゆ派か。ケチャップええぞケチャップ」

「俺は飯に乗せる派なの。だから醬しよう油ゆ」

「話を聞け。そしてタラタット様を使うな草くさ間まミドリ……！」

　声に怒りが乗ってきた。しょうがないので視線を戻して続きを促す。

「私は試用期間も終わり、今週から本格的にパートが入る。午後から夕方の繁忙時間のシフトの日は、帰りは少し遅くなる」

（元悪の大幹部にパート仕事のスケジュールを聞かされている……）

　それはともかく、ふむと頷うなずく。四時くらいから六時は、食材を買いに来る人々のラッシュ時間だ。確かにそのシフトだと、帰る時間は七時を過ぎるだろう。

「貴様の方が早く帰る時もあるだろう。その場合のみで構わん。私が帰るまで、タラタット様のお世話をしろ」

「誰に頼んでるのか分かってるかお前……？」

　以前殺しかけた（というか、殺したつもりだった）のが俺である。

　アシェラーは恥辱に喘あえぐように、目を閉じて俺から顔を背ける。

「くっ……！　わ、私とて貴様などに頼みたくはない！　だが他におらんのだから仕方が無いだろう」

「別にええけどさー。儂わし、一応この中で最年長じゃぞ？　お主のお母さんよ？」

　とはいえ俺も、ツッコミつつも気持ちは分かる。タラタットの世間的な身分は現在『在宅学習中の十歳女児』だ。そして彼女は現状、純粋な力で言えば見た目通りでしか無いのだ。

（こいつらの事情を忖そん度たくすること自体、バンショクジャーとしてはアレなんだろうが……）

　理性はそう言うが、仕方ない。俺個人としてかなりの部分、このふたりと持ちつ持たれつの関係になってしまっているのは否定出来ない。

　生活的にも、心情的にもだ。

「──ま、分かった。俺の退勤は遅い日でも五時だからな。タイミングが合って、出動が無ければ戻って留守番しといてやるよ。監視込みで」

　アシェラーにとっても、そうだといい。そんな考えを持つこと自体が間違いだと思いながら、俺は承諾した。





○






　実際に頼まれたのは翌日だった。

　昼すぎ、その日の授業を終えた俺はアシェラーが働き始めたスーパー『大おお黒ぐろ屋や』へ入店する。

（いや別にね。心配とかじゃ無いけどね）

　日用品を買い足しながら店内を回り、それとなく店員さんを見る。あの容姿だ。いるならすぐに──

「あ、いた」

　その姿はソーセージの試食販売コーナーにあった。

　百七十半ばほどの長身に、煌きらめく銀の髪、褐色の肌。紛れもなくアシェラーだ。

　彼女は、何度か見た店主の婦人に指導を受けながら、声を出している。

「そうそう。無理にでも耳に届かせる勢いでね。特に繁忙時間は周囲の音もすごいから」

「は、はい」

「さ、やってみて」

「えぇと。本日特売！　マルデカのソーセージです。試食いかがです、かー！」

「………………」

　思わず商品棚に隠れてしまった。冷静に考える。

　世界を一時は席せつ巻けんした悪の組織の元大幹部が、地元密着スーパーで試食販売の声を張り上げている。

（人生とは……あいつ人じゃないけど）

　噴き出してしまいそうな衝動を、頰を揉もんで押さえ付けて俺は彼女へと歩み寄る。

「すいません一個ください」

「あっ、は、はいっ。どうぞ」

　差し出された、楊よう子じに刺さったカットソーセージを受け取る。アシェラーの笑顔が固まった。

「ついでに一袋貰もらえます？」

　食べながら、代わりに笑顔で言ってやる。彼女は固まったまま、頰が紅あかくなっていく。

「あら？　どうなさったの久く里りさん。お知り合い？」

「え……えっ、ええ。お隣にお住まいの方で」

　ぎしぎしと。ブリキめいてどうにか平静を装よそおいながらアシェラーは店主に答える。

「あらそうなの。じゃ、とりあえずここの仕事は教えた通りだから。時間までよろしくね」

　去って行く店主を見送って、銀髪の店員は震えながら恥辱に耐える目でこちらを見た。

「……いっそ殺せ……」

「別に仕事なんだから、笑わないって。タラタットを養うんだろ？」

　俺の言葉に、アシェラーははっと目を瞬まばたかせる。そして両頰をぴしゃりと叩たたいた。

「うむ、その通りだ。完璧にこなさねば……時に、草くさ間まミドリ」

「なんだ？」

「明日は夕方から夜のシフトなのだ。タラタット様を頼めるか」

「明日？」

　スマートフォンで担当授業の時間割を見る。明日は昼までだ。頷うなずく。

「分かった。夕食はどうする？」

「総菜を買って帰る。米だけ炊いておいてくれ」

　だが。そんな約束をしたところで、怪人は出るタイミングを選んでくれる訳でも無い。




「うーわ、山に逃げられたわよ……」

「猛獣タイプだし、山頂側から誰かが追い込んで三人で仕留めよ。レッド、どう？」

「ＯＫ。んじゃ俺が行く。みんな力溜ためといてくれな」

　熊型怪人グリズバール……昼の郊外に出現。山狩りのため夕方までかかって撃破。




「狙えるか、ブルー……？」

「グリーンが全力強化してくれたブルグラドアロー・ロングなら、ギリギリね。五キロなら届く」

「ピンクが爆弾で陽動、グリーンが本部を守ってる。でもその弓にかなり力を使ったから」

「長くは保たないってワケね……一発で決めるわ」

　固定砲型怪人メガバレッド……早朝にバンショクジャー本部五㎞弱地点に出現。射程外からの遠距離狙撃の後、全員で総攻撃して撃破。




「こいつ、復活する上に増える!?」

「どこかに本体がいるんじゃないの、これ？」

「ブラックが探してる。それまで私達で押さえるわよ！」

　骨型怪人ドクロンギル……夜の街に出現。見つけ出した本体とブラックのデパート屋上一騎討ちの末、明け方に撃破。




「ま、まさかの三日連続……！」

　どさ、と俺は自宅のソファに倒れ込む。おまけに俺は全出撃であった。

「最後は五人揃そろってたから、疲れてても勝つには勝ったんだが……相変わらず堅かってえ。しんどい」

　時刻は午前二時。事前に連絡を入れたので流石さすがにアシェラー達も寝ている。

「あ、明日、じゃない今日は授業無いから昼まで寝るぞ……朝はいらないから、っと」

　送信。そこで力尽きて、ベッドまで這はうことすら出来ず俺の意識は泥の中に沈んだ。




「────♪……った──から──♪……」

　微かすかに聞こえる歌声で目を覚ました。倒れ込んで寝たはずが、後頭部には柔らかい感触があり、薄ら開けた目に見えるのは布っぽく、やたら近くてたわんだ天井だ。

（これは、前にも……）

　知らない天井ではなかった。

「アシェラー？」

「っ──起きたか」

　呼びかけに。布天井の向こうから声がする。それで、確信した。俺はまたアシェラーに膝枕されているのだ。

　眼鏡をかけたままの視線を横にすれば、見慣れたリビングがある。

「ここ……俺んちだよな？」

「ああ。鍵が開いていた。不用心にもほどがある」

　不法侵入だぞ、と言う気にもなれない。そして、弱った俺を闇討ちしなかったことを不思議にも思わない。

「こ……これはな、タラタット様が過分なお気遣いを貴様にしてくださったからだ。疲労しているようなので様子を見てこい、とな。私はこのチャンスに倒すべきだと……」

「分かってるよ」

「そっ、そうか。ならば、いい」
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　一言で済ませる。そのレベルの信頼が既に俺の中にある。これは、正直なところ意外だった。

「あー………………」何かを言おうとして、結局やめた。「もう少し、このままでもいい？」

「仕方の無いヤツだ。貴様が私の部下ならば、即日首だな」

　呆あきれた口調の、しかし穏やかな声が返る。

「夕食と合わせて二食分は冷蔵庫に入れた。勝手に温めて食え」

「ありがたい」

　アシェラーの手は動いて、何事か作業しているようだが胸の天井のせいで分からない。

（ま、いいか）

　悪事ではあるまい。そう思う。根拠も無い。俺が信じただけだ。

「「…………………………………………」」

　しばし、無言の時間が流れた。それでも不快ではない。まるで、かつての関係──お互いにただの人間だと思っていた草くさ間まミドリと久く里りアシェラーの──に戻ったかのようだった。

「また、あの日本茶の喫茶店行くか。今度はタラタットも一緒に」

　だからだろうか。俺は正体を互いに晒さらしてから初めて、デートの誘いの様なことを口にしてしまう。

「っ、あ、ああ……まあ、うん。そうだな。前に貴様と行ってから、行ってないからな。タラタット様にご紹介するのも、まあ良かろう。あの店は甘味もあることだし」

　反応に詰まりながらアシェラーも了承してくれた。

「なんだ、あそこ行ってなかったの？　お前気に入ってただろ」

　お汁粉や団子、おはぎなどの和スイーツや様々な茶葉の煎茶にほうじ茶を。興味深く笑顔で味わっていたはずだ。

　だがもしかしたら、それも久く里りアシェラーとしての、普通の隣人だと思っていた相手への気遣いだったのだろうか？　そう俺が思った時だ。

「あ、あそこは──き、貴様とばかり行っていたから……そ、『そういう時の場所』のような気が、して、だな」

　頰を少し赤らめて、目を逸そらしながら彼女は言う。

　そういう場所。そういうってなんだろう。

（あそこにはいつも二人で、デートで………………あ）

　俺の顔まで熱くなる。話題を逸そらすんだ俺！

「た、タラタットといえば、こないだ悪かったな。約束してたのに」

「ん、んん……タラタット様のことを後回しにするとは不遜ではあるが。バンショクジャーが新顔如ごときに敗れては我等の沽こ券けんにも関わる」

　前悪の組織としては複雑なプライドがあるというところだろうか。話題と共に、意識も切り替わる。

「新しいやつら、お前達は全然見当もつかないのか？」

「見れば何か分かるかも知れんがな……巨ギガ人ンタ態イズ能力も無いようでは、組織自体の力も大したものではあるまい。貴様らで十分だろう」

　巨ギガ人ンタ態イズとは、怪人が文字通り巨大になる現象を指す。これは大首領の力によるもので、自力で出来るのは大幹部以上の存在に限られる。そして、大幹部の巨大化は巨ギガ神ンタ態イズと言って区別されている。

「それがなー、結構強いんだよなーほんと。何か怪人攻略法とかないの？」

「ふん。知らんな」

　冗談交じりの甘えに、一蹴するようなお返事。

「明日、頼めるか」

　続いたアシェラーの主語を抜いた言葉は、すぐに理解出来た。

「大首領様の子守りな。分かった分かった」

「くれぐれも不敬な態度を取るなよ貴様……」

　軽口にお𠮟りが返ったタイミングで、俺は太ふと股ももと下乳の間にある楽園から頭を抜いた。彼女の横に座り直す。

「悪かったな、引き留めて……？」

　見れば。アシェラーが手元で動かしていたものは毛糸と編み棒だ。袖のない上着が半分だけ形作られていた。サイズで誰のものかはすぐに知れた。

「ベスト？　タラタットのか」

「ずいぶん暖かくなったとはいえ、冷える時はあるからな。簡単に着たり脱げたりする上着を献上しようかと、な」

　クリアードとの決着が二月。それから数ヶ月経たって、夏の空気がそろそろ香る頃合いだ。

　そうして、気付く。膝枕のあと。ソファに並んでふたりきり。

　あの時のことを思い出さざるを得ないシチュエーションだった。

　少しの沈黙。だが、その色は先ほどとは少し違ってしまっていた。

（あ、やべ）

　俺の視線が知らず知らず、アシェラーの動く手元から、その上。肌色の唇に留まっていた。

「っ」

　遅かった。勘付いた彼女がこちらを振り向いて、はっと片手で口元を覆う。瞳を逸そらした。

「……………………ダメだからな」

　先ほどのように頰が──いや、耳まで。紅あかくなっていた。

「いやその、すまん」

　俺も、申し訳ない思いで眼鏡を正面の壁へ向けた。

　その後すぐ、久く里り家へと戻っていったアシェラーが、命令したタラタットに何をどう報告したのか。俺は知らない。





○






「草くさ間ま先生今晩どうですか」

「すんません教頭！　先約がありまして！」

「あぁん」

　翌日。授業を終えて、俺は即座に学校を出た。こないだの緊急連続出動のこともあり、流石さすがに今回はこなしてやろうという気になっていた。

（そういえば、タラタットの方は一人で何してるかあんまり知らないよな、俺。休みの日に近所の子供と遊んでたりはしていたが）

　これは監視の意味でも重要かも知れない。彼女が思いもよらぬことをしている可能性はある。




「最近はアホほど高い塔を作るのに凝ってての～」

　マイコラしてた。家や建物、街を作って楽しむ流行のゲームだ。

　脱力して、俺は彼女の後ろにあるソファへと腰を下ろす。

「それ、どうしたんだ」

　テレビに繫つないであるのは中々入手が難しいと言われる人気のゲーム機だ。

「ほれ、少し行ったとこに商店街あるじゃろ。そこの福引きで当てた」

　マジかよ、と天を仰ぐ。

　世界を脅おびやかした悪の組織の大首領が商店街の福引き。アシェラーのバイトと言い、

（バグってるなー状況）

「今な、別の国の者と遊んどるんじゃぞ。すごいのう」

「オンラインまで」

　しばらく、タラタットがクラフトゲームに興じる様を見ていた。歓声や叫び声を上げて軽快にコントローラーを操る見た目相応の姿からは、まさかこの少女が一時は数十億もの人々を支配していたとはとても思えない。

「支配、か」

　意識して声に出した。ぴくん、とタラタットの耳が動く。

「……………………」

　彼女はゲームの中で、地下の怪物を手早く処理し、手に入れた資源で地上の拠点を増築する。手慣れた動きだ。

　一いち段だん落らくしたのか、ゲーム機をスリープさせて立ち上がる。

「ふん、ふふーん」

　ぽす、と。タラタットは後ろに歩いてソファ──に座る俺の膝へと腰を下ろした。首を反らして、見上げてくる。

「……おい」

「ええじゃろ。立場上は父親になるかも知れんし」

「そういうこと言うのほんとやめて？」

　ひひひ、と彼女は笑いつつも降りてくれない。

「何ぞ聞きたいことがあるんじゃろ？」

　流石さすがに鋭い。観念して俺は口を開いた。

「お前さ──自分のやったこと、欠片かけらも後悔とかしてないよな？」

　それが、俺が彼女──元クリアード大首領・タラタットに抱いている印象だ。

　このひと月半あまり見てきて、彼女にはあまりに未練が無い。

「済んだ話をせよというか？　まったくもう」

（アシェラーは……悔しさをストレートに出してくる。今の彼女を思うと、クリアード自体に思い入れは無いかも知れないが、自分達が負けたことは屈辱と思っている）

　翻ひるがえって。組織の頂点であるタラタットにはその色は無い。

　生き残ったから生きているだけ。殺したければ殺せば良い。

　彼女が俺に正体を明かした際に言ったことだ。

（全世界を向こうに回しての戦い。それに敗北したというのに）

　この問いに、タラタットはといえば愉快そうに足をぷらぷらさせて微ほほ笑えむ。

「儂わしがやったことはお主らへの援助じゃからな。ま、はね除のけられてしまったが」

　意外極まることを言う。

「いきなり現れて各国軍隊をボッコボコにして実効支配することがか？」

　この俺の問いにも、元大首領は何のことも無いかのように頷うなずいてみせる。

「納得いっておらんか。始まりから話そうかの」

　タラタットが俺の膝の上で、くるっと尻を回して横向きになる。

「始まりだと？」

　おっと、と俺は彼女の背を腕で支えた。上下で目が合う。

「うん、御苦労。前に儂わしらの生態の話はしたな？」

「向けられた感情を食って生きるってやつか」

　彼女は「そうそう。えらいえらい」と頷うなずく。

「で、儂わしらは大昔からおったがな。その時はもっと曖あい昧まい模も糊ことした存在じゃった。だがお主ら、人間が現れた」

「俺達が？」

　思わず自分を指さす。

「そうじゃよ。他生物より遥はるかに多種多量の感情を発散させる生物種。お前達により儂わしらは強大化した。それに従って、意識も明瞭となり、その姿も人間に近くなった」

「俺達の感情が主な食料になったから、か？」

　タラタットが頷うなずく。

「その通り。やがて儂わしらは人間に崇あがめられたり、恐れられたり、敵対したりした。個体によっての感情の好き嫌いも関係する。儂わしらはそれぞれに対応した」

「それぞれ……」

「恩恵を与える者もおった。守護を与える者もおった。死と苦く悶もんを与える者も、な」

　俺は戦慄する。以前の彼女の発言を思い出す。以前に人から何と呼ばれていたか。

（神や悪魔や妖怪……）

　それならば、タラタット達の種族は遥はるか昔から、それこそ文明の発祥レベルから人類と共にあったということになる。

　俺の内心を見て取ったように、タラタットは答えた。

「人が発展するにつれ、お主らは儂わしらから直接的な力を欲ほつさなくなった。その代わり、素朴な祈りであったり、なんつったかの、キャラクター？　的な感情を向けるようになった」

「それが不満だったのか？　直接関わりたかった？」

「いんや？　そういう感情でも儂わしら食えるからの。それはそれで良かった」

　スカされて、俺は再び首を傾かしげる。

「お主ら人間がそうやっていつまでも、儂わしらのような存在を想おもって、社会を、生存を続けていく──出来るなら、それで良かった」

「ならなんで──」

「出来てたらの」

　反はん駁ばくは、さっくりと切り返された。

「お主ら、危なっかしすぎるんじゃもの。放っておいたら滅びかねんようになりおった」

　呆あきれるように、悪いた戯ずら好きの子供を見るように。そんな瞳をタラタットは見せる。

「どこの国でも誰かが泣いておる。それは些さ末まつ事かも知れんが、広く見ても常に争っておる」

　タラタットは続ける。

「昔の、ささやかな国家が幾つもある状態ならまだ良かったんじゃがな。一国二国滅びようが、致命ではない」

　ここで俺は思い至った。『お主ら』とは、国どうこうではない。視点の尺度が違う。

　人類。人間そのもの。

「今や、世界は繫つながった」彼女はゲーム機を見る。先ほどまで別の国の人間と興じていたそれ。「そして武器も長くなりおった。焰ほのおは一瞬で世界の裏まで届く」

　人類は進歩の結果、自分達の生存を危うくするだけの力を手に入れた。そして、人間の争いは永遠に無くならない。それは確かだ。

（後は遅かれ早かれ、って言いたいのか）

　俺はクリアードの宣戦布告を思い出す。




『安寧と安らぎをくれてやる。永遠に栄えよ、人類』




　そう宣して、クリアードは支配を広げていった。

　タラタットの、今も洗脳と思われている能力『他者思考強化』により、支配地の人々はクリアードの完全管理社会の元で生きた。

　混乱も無く、争いも無い。支配の頂点は腐敗せず、不変である。クリアード支配地では、完全な調和があった。

「お前の支配では、激しい感情は起こらない。それはお前らの生態的に都合が悪いんじゃ無いのか」

「滅びるよりはマシじゃな。それに、我が支配の中でも生きる歓よろこびはある。家族を得る喜びも、娯楽の悦よろこびもな」

　支配地には、根底にタラタットによる『この社会はアリ』という思考強化がかかっていた。内からは崩れる要素が無いのだ。

「家畜扱いか？」

「言い方悪いのー。愛しておるとも」

　俺の膝の上、かつて神とも悪魔とも言われていたかも知れない彼女は、投げキッスなどしてみせる。

「要するに『一つ上』の視点気取りか、お前」

「お主らもやっとるじゃろ、滅びそうになっとる種を保護するの。絶滅危惧種、ちゅうの」

　アシェラーを見れば、タラタットに付き従っている部下達は、生存や勝利など目的自体に執着しているのだろうが。膝上の彼女は違う。存在のスケールが。

「むぅ……」

「だがまあ、儂わしらは負けた」

　方向転換するように、タラタットは従来の言葉をもう一度繰り返した。

「お主らは『まだ自分でやる』と力と共に示して見せた。支配する側としても、完全にお主らより優れていると証明出来ねば示しがつかんしの。そうじゃなけりゃお主らも哀れじゃろ」

　それが、タラタットの諦念、ということなのだろうか。

「儂わしは自分がやったことも、支配方針も、間違っておったとは微み塵じんも思っておらんよ。お主ら人間が安寧に過ごすならば、儂わしの庇ひ護ごの下にあるのが一番じゃ」

　──確かに、思い当たる節はあった。

　クリアードは、人類に『悪の組織』として扱われながらも、その侵攻はあくまで正々堂々としたものだった。

　宣戦を布告し、攻め込み、勝ち、支配する。従う者は傘さん下かに入れる。

　勝負自体に脅迫や人質外交などは全く使わず、カラードの力を持った怪人達と戦闘員、そして三大幹部の力で正面から侵攻し、蹂じゆう躙りんした。

　圧倒的な力と機動力、暴力の化身アイルシェラッド。

　心の無い機械を自在に操る、兵器の天敵ベルベハム。

　怪人の産みの親にしてあらゆる能力を模倣する、カラード科学の申し子アンヌアール。

　それはまさに『自分達に従うことこそが人類の最良なのだ』と示すかのように。

「けれど、それは否定された」

　人間自身の、総意では無いにしろ意志と力によって。

「その通り。以上じゃ。分かったかの？」

　小首を傾けて、タラタットは膝の上の小さな尻を揺らす。

（つまりタラタットは、俺達人間が正しいとは思っていない。負けたから退いてやるってだけの話だ）

　ちょっと癪しやくだ。それに、

「お前、もしも力が戻ったとしたらどうするんだ」

「さあて、な。その可能性は低いからの。考え中じゃ」

　これである。俺はがりがり頭を搔かいた。

「どうする？　やっぱり今の内殺しておくか？　今ならアシェラーもおらんぞ？」

「うっさい！　今回はあいつに頼まれてやってんだからそんなことするか！」

「かっかっか。律儀じゃのう」

　困った。どうにかこいつにちゃんと間違いを認めさせる方法は無いものか。

（だが、そんなのあるのか……？）

　俺は、一応世界史の教師だ。人類と世界の歴史も、社会も、多少の勉強はした。

　その上で──

　争いは消えないと思っている。

　そして完全な平和を求めるなら、タラタットのやり方が手っ取り早いとも思っている。

「くそっ」

　答えを出せなければ、俺はいずれ、タラタットを殺す必要が出てきてしまうのかも知れない。

　彼女の考えに取り込まれる前に。

（ええい、こんなもん一教員が答え持つ問題じゃあないだろ）

　近所の子供と遊ぶタラタット。部下アシエラーからの懇願で生き続けているタラタット。ケチャップと甘いものが好きなタラタット。

（なんてこった）

　気付いてしまったが、気付かない振りをした。

　認めればバンショクグリーンとして致命的だ。

　俺はどうやらタラタットに、死んで欲しくないらしい。

「うふふっ──」

　そんな俺を見ていたタラタットが、耐え切れぬというように笑いを噴いた。

「優しい子じゃのう、お主。可か愛わいいのう。ほれ、頑張れ♡頑張れ♡」

　耳元で囁ささやかれる声がペット扱いだ。ムカつく。

「ええい──とりあえず今はおやつの時間だ！」

　振り払うように俺は言った。間食の管理も、アシェラーに頼まれているのである。

　元・神だか悪魔だか妖怪だかを抱き抱え、食卓の椅子に座らせる。

「やったー」万歳するタラタット。「今日なんじゃ？」

　プリンだよ。





○






　数日後の午後。俺はバンショクジャーの本部にいた。

　バンショクジャーという組織は支部が世界中に存在し、バンショクイエローやバンショクホワイトなど、俺達五人以外の戦闘要員も存在してそれぞれの脅威と戦っている。

　ただ、クリアードの秘密本拠地に繫つながるゲートが存在した、という理由で今の本部は日本──しかも俺達が担当し、住む地域──にある。

「どうにも、しゃっきりしない会議だったなあ」

　俺の横で廊下を歩きつつぼやくのはレッドこと焰ほむらアカシだ。

「仕方ありません。未まだ新組織の力の秘密が解けていませんからね」

　カラスさんが言う力の秘密というのは、今戦っている怪人達の異様な堅さのことだ。

「あの防御力はちょっとねー。今の私たちならクリアードの初期怪人とかちょちょいのちょいでラクショーなはずなのに」

「アンバランスなのよね、なんだか」

　アオと撫なで子しこさんが肩をすくめあう。

「どういうことだ？」

　アカシの疑問には俺が答えた。

「防御だけ異様に堅くて、他はクリアードの怪人とそこまで大差無いってこと。攻撃とかスピードとか」

　指を立てる。こういう理由で、謎は新たな敵組織の怪人装甲にある……というのが技術班の見立てだ。現在、怪人の爆散した破片などを用いて解析が進んでいるのだが、

「まだ分かんねえから、あんな奥歯にモノ挟まったような報告なわけか」

　思い出すように、アカシ。俺の脳裏にも、技術班リーダーであるパレット博士の不満げな表情が浮かんでくる。

「ミリオカラーの修理でも無理させてるからなぁ。あんまり急せかすのも悪い」

「しばらくは現場でなんとかするしか無いですかね……」

　カラスさんが哀愁の嘆息を漏らす。これからの苦労に暗くなる空気を晴らすように、アオが明るい声を出した。

「ね、せっかくだし皆で晩ご飯行かない？」

「いいな。行くか」

　大学生であるアカシが明るく受けて、カラスさんと撫なで子しこさんも笑って頷うなずく。だが、しかしだ。

「悪い。俺用事。みんなで楽しんできてくれ」

「え、ミドリさん来ねえの？」「私おじさんに奢おごって貰もらおうと思ってたのに」

　若者組の不満の声。アオは少し覆い隠そうな。

「すまんって。ちょっと夜は予定入っててな」

「サボりだサボり～」

「あっ……ふぅ～ん」

　アオに片掌てのひらを立てる俺を見て。撫なで子しこさんが長いウェーブの髪を揺らして意味ありげに笑った。続いて、カラスさんもはっとする。

「じゃっしょーがないわね。今日は四人でってことで」

「そうしますか」

「えっちょっ、えー？」

　ふたり、左右にアオの腕を抱えて連れて行く。アカシが苦笑してからこちらに振り向いた。

「悪いな。あいつミドリさんに懐なついてるからさ。今度男だけでラーメン行こうぜ」

　と言ってから、彼はこちらに顔を寄せた。ひそひそと聞いてくる。

「アレか……？　例の未亡人」

「っ」

　つんのめりそうになる。そういえば彼女達の正体を知る前に相談していたし、カラスさんはそれを察してくれたのだろう。

「ま、まあ、そう」

「うおぉマジか、ミドリさんやっぱすげえわ」

「胸めっちゃでかい」

「わあお。そ、その、尻とか脚は？」

「無論すごい」

「やべえ……！」

　こういうので盛り上がる辺りは、やはりアカシも若者ではある。ちなみに今の会話を聞かれたら、多分アオは三日くらい俺達と口を利きいてくれないだろう。

「進展あったらまた話聞かせてな！」

　罪悪感がある。バンショクジャーの仲間達への。

　タラタット達に危険性は無い（と俺は思う）ものの、彼女は自身の行動を悔いてすらいない。それを匿かくまい、あまつさえこの後食事も一緒にする。仲間達の誘いも断って。

「…………………………」

　ここで別れてもいい。そう思ったが、俺は手を振って歩きかけるアカシの背中に声をかけた。

「あのさ、もしだけど」

　うん？　と振り向いたアカシへと、俺は小声で続ける。

　大まかな予想と、もしかしたらというか細い希望で。

「クリアードの大幹部とか、生き残りがいたらどうする？」

「トドメ刺す」

　表情も変えない即答が返ってきた。

「だよな～……」

　ははは、と俺は半笑いになりつつ微かすかな希望を引っ込める。今のタラタットとアシェラーのふたりならもしかして、とほんの少しだけ思ったのだが。

「クリアードの生き残り……あり得る話ではありますね」

　話に入ってきたのはカラスさんだ。アオと撫なで子しこさんは、通路の先を歩きながらきゃいきゃい話している。

「店の予約は任せろと言うので。……とはいえ、バンショクジャーは『クリアードの大首領・大幹部を全滅させた』という発表で世界の支持を盤石のものとしました。我々が独占する力──カラードの独自運用・人類国家同士の使用禁止も、それが後押ししています」

　生臭い話をカラスさんは始める。

　世界の軍隊を蹂じゆう躙りんした恐怖の象徴、クリアード大幹部。その全撃破というバンショクジャーの大功績。

　俺もそれは承知していた。

「仮に生き残りがいたとなれば、それが公になる前にひっそり闇に葬ほうむる方が都合いい、か」

　俺の言葉にカラスさんは頷うなずく。

「それにしても、確かに今戦っている組織は現れるのが早かった。大首領大幹部とまでは言わずとも、残党では、という推測も当然成り立つでしょうね」

「俺らを知ってるから、対策を立ててるってことか。それが堅さの正体？」

　アカシの返事にカラスさんはふむ、と考え込む。

「判断を下すのは早計でしょうが。クリアードの何らかの遺産があるとすれば……」
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「って話なんだけどさ」

　帰ってからの夕食の席。遅いぞと𠮟られた後で俺が話したアカシ達との会話に、アシェラーは訝いぶかしげな顔をした。

「生き残り、か。先日も言ったが分からんな。私とて、生き残れるとは思わなかった」

「儂わしもー」

　同意するタラタット。俺はアシェラーに恨みがましい目で見られた。

「あんな激戦で加減する余裕があるかよ」

「ちっ、忌いま々いましい……。返す返すも、あの時貴様から仕留めるという発想に至っていれば……」

「ぬはははは」

「遺産……例えば……そうだ。決戦直前に開発してた新技術とか無いのか？」

　閃ひらめいた。からから笑うタラタットに俺は直接聞く。彼女はあっさりと答えた。

「そりゃあったんじゃないかのー。カラード技術開発はガンガンやっとったから。それに当時はお主らに手を焼いとったからの。対策技術を作っとった可能性は高い」

「把握してないの？」

「てへぺろ」

　脱力して問い直す俺に、タラタットは舌を出す。絵え面づらはこの上なく可か愛わいいが、俺はそれどころじゃない。

「んー、見込みありそうでやらせとったもんは膨大にあるからのー。完成して実装承認したもんくらいは覚えとるけど、途中のまで全部把握しとらんよ」

　いい加減にも思えるが、複数国家を征服していた組織のトップとしてはそういうものかもしれない。

　むしろ世界の各地を直接支配していたのは大幹部達だ。

「カラードを減衰するような研究か……私は技術研究担当では無かったからな」

「まあそれは分かる」

　そういうタイプじゃないよねすごいビーム担当大幹部アイルシェラッドは。

「どういう意味で言っている……？　お代わりさせてやらんぞ貴様」

　睨にらまれたので謝っておく。

「仲が良いいのう、お主らは」

　俺達の様子を見て愉快げに笑うタラタットは、やはりカラッとしたものだ。

（仮に今の敵組織がクリアードの残党によるものだった場合。タラタットが生きていることを知れば、再び彼女を担かつぎ出だそうとする可能性はある）

　第三者による協力の上で手段を選ばなければ、大量の──例えば悲嘆や苦く悶もん──感情を集めてタラタットを回復させる手段はあるのかもしれない。

（何より、タラタットは自分の過去の行いについて、過あやまちと思っていない。自分達は負けたので済んだ話、とは言っているが、復活の目があればそれに乗るのかもしれない）

　これは正直かなり困る。

「クリアード由来の新技術、か。その線でちょっと調べてもらうか……」
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　とはいえ──怪人達と戦い、その対策を立てながらも、可能な限り学校の仕事もやる。俺としては、こちらの仕事もそれなりに責任もってやるべきと認識しているのだ。

「草くさ間ま先生、成績証明書と在学証明書の申請ってこれでいいの？」

「ん……ああ、いいはず。これ校長先生に出して……って、なんで俺に聞くかな。俺は単なる非常勤講師だぞ」

「いいじゃん。先生が一番話しやすいし」

　昼休みの職員室。へらっ、と小柄な女生徒──田た中なかが笑う。ちょいちょい職員室で俺に話しかけにきていた生徒だ。ただ、今彼女が見せた書類は。

「──転校か。向こうでも元気でな」

「んー。危ないからって親がさ～。あたしは大丈夫じゃない？　って言ったんだけどね。バンショクジャーいるし」

　ずきり、と俺の胸が痛む。そう、彼女の転校理由は、ここ最近の彩さい明めい市内における怪人の連続発生が原因だ。

「親御さんも心配なんだろ。……今の奴やつらは平気で街中で暴れ出すしな」

　クリアードと違って、と心の中で付け足す。とはいえ女子高生が侵略者の性質の違いなど承知している訳も無い。彼女はバンショクジャー語りを始める。

「あたしブルーさん好きなんだよね～。あたしと同じ女子高生ってマジなのかな？」

　老ろう若にやく男なん女によ問わず、日本では『推し色持ち』と呼ばれるバンショクジャーファンは数多い。

「さ、さあ。どうだろな……」

　アオのファンと聞けばまあ嬉うれしいが、まさか姪めいです、などとは流石さすがに言えない。

「ちなみにグリーンとかは」

「地味だよねあの人！」

　けらけら笑って即答であった。眼鏡を伏せて心で泣く。

「でもグリーンさんも頑張ってるのは見りゃ分かるし。あたしね、あの人とレッドが街中で戦ってた時、木のバリアっぽいので守ってもらったことあるんだよ」

「え」

　言われて驚く。その行動に覚えはあるが、知り合いがいたとは気付いていなかった。

「あの時さ～グリーンさんにお礼言おうとしたんだけど、怪人倒したらさっといなくなっちゃったんだよね。残念無念」

　またも驚かされる。小物を気取ってレッドに市民対応を任せ、さっさと隠れていた自分を。

（見てた人はいるんだな）

　思えば。俺はどこか、バンショクジャーとしての自分と関わる人は、高校で働く自分の関係者とは無縁だと思っていたような気がする。

（そんな訳は無いだろう）

　バンショクグリーンとして戦い、守ってきた人の中には、田た中なかのように学校の生徒もいれば、その友人知人、親類縁者だっていたはずだ。

　そしてそんな人達が、俺を信じてくれているのだ。

「…………そりゃまあ、何ともシャイだなグリーン氏は。今度見かけたら伝えとくよ」

　人気が無いなんぞと拗すねてないで、自覚を持たねばならない。俺は彼女に、自嘲の笑みでそう言う。

「よろよろです。ま～それが転校の原因なっちゃったんだけどね。戦闘に巻き込まれるとか危ないって」

　てへへと笑う彼女。

「そんなわけで、お世話になりましたっ。まあほら、言っても同じ県内だし、平気そうになったら戻る予定だしさ。草くさ間ま先生も元気でねっ」

「そっちもな。そんなら、平和になって戻るのを待ってるよ」

　ばいばーい、と元気よく職員室から出ていく田た中なかを見送る。

「寂しくなりますね」

　背後から話しかけてきたのは、フィギュア好きの藤ふじ木き先生だ。

「──すぐ戻れるようになりますよ。きっと」

　はたから聞けば根拠の無い発言を、俺は決意を込めて言う。そして、ついでに聞いた。

「ちなみに藤ふじ木き先生、バンショクジャーで好きな色は」

「赤と黒の両推しですかね。拳！　剣！　イケメン声とダンディ声！　カッコいいですよね～」

　ですよね。と我ながら味わい深い笑顔をしていると、彼女は続けてくる。

「ま、１│12の可動シリーズは全色揃そろえましたけど。最近は合体ロボのミリオカラーにもちょっと手を出してて。最終決戦だと、主砲を取り外してバンショクジャーみんなで撃ったって話ですよね？　エモい！　ちょっとそれフィギュアで再現してみたいな～って。でも１│12ミリオカラーとか、流石さすがに大きすぎて発売無理ですからね出てもとてもじゃないけど買えないお値段になりそうだし」

　ものすごい勢いの語りが始まってしまった。意味が大体分かる俺も俺だが。

　要は、三十ｍ近いミリオカラーを、バンショクジャーのアクションフィギュアに合わせたサイズで出すと二ｍを超えてしまう。とてもじゃないが玩具として発売されるようなサイズでもないし、お値段もすさまじいものになる。

「はは。バンショクジャーもクリアードの怪人達みたいに巨大化出来りゃよかったですかね」

「それだとミリオカラーいらないじゃないですか。ああでも、バンショクジャーサイズのミリオロケットは欲しいかもですね。アレ色んな変形するし」

　俺はその発言におっ、となる。ミリオロケットは俺の担当メカなのだ。

（……商品開発部とかにお願いしてみようかな）

　そんなことを、平和への決意と同時に密ひそかに思う昼下がりなのだった。
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　だが、事件はその夜に起きた。

「ああ、遅くなるかも。夕食は先に済ませてくれていい」

　アシェラーへの電話を切る。俺は終業後すぐ、市内のバンショクジャーと協力している病院へと向かっていた。

「アカシ……！」

　個室の扉を開けば、複数の瞳がこちらを見返してくる。バンショクジャーの仲間達が揃そろっていた。

　ベッドの上にはバンショクジャーのリーダー、レッドである焰ほむらアカシが片腕を包帯で吊り横になっていた。他にも、あちこちに包帯が巻かれている。

「ミドリさん。すまねえ、油断しちまった」

　返事は元気そうだが。俺はベッドの周囲に立つ仲間達に目をやった。

「腕の骨折はありますが、命に関わったり後遺症が残るような怪け我がはありません」

「とりあえずの処置は終わったから、明日からは本部の治療促進ポッドに入ることになるわ」

　カラスさんと撫なで子しこさんが端的にアカシの状態を説明してくれる。

「そうか、良かった……いや良くはないが」

「私が怪人へのトドメをしくじったから。私を守って……！　ごめんなさい、ごめんなさいアカシ……！」

　ベッド脇の椅子に座り、目尻を腫らしたアオが涙声で詫わびている。アカシは首を左右に振る。

「いいや。俺だってあれで終わったと思った。敵が上うわ手てだったってだけだ」

　今回、俺は午後から市外での見学授業に同行していたため、間に合わなかった。俺を除いた四人が揃そろっていたため、不安に思いながらも大丈夫と思っていたのだが。

「ひやりとしましたよ。思わずやられたかと」

「敵の頑丈さは相変わらず、というより一ひと際きわでね～。見極めを見誤ったわね」

　倒したと思って気を抜いたアオを襲った敵の最後の一撃を、アカシが身を挺ていして庇かばった、ということであったらしい。

「ずいまぜん～」

　涙ながらに謝るアオを、撫なで子しこさんがよしよしと背を撫なでてなだめている。

「……悪い。俺が間に合わなかったから」

「そんなこと言うなよ。ミドリさんは最近ずっと出撃しっぱなしだっただろ」

　アカシは笑って俺を気遣ってくる。好青年だ。俺の学校の生徒もこんな風に育ってほしい。

「そうそう。少しは休まないと」

「ミドリおじさんも倒れちゃやだよぅ……」

「いえ」

　ありがたいがそれ故に心に来る労いたわりの言葉へ、否定を差し込んだのはカラスさんだ。一同の視線が彼へと集まる。

「今回の失策は、明らかにミドリさん──グリーンの欠員でしょう」

　俺とカラスさん以外の面々に動揺、そして怒りの色が浮かぶ。食ってかかったのはアカシとアオだ。

「カラスさん、ミドリさんを責めるのは違うだろ……！　一番戦いに出てくれてんのはこの人だぜ」

「そうだよ！　今までだって、四人より少ない数でも戦って来たんだから！　一度くらいミドリおじさんがいなくたって……！」

「病院ではお静かにお願いしまーす」

　がららら、と入口を開いたナースさんの注意に、俺達は揃そろって「「「「「すいませーん」」」」」と返す。

「ごほん」

　若者ふたりの言葉にカラスさんは咳せき払ばらいして首を横に振った。

「逆です」

「逆、って？」

　経緯を見守っていた撫なで子しこさんの問いに、彼は答えた。

「今の怪人達に、我々の攻撃はミドリさん──グリーンのブースト無しでは通用しなくなってきているということです」

　俺とカラスさんを除く三人がはっとした表情となる。

「さらに言うなら、今回のレッドの負傷も、グリーンの防御ブーストがあれば重傷になることはなかったでしょう。まあそれ以前にブルーの一撃で終わっていたはずですが」

　カラスさんが続ける言葉に、俺を除く三人が思わず押し黙る。それぞれに心当たりがある、という風に。

　俺はと言えば。『やはり』と思っていた。そしてそれを、自分自身で意外に思う。

　自分の内面を苦く認めて、俺は口を開いた。

「俺が悪い。──今の敵怪人相手に、俺が抜けるとまずいことになるって、分かってなきゃいけなかったんだ」

　クリアード壊滅後に現れた怪人と、一番多く戦っていたのは俺なのだから。

「だが、俺は自分の直感ほどには、俺をそれほど大した人間だと思うことが出来なかった」

　へらり、と笑って付け足した。

「あんまり人気も無いしね」

「「「「……………………」」」」

　ここでひと笑い、と入れた自虐ネタは気の毒そうな視線で受け止められた。

　笑ってくれ深刻になるから!!

「ええと……とにかくだ。俺は自分の臆病な自尊心で戦況を見誤った。すまん」

　頭を下げる。思い上がりかも知れないそれを伝えて、否定されるのが怖かったのだろう。そう自分を分析する。

（アシェラー達が分かってくれている、なんてことに甘えてだ。全く情けない）

　ぱしん！　という音が俺の懊おう悩のうを断ち切る。見上げれば音源はカラスさんの手元だ。掌てのひらを合わせたまま、彼は言う。

「謝る必要はありません。適材適所という言葉があります。我々が出来ないことをミドリさんが出来る。ミドリさんが出来ないことを我々が出来る。それを皆で理解した。前進ですよ」

　そう言って、にこりと彼は笑ってみせた。

（か、カッコいい……！）

　滅多に無い深しん夜やカラスのダンディな笑顔に思わず惚ほれそうになる。そりゃ撫なで子しこさんもメロメロになるぜ。

「さっすがカラスさん♡　良いい事言うわね」

「な、撫なで子しこさん、その、腕に押し付けるのはちょっと……」

「名前で言ってくれないとどいてあげない」

「アーッ！　ちょ、いけません！　谷間はいけません！」

　赤面してしどろもどろになっている彼からはそっと眼鏡を逸そらす。

　とはいえ、適材適所。

　その通りであり、それはそれとして問題が出る。

「メインの近距離攻撃役であるアカシがしばらく出撃出来なくて、さらにおじさんは基本休めないってことよね……」

　そういうことだ。各おの々おのに重要な役割があるということは、誰かが欠けると一気に辛つらくなる。

「くっそ～。一刻も早く治さねえと！」

「代理のバンショクジャーを別地域へ要請するにも調整に時間がかかるわ。しばらくはどうにかしのげても──」

　撫なで子しこさんが嘆息する。解放されたカラスさんははあはあと病室の隅でうずくまっていた。

「い、いずれジリ貧になるでしょう。怪人の防御力の謎を解かなければ」

　今は怪人も一体ずつ現れているが、複数が現れるようになれば戦況は一気に悪化するだろう。

（今は敵の新技術もそう簡単に量産出来ていない……と思うべきか。だがそれもいつまでそのままかは分からない）

　と。そこで再び病室の戸ががらら、とスライドした。またしても騒ぎすぎたか、と振り向いた入口には白衣の、しかし病院の人間ではない存在が立っていた。

「パレット博士？」

　バンショクジャーの技術研究の責任者だ。常に白衣なので病院では紛らわしい格好である。

「おう、揃そろってるな。突とつ貫かんで治療促進ポッドの準備したからよ。レッド引き取りに来た。家と大学に連絡しとけ」

　本部としても現状を重く見ているということか。

「しかし、何な故ぜ博士自ら？」

「お前らが揃そろってるって聞いてな。丁度いいから伝えに来た」

　首を傾かしげる俺達に、博士は続ける。

「クリアード本拠地調査班から新しい発見だ。地下の研究所らしき場所から、明らかに何か持ち去られた形跡がある、とな」
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　元クリアード大幹部アイルシェラッドにして、現スーパー『大おお黒ぐろ屋や』パート久く里りアシェラー。

　彼女は現在、週四でパート勤務する立場にある。

（品出しにも大分慣れて来たか……？）

　元々が戦を己が役割として生きてきたアシェラーである。スーパーの店員という仕事には人並みに手こずったものの、それなりに形にはなってきていた。

　品出しとは、読んで字のごとく商品を陳列したり、期限切れ商品を引っ込めたり、棚を整理したりする仕事だ。時には総菜コーナーに割引シールを貼ることもある。

（半額シールを張った瞬間の人間達の殺気……中々のものがあったな。台所は戦場ということか。さて、今日の担当エリアは菓子コーナーだったか）

　菓子コーナーは定番品が幅を利きかすと同時、新商品の入れ替わりが激しい。特にシリーズが更新されていく食玩──玩具付き菓子の類はなおさらだ。

「…………………………………………む」

　しゅばば、と商品の整理・入れ替えを進めていくアシェラーの手と視線が止まる。

　そこには『遊動キャンディバンショクジャー』という名前の食玩がある。世間の人気が高いバンショクジャーの面々を１│15スケールの小型アクションフィギュアとしたものだ。当然、ラインナップは例の五色である。子供向けのため、外箱から誰が入っているか分かる仕様となっている。




　これが入荷した当日も、アシェラーは菓子コーナーの品出し担当であった。

「お、おのれ……！　調子に乗りおってバンショクジャーめ！　このような品まで」

　無論、バンショクジャーに敵てき愾がい心しんを抱く彼女としては心穏やかなはずはない。怨敵の人気取り、資金源となる商品を売る側として手助けすることになるとは。歯を食いしばりながら並べていると、

「久く里りさん、顔が険しいわよ。笑顔笑顔！」

　と雇い主である大おお国ぐに夫人に注意された。

（バンショクジャー許すまじ）

　そしてバンショクジャー食玩を並べてから数日。人気戦隊の新商品ということもあり、順調な売上を見せており個数は見る間に減っていった。

　しかし。その時のアシェラーは愉悦の笑みを浮かべていた。

（ふっ……やれやれ、グリーンめ。情けない奴やつ）

　そう。草くさ間まミドリことバンショクグリーンの箱だけ、目立って余っているのである。人気というものは残酷であった。

（ふははは！　ざまは無いなバンショクグリーン！　貴様など所詮このようなものよ！）

　その時は、そう心の溜りゆう飲いんを下げながら仕事に戻ったのだが。




　そして、現在。アシェラーは不機嫌な顔で菓子コーナーの『遊動キャンディバンショクジャー』を見ている。

　そこには、他の四人の箱が消えてなお複数個残る、バンショクグリーンの箱がある。

「全く、ここまで不ふ甲が斐いないとはな、グリーンめが……！」

　既に新商品の『遊動キャンディ合体ミリオカラー』が発売されているのだ。こちらはバンショクジャーの合体ロボのパーツが入っており、全種類揃そろえると決戦機ミリオカラーに合体させることが出来る。本来はバンショクジャーの食玩と切り替えるものなのだが、このままではグリーンの箱には割引シールを貼らねばならなくなる。

（大体、人間どもは何を考えているのだ。グリーンがいるからこそのバンショクジャーの勝利であったものを）

　むかむかと、先日の自分を棚に上げて──ついでに商品も棚上げしつつ──アシェラーは怒りを募らせる。

（見る目が無い。グリーンは態度こそ優柔不断で軟弱、派手さも無いが、戦いぶりを見ておればそこには確かな勇気と決断力があることは明白だろうに！　何な故ぜ買わん！　グリーンを！）

　睨にらんでも、在庫が減るわけでは無論ない。彼女は唸うなる。

「む、むむ。むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ……………………」




　退勤後。久く里り家。

（残らず買って来てしまった……）

　正座するアシェラーの前にある机には、割引シールを貼られた数個の『遊動キャンディバンショクジャー』バンショクグリーンがある。

「飴あめはタラタット様に献上するとしてもだな……中身をどうしたものか。ミドリがこういうのを集めていたが……奴やつにはこれを買ったなどと知られるわけにはいかんし」

　彼女は難しい顔をしつつ箱を開ける。中から本体と幾つかの補助パーツ、シールが現れる。

「ふむ、こうか」

　シールを貼り、パーツを取り付ける。危なっかしい手つきではあるが、数分後には十㎝ほどのバンショクグリーンが完成する。

「お、おお……」

　小さいながらも精細な出来のフィギュアに、アシェラーは思わず声を漏らす。手の内で転がし、あちこちを眺める。

「むう、中々細かいではないか……そうか、戦闘中は良く見えなかったが背中の模様はこうなっていたのか」

　しかもこのシリーズは可動式だ。彼女はバンショクグリーンに様々なポーズを取らせる。

「確かこういう気取った構えをして『ファイナルブースト！』などと……」

「ふはは、そうそう、私が殴り飛ばした時はこんな情けない姿だった」

「む、むむ。悩ましい格好を付けたポーズも、出来てしまうか……」

　──段々方向性が変わってくる。新しく開封し数を増やしたりしながら、アシェラーは怨敵を弄ぶ。

「こうやって戦闘員のように奴やつを並べてだ、私を礼らい賛さんするように跪ひざまずかせて……『何なりとご命令を、アシェラー様』なんて……ふふ、ふふふ……どうだ、私に服従する気持ちは──」

　バンショクグリーン──草くさ間まミドリを模した人形を思うがまま操ることに、アシェラーは妖しい笑みを浮かべながら耽ふけっている。

「────はっ!!」

　なので。ひょいとリビングを覗のぞいてみたタラタットの視線にも、気付くのが遅れた。

「……いや、儂わし、何も見とらんから………………」

　奇妙に優しい笑顔で、タラタットはふいと目を逸そらして去っていく。

「性癖はな……仕方ないからの……」などと呟つぶやきが聞こえてくる。

「まっ、待ってください！　違う！　違うのですタラタット様ぁぁぁ！」

　以後、バンショクグリーンフィギュアはアシェラーの机の引き出しに固く封印されたとか、なんとか。
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　俺が休めない出撃。主力が抜けて厳しくなる戦闘。激しさを増す敵。持ち出されたクリアードの新技術。

　懸案事項は幾つもあるものの、病院から帰宅した俺は久く里り家に直行する。彼女らにまず伝えるべき重大事はこれである。

「不在が多くなるから、朝夕のご飯とタラタットの面倒見るの、来れないことが多くなるかもしれん」

「バンショクジャーめ、不ふ甲が斐いない……新顔なぞさっさと片付けろ、全く」

「儂わしにブチ込んだあれやれば流石さすがに勝てるじゃろ～？」

「市街戦に俺らの戦闘高度でミリオカラーの絶対消滅砲とか持ち出せるわけないだろ……数区画壊滅するわ」

　帰ってからの夕食、鍋の締めである雑炊をつつきながらの弁解である。

「しかしお前ら、食ってて良いって言ったのに。もう九時半だぞ」

「やかましい。貴様などのためにいちいち温め直すのが手間だっただけだ」

「こやつの～、『自分は後で食べますからお先に』とか言い出しての。あんまり可か愛わいいから儂わしも待つことにしたんじゃよ」

「え」

「タラタット様ぁぁぁぁあああ!?　言わないって仰おつしやったじゃないですか！」

　涙目になって幼女に縋すがり付つく成人女性という絵え面づらを眺めながら、俺は眼鏡をズレさせつつもはっきり言ってぐっと来ていた。

　だから、もうここで言っておこうと思った。

「アシェラー」

「な、なんだ。違う、違うからな」

　何がだよ、とツッコミそうになるが、我慢して言う。

「タラタットもだが。前提をまず言っておく。俺はお前達が大事だ。守りたいと思ってる」

「………………！」「ほお？」

　赤面するアシェラーと、面白げに頰を歪ゆがめるタラタット。前者は言葉を失っているが、後者は流石さすがにそこまでチョロくはない。

「前提と申したな」

「ああ。今の敵組織が、どうもクリアードの残党だとほぼ確定した。おまけに、地下の研究所から何かを持ち去ったらしい」

　アシェラーが表情をさっと変えた。タラタットは笑顔のままだ。

「続けよ」

　明らかに愉たのしんでいる。今の彼女の力は、ほとんど見た目通りのものでしかない。相も変わらず生殺与奪をこちらに握られているというのに、だ。

「……タラタット。お前、クリアードは自分の眷けん属ぞくの組織だって言ってたな」

「いかにも。クリアードは我が子らからなる組織。その全てに儂わしの影響がある」

　そう。そういうことならば。相手の持っている新技術について、俺は思いついたことがある。

「そのクリアードの残党が持ち逃げした技術にも、お前の力の影響はある……んじゃないのか」

　タラタットは少しだけ考え込む様子を見せた。

「ふむ。言われてみればそうかも知れんな。わざわざ純粋な科学のみによる新技術を研究する者はおらんかった……かも」

　かもなのかよ。とにかく、これで理屈は通る。

「…………………………」

「どうした。黙ってしまいおって」

　この先が言い辛づらい。いかに相手が元クリアード大首領だとしても、だ。

「お前の……」

「儂わしをバンショクジャーで解析すれば、敵を破る突破口が開けると？」

　さらりと。タラタットは俺の発言を先取りしてみせた。この内容を笑って言う彼女に、俺は大きく息を吐く。

　助け船を出されてしまった。

「まあ……そうだ」

　ぴこん、とタラタットの眉が上がる。

「うふふぅ。お主、面白いこと考え」「貴様っ……！」

　先の赤面はどこへやら、夜や叉しやもかくやという形相で立ち上がったアシェラーが怒声を上げて、タラタットの言葉を遮った。

「人間にしては多少マシかと思っていたが……！　見損なったぞ草くさ間まミド……ぎゅぇっ」

　無言で部下の襟首を引ひっ摑つかんだタラタットが、立ち上がったアシェラーをカウンター気味にぐいと下へ引っ張り無理矢理着席させた。首が絞まったアシェラーが目を回している。

「それで前提か。どうにも、お主は優しいのう。元々敵だったというに」

　困ったように、慈いつくしむように。タラタットは目尻を下げて言う。

「もう一つ、話はある」

「聞いちゃろう」

　このかつて神とも呼ばれたという超存在──の成れの果てである少女は、以前の行いを悔いていない。その価値観のままでは、人類にとって危うい存在であることは間違いないのだ。

「前に言っていたな。クリアードの行動は人類の保護だったと」

「うむ。人の社会は不安定にすぎる。いずれは崩れる組み体操を延々続けておるようなものよ。その重さを増しながらな」

　今の時代で崩れれば、それは滅びに繫つながりかねない。

　故に腐敗せず永遠に君臨する支配者による、絶対の管理を。

「正直な、思考をそっちに強化されない素の状態でも、お前の考えに賛同する人間もいるんだろうって思うよ。一割～いや、二割くらいいるかもな」

「うん。で？」

　相も変わらずにやにやと、愉たのしむように……いや、実際愉たのしんでいるのだろう、この超存在は。最近遊んでやっている人間が、どういう答えを返すのかを。

「それでも、やっぱりな、人間にはお前の支配は向いてないよ」

「その理由は？」

　俺は答える。ここ最近の生活で得た実感を。

「今の人間の社会は『信じる』ことで成り立ってるんだ」

　相手を。法を。社会を。『信じる』ことから始まっている。

　それを裏切る者がいれば、法や罰で対処する。

　弱肉強食で全てが通ることを否定するために人類が作ったのが、法であり社会だ。

　だがその前に『信じている』。だから人に自由はある。

　信じることが基本なのだ。俺達は。

「うむ……そうさな。そう言うことも出来ような。それ故に不完全じゃ。その信頼を裏切られる可能性がある限り」

　納得しながらもその脆ぜい弱じやく性を語るタラタット。その通りだ。『信じる』ことを基礎に置く社会は常に破綻の可能性を孕はらむ。

　俺は。机に置かれていたタラタットの手をそっと握った。

「をっ？」

　流石さすがに予想外だったものか。タラタットは一瞬だけ声を上げた。

　俺は彼女の小さな掌てのひらを手で包み、お互いに指で握り合うようにする。

「────どーいうつもりじゃ、これ？」

　少しだけ照れくさそうな顔で、組まれた指を眺めながらタラタットが聞いてくる。

「俺は今、お前が俺の手を振り払うことはないと信じた」

　今までの日常で、それだけの関係性が出来ていると。

「……………………………………」

　超越者は黙って、その握られた手を眺めている。

「極論を言えば、それだけだよ。人間の社会ってのは。

　信じるというのは、自分勝手な認識を相手に託すことだ」

　俺の、手を握りながらの言葉に、タラタットは冷静に言葉を返す。

「そのようなものは、いずれ相手の都合で裏切られて当然のことであろう」

「だろうな。でも、それがお互いに一致するのは尊いことだ。ただの偶然で、両者の都合の一致でもな」

　究極的にはそのためだけに人間関係は、現代の社会はある。ただ存続し、生きていくだけが人類の最大目的であったならば、人類はクリアードが出てくる前にとっくに世界平等と平和を成し遂げていただろう。

　そうなっていないのは何な故ぜか。

「信じて、信じられて。受け入れたり、受け入れられるのが気持ち良くて、好きなだけなんだよ、多分。人間ってのはな」

　タラタットは。俺の言葉を咀そ嚼しやくするようにしばらく黙った。

（真面目に、考えてくれるのか）

　かつては神とも悪魔とも呼ばれた超存在が。

　たかだか人間一個人の、間違っている可能性も多分にある与太話を、だ。

（そうだ。タラタットが。そういうことをしてくれる奴やつだと、俺は信じた）

「人の社会が不安定な故は、人それ自体の性さがだと？　裏切りの恐怖を内包してでもか」

　返された問いに、俺は頷うなずいた。ほんの少しだけ、握る指に力を入れる。

「────」

　きゅ、と。小さな指が、少しだけ握り返してくる。俺は笑った。

「今の奴やつみたいなのな。俺は気持ち良かったよ」

　犯罪みたいなことをやった上に言ってるな、と思いつつ。俺はタラタットを信じるための、最後の言葉を放った。

「人間を──そして俺を、信じられるか？」

「──全く。お主というやつは」




　儂わしを口説いてどうする。




　そう言って、タラタットは遥はるかな過去を想おもい出すように微ほほ笑えんだ。

「そうさな。思えば。かつての昔、人間と我等を結んだ最初の感情はそれであった」

　信じること。不確かで、いつ裏切られるかも分からない。

　それでも人はかつて、彼等を信じた。
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「うふふ、ミドリに分からせられちゃったのう」

　どこか懐なつかしむように、タラタットは空いている手を頰に当てて笑った。

「やめようなそういうの、外で言うのは」

　タラタットは猫みたいな顔をして、上体を左右に揺らすばかりで約束してくれない。ほんとやめてね？

「信じてやるか、人間。一度くらいはな。儂わしを殺した勇士の言葉じゃし」

　そう言って、彼女は指をほどいて肩をすくめる。隣でまだ目を回しているアシェラーを見た。

　くすりと、妖よう艶えんに笑う。

「今のあれこれは内緒じゃぞ。儂わしはこやつを泣かしたくないのでな」

「俺もアシェラーに殺されたくはないな」

　そうして、互いに秘密を守ると信じて笑い合った。




　数分後。目を覚ましたアシェラーにタラタットは告げた。

「バンショクジャー本部へ赴く」

「え、えぇぇっ？」

　目を見開いて、アシェラー。彼女にとっては青せい天てんの霹へき靂れきだ。

「儂わしの正体を晒さらし、研究させてやる。まあそれで今現れておる怪人共はなんとかなるじゃろ」

「な、な、何な故ぜ……？」

　呆ぼう然ぜんと聞いてくる大幹部へ、大首領は笑って告げた。

「ミドリが困っておるからな。仕方ないわい」

　ふるふるとこちらを振り向いてくるアシェラー。

　タラタットには、人間というもの自体を一時とはいえ信じてもらった。彼女には、俺を信じてもらわないとならない。

「アシェラー」

　名前を呼ぶ。すっと息を吸う。

　思えば、これを認めるための共同生活だった気がする。

　そして、俺は認めた。

「な、なんだ」

「俺はお前が好きだ」

　先制でぶち込んだ。こういうのは勢いだ。

「っ!?　な、なに、何を」

「お前が久く里りアシェラーとして俺の前に現れた時。正直言って、一ひと目め惚ぼれした。種族云うん々ぬん、元の敵味方云うん々ぬんは置いといて、一人の女として好きだ」

　一生縁が無いかもな、と思っていたような言葉が口から出る。不思議なことに、この女に対してそんな言葉を放つことへ、違和感が何も無い。

「俺、バンショクグリーンこと草くさ間まミドリは。

　クリアードの元大幹部アイルシェラッドであった久く里りアシェラー。

　お前を愛している」

　アシェラーの顔色は、腐敗知らずに際限なく熟し続ける果実のようだった。

「はっ、ひ？　はへ、ぇぇぇぇえ？」

　それどういう感情の声？　と思いつつ眺めていると。

「しゃっきりせい、アシェラー。お主、愛を宣誓されておるのだぞ」

　上司からの𠮟しつ咤たが飛んだ。気を付け姿勢になる。

「っ！　う!?　は、はいっ」

「元とはいえ我がクリアードの大幹部じゃろうが。気概を見せよ」

　タラタットと俺の間で、視線を二往復させて。一度強く目をつぶってから、彼女は褐色の肌を肩まで真っ赤に染めてこちらを向いた。

「わ、わ、私とて……お前がバンショクジャーでさえ無ければと、何度思ったか……」

　泣きそうな顔で、アシェラーが言う。

「そりゃしょーがない！　俺がバンショクグリーンじゃなけりゃお前達と出会ってないからな！」

「それはそうだがっ！」

　やけくそ気味に叫び返してくる。

「しかしそのこととタラタット様を貴様らに……っ？」

　叫んでくるアシェラーの肩を摑つかむ。正面から見返した。

「だから──お前達のことは守ってみせる。俺の命の限りを使ってだ。俺を信じてくれるか」

「っ────」

　大事で、守りたいと。先刻の言葉を思い出したか、アシェラーは息を吞のんで考え込む。

　長考は数分に及んだ。その果てに。

「……せ」

「せ？」

　堪え切れぬというように漏れてきた短音を聞き返す。

「────責任、取れよ、貴様。逃げることは許さんからな」

「望むところだ」

　将棋の詰めのごとく即答してやる。

「う、うむ。そうか。望んでしまうのか。そうか……」

　アシェラーは再び目を逸そらす。顔は真っ赤なままだ。後方ではタラタットが腕を組んで理解者っぽい顔をしている。

　とりあえず、勝った。
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　予定を繰り合わせて二日後、バンショクジャー本部オペレーションルーム。

　どうにか治療促進ポッドから出た焰ほむらアカシは、あんぐりと大口を開けていた。

　海うな原ばらアオは、眉を思い切り吊り上げている。

　深しん夜やカラスは、眉間に深いしわを刻んでいる。

　撫なで子しこラヴェンは、笑顔だが頰が少しだけ強こわ張ばっている。

（まあ、そうなるな）

　俺は平静に頷うなずいた。

　以上、俺がバンショクジャー本部に連れてきたタラタットとアシェラーの説明を受けた一同の反応である。

「はー、お主らこういう顔しとったんか！　魂の色でどれが何色かは分かるけども！」

「こいつらがバンショクジャー……」

　連れてきた奴やつらはといえば、大首領は目をきらきらさせており、大幹部はひとりひとりを睨にらみ付つけるようにしている。

　クリアードの大首領と大幹部アイルシェラッドを連れて行く、という連絡を俺が本部へ入れたのが数時間前。バンショクジャーの四人は慌てて駆けつけたのだそうだ。

　アカシは腕のギプスは取れているが、未いまだにあちこちに包帯が見える。彼はその顔を背後へ向けた。

「本当にこの女の人達が？」

「──確かに、記録にある大首領の顔と年齢補正した場合一致点多数」

「大幹部アイルシェラッドとも、怪人体の身長、体型、髪や肌など大部分が一致しています」

　アカシが発した疑問に、既にタラタット達をデータ照合したバンショクジャーオペレーターの面々が答える。一同が改めて戦慄と共にふたりを見る。

「ミドリさん。これはその……もしかしてあの時のアレですか」

　眉間を押さえてカラスさんが言う。アレというのはもちろん、一度相談した隣家の未亡人がどうこう、の話であろう。

「ま、まあ。結果的には」

「何を考えているんですか貴方あなたは」

「分かったのは後なんだって」

　俺は必死に弁解する。実際そうなのだから仕方が無い。

「何やってんのミドリおじさん！」

　アオがアカシの陰に隠れて──かつて激戦を繰り広げたアシェラーが怖いのだろう──叫んでくる。

「だから母さんが言ってたのに！　おじさんはいつまでも彼女の一人も作らないから、悪い女に引っかからないか心配だって！」

「姉さんお前に何言ってんだよマジで」

　げんなりする。彼女はがるるる、と歯を剝むいて威嚇してくる。

「わ、悪い女……」

　何ともいえない顔をしているのは当のアシェラーだ。

「私は、恋愛は自由だと思うけどね、草くさ間ま？」

　撫なで子しこさんは既に完全な微ほほ笑えみを浮かべる余裕を取り戻しているが、目が全く笑っていない。

「私の過去は知ってるわよね？　その上でそう来るのね？」

「覚えてるよ。撫なで子しこさんには頭に来る話だろうけど──」

　撫なで子しこラヴェン。彼女は元々、クリアード支配地からの難民だ。家族は未いまだに外国におり、離ればなれのままだ。

「ああそう。分かってるならいいわ。忘れたのかと思っちゃった」

　笑顔は全く崩れないが、それが怖いよ撫なで子しこさん。

「好き勝手言われとるのー。まあしゃあないけど」

「タラタット様、私の後ろに」

　俺の背後にいるふたりはまだ大人しくしてくれている。

「ミドリさん」

　そんな中で。最後に俺の名前を呼んだのはリーダーの焰ほむらアカシだ。既に表情は厳しさをまとい、強い光を宿した瞳で俺達を射い貫ぬいてくる。

「前に言ったよな。『もし大幹部が生き残っていたらどうする』って」

　一同が身じろぎする。俺は頷うなずいた。

「その時の俺の答えは覚えてるか？」

「覚えてるけど連れてきた。理由は連絡した通りだ」

　これには返事を返さず、すっとアカシは片腕を胸の前に持っていく。

「「「っ」」」

　変身──彩衣着色の構えだ。他の三人も息を吞のんでから、その動きに追随する。経緯を窺うかがっていた周囲のバンショクジャー非戦闘員が、慌ててわたわたと避難し始める。

「おやおやおや」「ぬう……！」

　タラタットは面白そうにそれを見る。思わず身構えるアシェラーを手で制して、俺は言う。

「待ってくれ、みんな」

「待たない。ミドリさん、あんたも彩衣着色してくれ。そいつらを今度こそ倒してしまおう」

（ここが際だな）

　そう思う。交渉事にはここぞというタイミングがある。同じカードを持っていても、切る順序で結果は違ってくるものだ。

「──抵抗していない彼女らに攻撃するって言うなら、俺は協力しない」

「ミドリおじさん!?」

　裏切られた、とでも言うような姪めいの表情が胸に痛いが、俺は続ける。

「彼女達の力は知ってるよな。俺抜きでやるか？　しかも本部の中で」

「むう…………」

　カラスさんがうめく。仲間達にも、先の戦闘の記憶は新しい。俺のブースト抜きで思わぬ被害を受けた事実。そして、先日の怪人よりも防御のみならず全方面で遥はるかに強い、大幹部アイルシェラッドと大首領タラタット。

（俺抜きでは──いや。五人の誰が抜けても、彼女達には勝てなかった）

　しかもアカシは負傷中。さらにバンショクジャー側は、タラタット達が無力になっていると分かっていない。

（全快している、とも思ってはいないかもだが……不確定要素を無視するには分が悪い賭けのはずだ）

　全く、俺はどっちの側の人間なんだと思わざるを得ない。だがこれで、バンショクジャーが交渉の席に着いてくれれば──

　そう、俺が思った時だった。

「うふふ、まあそういきり立つな」

　蠱こ惑わく的な笑いを貼り付けて、タラタットが俺の横へ立ったのだ。

（タラタットー！　刺激すんなー！　撫なで子しこさんの笑顔が一瞬消えたぞ今！）

「た、タラタット様……！」

　アシェラーにも想定外の行動だったようで、慌てて上司の肩を摑つかんでいる。それをタラタットはぺしっとはたく。

「バンショクジャー諸君、儂わしはお主らに負けた。今更敵対しようとは思うておらぬ。警戒するでない」

　カラスさん達が顔を見合わせる中で、アカシが即答する。

「無理な話だな。お前らが暴れないとどうして言える」

「ほー。ふむ、それはの。この者が説明しよう」

「あ、わわっ」

　ぐい、と。タラタットは自分を引き戻そうとしていたアシェラーの手を取り、逆に前に出す。おいおい、何させる気だ。

「ごにょごにょ……」「え、えぇっ？」

　──何言わせる気だよおい。

「わ、私は──」

「大幹部アイルシェラッド……！」「素顔あんなんなのか……」

　アカシ達のみならず、後方のオペレーター達も緊張を新たにする。

（無理ないな。俺らを半年くらい前に一回負かしてるし、ミリオカラーとも相討ちになるほどの奴やつだ）

　最終決戦の暴れっぷりを思い出す。現在の若妻じみた姿からは想像しようも無いが、未いまだに直接的な破壊力でアシェラー以上の存在を見たことはない。

「そ、その、だな──えぇい！」

　ぱしん！　と。彼女は己の頰を叩たたいて気合を入れた。思わず構えてしまうアカシ達。

　だがアシェラーは、ずびし！　と俺を指さして、

「私は！　そこのバンショクグリーン……草くさ間まミドリと愛を誓った！」

　宣言した。してしまった。

（うぉおぉぉぉぉおい俺の立場ー！）

「な、あ──!?」「は？」「ええええぇぇえ!?」

　驚きよう愕がくのざわめきが本部内を満たす。ただふたり、アカシとカラスさんは「と……隣の未亡人!!」って感じの顔をしていたが。
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（オイオイオイ。死んだな俺）

　タラタットを見れば、愉快この上ない、という顔である。お前なあ。

「この出頭もミドリに言われてのことだ！　既に人類に敵対する気はない！」

　そうして、アシェラーは豊かな胸の下で腕を組み、赤面したまま押し黙った。これ以上言うことはないと示すように。

「愛……」「え、お付き合い……ってコト？」「結婚？」「草くさ間まさんマジで？」「いやあれならまあ……な？」「お前なあ」「そりゃ美人だけどさ」

　毒気を抜かれたように、バンショクジャーオペレーター達が囁ささやき合う。

「ちなみに儂わしも熱心に口説かれてのう。なんかこう、まあ長いこと生きとるし？　たまにはこういう相手も良いいかのーって」

　続いた発言に、囁ささやきのトーンが一気に変わった。

「ロリコン……」「しかも二股かよ」「草くさ間まさんマジで？」「いやあれはヤバいでしょ」「警察呼ぶ？」「何でもアリすぎる……」「かわいい」

　噓うそを吐かなければ良いというものでは無い。俺の社会的信用と職場の立場を殺すな。

「え、ほんとですかタラタット様。え？」

　そこで狼狽うろたえるなよアシェラーも。

　しかし。場の空気はふたりの発言で闘争の気を薄れさせつつあった。アカシ達は流石さすがに未まだ緊張を解いていないが、変身の構えは既に下ろされている。

　──だが。

「洗脳よ！」

　その場の空気にたまりかねた、というように声を上げたのはアオだ。警戒感マシマシの目で俺達を見ている。

「大首領の能力だもの！　ミドリおじさんはあいつらに洗脳されてるに決まってる！」

「しとらんぞー」

「いや、されてないぞ。俺は自分に仕掛けられたら分かるから」

「大首領うるさい！　ミドリおじさんも、されてる人はみんなそう言うの！」

　おのれ姪めいっ子め。そんなに会ったこと無いだろ洗脳された人と。

「──証明、出来ますか。ミドリさん」

　カラスさんの問いは悪魔の証明というやつだ。相手の能力がかけられたことが分かる、という感覚はあくまで俺個人のものなのだ。

　そもそもがタラタットの能力が実は『他者思考の強化』というものである以上洗脳でも無いのだが、彼女達の側に立っている俺が説明したところで、説得力が無い。

「つまり、俺が洗脳されてこの二人に籠ろう絡らくされているわけじゃないって分かればいいのか？」

「まあ、そうね──。草くさ間まが重度のロリコンなことは変わらないけど」

「撫なで子しこさんやっぱ怒ってない？」

　怒ってないとでも思ってんのか、と言わんばかりの大変良いい笑顔を返された。うう、嫌われたかな……。

　俺は嘆息をひとつ。しばらく考え、これならどうだと眼鏡をくいと上げた。

「もし、この二人が人類に敵対行動を取った場合。俺はみんなに協力してこの二人を倒す」

「！」

　俺の発言に、アシェラーは流石さすがに表情を硬くしたが、

「その上で。俺は洗脳ではなく、この二人を信じている。どうか、話を聞いてやって欲しい」

　これでどうか、と俺は周囲を見回した。

（こういう真ま似ねを前もって命令されていたのだ、と言われたらまた堂々巡りになるが……何か無いか）

　これを一時しのぎと新たな考えを巡らす俺だったが、

「ふむ、上々の回答ではあるのう」反面、そう笑ったのはタラタットだ。「おい、そこの者共。お主ら情報解析とかが仕事じゃろ」

　オペレーター達へと声をかける。ざわめきが広がる中、パレット博士が前に歩み出て警戒しつつ答えた。

「──その通りだ」

「そんなら儂わしが支配しとった地域な。民の状態も潜入調査したこともあったじゃろ。来とったのは知っとるぞ──えーと、当世語でなんじゃったっけ……あれ、スパイ」

　はっ、と博士は手元のタブレットでデータを確認する。数十秒の後、顔を上げる。

「──確かに。クリアード支配下、洗脳されていたと思われる住民は、接触してもこちらの説得には耳を貸さず、どう説得してもクリアードへの反感をほのめかす言動すら無かったと記録されている……が」

　おお……とか、ああ……、という感嘆と嘆息の間のような声が広がった。

「とりあえずの合意は取れたということかな」

　声が降ったのはその時だ。一同が上方、オペレーションルームの司令席を見上げた。

「彩いろどり司令！」

　司令席直通の扉から現れた人物は『エレガント』をそのまま体現したような男性だ。

　彩いろどり鮮せん明めい、四五歳。バンショクジャー日本司令。新エネルギー『カラード』の実用化にも一役買った、対クリアードの第一人者でもある人物だ。

「司令！　遅いぜ！」

　アカシが文句混じりの快かい哉さいを上げるが、司令は鷹おう揚ようとしたものだ。

「うむ。連絡貰もらった時は揉もめるだろうなーでも草くさ間ま君ならその内収めるだろと思ってな。良いいタイミングまでゲームしてた」

　スマートフォンをひらひらしてみせる。何してんだよこのひと。

「現れたか。鮮せん明めいよ」

　これまでの調子から一転、タラタットは不敵な笑みで彩いろどり司令を見上げている。同じく笑んで見つめる司令の視線とぶつかった。

「上からすまないね、大首領タラタット。だが今は私が勝者だ。構わんだろう？」

「貴様──無礼な」

「くは。若輩が言いよるわ。良いい、アシェラー。下がれ」

　見た目にそぐわぬ笑みを浮かべたまま、タラタットは一対一の会話を続ける。

「事情は了解したな。これは儂わしの厚意である。受け取るが良いい」

「あの太たい母ぼが随分と譲歩したものだ。これは草くさ間ま君のお手柄だな。男女の情も中々馬鹿に出来るものじゃないね」

　軽口に混じる態度を感じ取り、アオ達が不満げな声を発する。

「ええー!?　じゃあこいつら、受け入れちゃうの？」

「マジかよ司令！」

「はは。君達ももうそろそろ、彼女らに敵意が無いことは分かってきているはずだが？」

　彩いろどり司令の言葉に、若者ふたりは、ぐむ、と言葉に詰まる。

「ふう。司法取引、のようなものですか」

「──後で落とし前は付けてもらわないと」

　嘆息混じりに大人組もまた退いた。

（収まったか……）

「では。元クリアード大首領タラタット。大幹部アイルシェラッドの身柄は一時、我等が預かることとする。無論これは世間には極秘だ。各おの々おの徹底するように。

　また、彼女らの扱いは一級捕虜と同様とする。カラードの行使を封じる機器は付けさせてもらうが、抵抗しない限り人権を保障した上で研究を行うこと。良いいね？」
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　数時間後。俺は本部内の宿泊室にタラタット達の着替えや生活必需品を持ってきていた。

「悪いな。しばらく窮屈になるが」

「構わんよ。儂わしは研究所で磔はりつけにでもされると思うとったからの」

「タラタット様に不自由あればすぐに抗議するからな。覚えておけよ」

　はいはい、と忘れ物がないか確認してもらう。

　ちなみに、彼女らの私物をここに持ち込む時、アオに「おじさんやらしい」みたいな目で見られた。地味に落ち込む。

　アシェラーはといえば、タラタットの寝床を設しつらえて背を伸ばす。

「パート先の大おお国ぐに氏に休みの連絡をせねばな……ミドリ、頼めるか」

　ぽそり、と呟つぶやいた彼女の言葉に。俺は思わず噴き出した。

「ぶふっ」

「何だ。何を笑う」

「い、いや……くっ、あははっ」

「おいっ！」

　元悪の組織の大幹部が、バイト先の迷惑を考えて伝言を頼んで来ているのである。笑わずにいられようか。

「あーそーだ。儂わしも儂わしも。団地のチビ共に言っておいてくれるかの。しばらく遊べんと」

　タラタットも付け加えてくる。

　そういうことに、俺を頼ってくれる。信じてくれている。

　頷うなずきながら、俺は思い、そして口に出した。

「俺はお前らを信じられるよ、やっぱりな」

　タラタットは肩をすくめる。アシェラーは──顔を逸そらしてふんと鼻を鳴らした。

「当たり前だ。お、お前は、私を…………あ、愛しているんだからな」
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　というわけで、俺にひとりの生活が戻ってきた。

　朝起きて適当にパン買って出勤して、昼休みに適当な飯買って、帰りに半額弁当買って帰って食べ、ゲームのデイリー消化して筋トレして明日の準備して就寝だ。

（さ、寂しい……）

　びっくりするくらい寂しかった。

　断っておくと、ひとり暮らし自体は別に嫌いでは無い。仕事以外の全てが自由時間というのは気楽だし、食事や風ふ呂ろも誰に急せかされる訳でもない。

（……気楽だけども）

　どうやら自分はエセぼっち気質だったようだ。たった一日でこのザマである。

「あー、アシェラーの飯食いたい……」

　などと、昼休みに学食のうどんを食いながら思わず口走るほどだ。

「えー、なになにセンセー久し振りに学食来ちゃって。こないだの彼女別れたん？」

「違う」

　断じて違う。別れてない。

　じろりと視線を向ければ、担当クラスの生徒が数人、にやけ面で集まっていた。興きよう味み津しん々しんである。この間のアシェラーによる学校訪問から、このような好奇の視線が多い。

　授業の時は質問もしないのに、こういう時だけ寄って来やがる。俺は素っ気なく答える。

「しばらく用事で出てるんだよ」

「てかいつからあんな美人と付き合ってたんすか草くさ間ま先生」

　男子に聞かれて、む？　と俺は考える。しっかり想おもいを伝えて相互理解してから、となると、

「四日前からだが」

　ええー!?　と驚きの声が響く。なんなの。

「じゃあ付き合ってもないのに弁当作ってもらってたんですか？」

「む」

　言われてみればそうである。アシェラーの方から持たせて来たとはいえ。

「うわー。それ絶対相手待ってたんですって」

「エッぐ。女側の気持ち考えなよほんと」

「既読スルーするタイプだこの人」

「ラノベの主人公かよこの男」

　女生徒達に批難じみた目で見られた。そういえば、似たようなことで怒られた気がする。

　今は怒られることもない。彼女達のスマートフォンは俺が預かっている。なので、メッセージも当然届かないのである。

　ぎゃいぎゃい騒ぎ始めた生徒達を放って、俺はふへえ、と重たい息を吐いた。

（今日は午前上がりだし、帰りに会いに行こうかなあ）
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　と言うわけで会いに行った。

　緊急の用件でもないということで面会は駄目と言われたため、俺は本部の端末を借りてモニター越しに会話している。

「どう？」

「たかだか一日でどうも何もありゃせんじゃろ」

「全く貴様は。子供ですらもう少し我慢するだろうに」

　怒られてしまったが、どうにも顔が緩む。

　ただ、それはタラタットとアシェラーのふたりも同様であったらしい。

「お主の要求のおかげじゃな。無体なことはされとらんよ。……なんじゃお主、寂しかったか」

「……三食外食した？　自堕落な真ま似ねを！　全く、私達がいないと何も出来んな貴様は」

　少しの間でも、画面越しに交わす顔と声に気安さがある。

「研究とは言っても、昨日今日は儂わしの髪とか血とか取って、能力波長とか記録しただけじゃからの。解析が済めばまた別のことやるんじゃろうけど」

「今のところは──タラタット様の玉体に触れること自体不敬ではあるが──問題はない。何かあれば貴様がどうにかしろ。分かっているな？」

　アシェラーの言葉に苦笑する。軽く言ってくれるが、頼りにしてくれているということだ。

　ともあれ、タラタットの能力解析が出来れば、新組織の怪人装甲に使われているカラクリも分かる……可能性がある。

「もう少しの辛抱だと思う。……終わったらちょっと豪華なもん食べに行くか？」

「んー、儂わしそれもええけど。アシェラーはなんて言うかの？」

　はて？　窮屈な生活をしているふたりの気を紛らわせようとした発言に、予想外の返事が来た。すると、画面越しから怒気が滲にじみ出でる。

「ほお……貴様、早々と私の料理に飽きたとでも言う気か。それより外食店の栄養バランスが悪い食事が好きか。そうか」

　予想外の所に火が点ついてしまった。

「待て待て待て！　お前に苦労が無いようにって思っただけだよ！　飽きてないから！　たった一日でアシェラーの料理が恋しくなってました！」

　必死の弁明に、タラタットの後ろでぷいと横を向いてしまったアシェラーの顔が少しだけ染まる。

「ふん……見え透いた世辞を言いおって」

　消火。なんとかなったか。

「──とりあえず、元気そうで良かったよ。また来る」

「おう。またの～」「仕事をしっかりしろ、馬鹿者」

「ふぅ……。む？」

　通話を終了したところで、視線を感じた。振り向く。

「「「…………………………………………」」」

　オペレーターのみんなから生温かい視線が注がれていた。

「えーと。その。違うんだ」

　これはあくまで隣人との会話であって。

「気にするなよグリーン」「一応今日勤務の奴やつらは応援してるぞ」「甘ったるぅ……」「あれがクリアードの、ねえ」「あーブラックコーヒー飲まねえとダメだこれ」「まあ思うことがなくはないが、勝つためだしな」「正直俺もアイルシェラッドはエロいと思ってた」「うむ……何も言えんさ」

　最後の奴やつら誰だよおい。
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「──機は整った」

　暗闇に少年の声が響く。

「バンショクレッドは負傷、対象指向性特殊装甲も安定。量産の目め処ども付いた」

　声を見上げる光がある。かつて在りし意志の無い光だ。

「同時に、これ以上の実戦テストは機を逸する。バンショクジャーは何らかの対策を講じてくる。必ずだ」

　立ち上がる。声の通りの小しよう軀くだ。手を振って行動を示す。

「全投入だ。この戦闘でバンショクジャー本部を墜とす」
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　呼び出しのアラームが鳴ったのは、本部を出てすぐだ。

「っ、怪人か……！」

　俺は歯は嚙がみする。アカシの負傷を考えれば、全員でかからねば苦労する戦いになる。

（新組織の怪人はどんどん強くなっている……正確に言えば堅くなっている、だが。タラタットの研究成果が出るまで耐えられるか……？）

　ともあれ、倒さねば始まらない。眼鏡を外す。

「──緑衣着色！」

　翠みどりの光をまとって、俺は指定された出現場所へと走り出した。




「グリーン。来てくれましたか」

「丁度本部の近くにいたからね」

　夕刻の現場には、もう他の四人が揃そろっていた。ブラックへ答えて合流する。

「ふーん。本部……」

　なんだかブルーの仮面の下の目が細くなった気がした。

「どーせいやらしい目的でしょ」

　平へい坦たんな声で責められる。ぬう、反抗期。

「ま、その話は後で詰めてあげましょ」

　ピンクの視線に、忘れようよそこは……と思ったところで、俺は赤いスーツに目を留める。

「レッド……いけるか？」

「ああ。任せてくれ。ここで寝てるワケにもいかねえし」

　拳と掌てのひらを打ち合わせるレッド。完治している訳もないが、ここは信じるしかない。

　俺は周囲を見回した。郊外の、整地された土手が広がる場所だ。西方向には川が流れ、街へ続く関門のように、俺達が存在している。

「街の外なのは好条件ではあるか」

「これまでの怪人の素材から、偽装していても接近が分かるようになっているという話です」

　ブラックの説明に頷うなずく。確かに、最初の方は街の真ん中に現れていた新組織の怪人は徐々に離れた場所で捕捉出来るようになっていた。

「技術班に感謝だな」

「後はミリオカラーの修理と、敵の秘密も早く暴いてくれたらいいんだけど──見えたっ」

　ブルーの声に皆が視線を川へ集中する。ざばり、と。水中から異形の姿が現れる。それは甲殻類──中でも蝦蛄しやこに似た姿の怪人だ。

「まーた堅そうね……」

　うんざり、という具合にピンクが漏らした。

「だけど、今日は五人いる。グリーンのブーストかけて総攻撃すればいけるはずだ」

　レッドの言葉に一同、頷うなずく。

　やはりこう言う時、彼の統率力は頼りになる。若いのに。生徒達もこう育って欲しい。

　気合と共に、さらなるレッドの檄げきが飛ぼうとした時だ。

「よし！　行く……ぞ……？」

　声は尻すぼみに、バイザーの視線は蝦蛄しやこ怪人を通り越し、

「ちょっとレッド……？　っ…………！」

　ざばり。

　続いた水音に、一瞬遅れてブルーが。そして俺達も気付く。

　蝦蛄しやこ怪人の後ろに続く、鮫さめ頭の怪人だ。

　一体でも手こずる強化怪人が、二体。初めての複数だ。

「蝦蛄しやこといい、気軽に遡そ上じようして来ないで欲しいですね……」

「俎そ上じように載せるのが大変そうだなあ」

「おや上う手まいことを」「はっはは……」

　ブラックと笑い合う。そうでもしないとやってられない光景ではある。

「おじさんたち！　つまんないこと言ってないで！」

「ほんとに。そんな場合じゃないでしょうに」

　女性陣に怒られた。ブラックと切なく見つめ合ってから現実を見つめることにする。

「どう思う、レッド」

「きっついな」

　素直な言葉が返ってくる。ですよね。

　だが。

「でもまあ、今本部にいるあいつらとの決着の時ほどじゃない」

　笑みを含んだ声。俺達の脳裏に、戦闘モードのタラタットとアシェラーの姿が浮かぶ。

「確かに」「そーね」

　ちょっとだけ背筋が冷えた。

　クリアードとの最終決戦では、攻撃能力と速度ならば新組織の怪人を軽く上回る怪人将軍四体（しかも巨人化する）、果てに最後の大幹部アイルシェラッド、そして大首領。連戦に次ぐ連戦だった。

　当時はミリオカラーも健在、他支部のバンショクジャーも来ていたとはいえ、作戦難度は比較にならない。

「いや～、思い出したくないとこまで思い出しちゃった」

「私アイルシェラッドのビームで、ミリオカラーの腕ごと消し飛びかけたのよね……」

　頭痛を抑えるようにする女性陣に苦笑しつつ、

「アレに比べりゃぬるま湯だな。よおし、やるか」

「レッド、方針をお願いします」

「まずは一番物騒っぽい鮫さめからだ。一人が蝦蛄しやこの注意を引いている間に、四人の集中攻撃で速攻倒す。そこからもう一体相手だ。確実に一体ずつ落とそう」

　士気を取り戻し、戦術が決まった。

（アシェラー、タラタット。待ってろよ）

　ならば後は、バンショクジャーが叩たたいて倒す。それだけだ。

「いくぞ！」「「「「おお！」」」」
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　ひくり、と儂わしの鼻が動いた。

「アシェラー」

「はい、タラタット様」

　答える部下の返事も平静だ。勘付いてはいるらしい。

「戦じゃな」

「そのようです。予定されていた夜の研究協力への呼び出しも来ませんから」

「ふ────────────む」

　鼻から細く長く息を吐き出して、儂わしは壁を眺める。この向こう、バンショクジャー本部の外、北東、数㎞のところで。

「カラードの衝突がある。戦っておるな、ミドリが」

「……………………は」

　アシェラーの返事には間と重みがあった。この部下は未まだ素直になれぬ所がある。心配ならそういえば良かろうに。

（人間の行く末を信じてやるとは言った。ミドリ個人も。しかして負けてしまえばそれもそこまで、じゃぞ）

　早くも正念場、というところではある。バンショクジャー、ひいては人類のだ。

（儂わしらを倒したからには下手な相手に不覚など取って欲しくはないが……勝負は状況がもたらすもの。その面で言えば、今のバンショクジャーは最悪に近い）

　僅かな衣きぬ擦ずれの音に、儂わしは意識だけそちらに向けた。アシェラーが同じ方向を向いたまま立ち上がり、しかし黙っている。

（しょ～がない子じゃの～）

　だからこそかわいい、というのもあるが。

「アシェラー」

　名を呼ぶ。彼女は表面上だけは無表情に振り向いた。

「どうじゃ、お主。ミドリとの約定まではまあ大人しくしてやるにしても、その後は如い何かにする」

「そっ、それは……ミド、いえ、バンショクジャーが負ける、と？」

「さてな。だが、儂わしの予想が当たっておれば、此こ度たびは新たな組織とやらの勝機であろう。何せミリオカラーは未まだ修復中。おまけにレッドが負傷しておるからな。自身らの手も割れてはいない。ここに全力をかけてくる可能性は高い」

　息を吞のむアシェラー。

「お主に任せるよ、アシェラー。儂わしはお主に助けられてこうしておる」




　タラタットは想起する。

　あの日。バンショクジャーに敗れ、その運命を良しとした日。そのまま消え去ろうとする自分の存在は、必死な息遣いにより保たれた。

「大首領様……、大首領様……！　私の力を注ぎます、どうか、お姿をお保ちください……！」

　既に体は崩壊している。閉じていた視覚を新たに作る。銀髪と顔中を血と涙に染めて、我が眷けん属ぞくの一ひと柱はしらが自分を胸に抱き、見下ろしていた。

《アイルシェラッド……アシェラー。もうよい。捨て置け》

　か細く、伝える。

「どうか、そのようなことを仰おつしやらずに──！」

　さらに力が注つぎ込まれ、辛かろうじて肉体を失った儂わしの存在が固定された。

「よし、これであれば……」

《お主、その体で──》

　視覚を巡らせれば、アシェラーの体もまた酷ひどい有あり様さまだ。

　腹に大穴、首筋に刀傷。半身は焼け焦げて、人間ならばまず確実に死んでいるであろう傷痕が、体の各所に刻まれている。

「バンショクジャー、敵ながら見事──不ふ甲が斐いなさの極み、お許しください。大首領様をお守りする任、ぶっ、無様にも、果たせず……！　生き恥を晒さらしております」

　涙を流しながら、彼女は力なくよろよろと走り出した。

「どうか、安全を確保するまではお気を確かに。身を隠せる場所を探します」

《詮無き、ことよ》

　人が生まれる前、自意識もあやふやな時代を含めれば、数十万年は生きた。

　人類支配。自身がやったことを間違いだと思っていなかったし、それを否定されたのだから、そのまま滅びるも致し方なし。そう思っていた。

《お主は運良く生き長らえたのだ。自由に生きるが良いい。義理立てなど無用だ》

「いいえ……いいえ！　私、私は貴女あなた様さえおられれば……貴女あなた様が御無事ならばそれで良いいのです……！　私は、元より大首領様の御身が、最も……」

　だがこのように、今自分を求める者がいる。

「どうか、お諦めにならず……！　この情けなき身を救うと思って、私と共に──！」

　縋すがるようにアシェラーは言いおった。

（なんとまあ。こやつ、このような甘え子であったか。己の欲望も持たず、幼き魂のままに──）

　自分の滅びを望んだ者達がおり、自分の存在を望む者がここにひとりいる。

（滅ぼしたい者達の想おもいは受けた。次がこやつならば。まあ──しばしは良いいか）

　次に自分を知る者に出会った時、運命を託すとしよう。




　そうして、今儂わしはここに至っている。意志を決めるのはアシェラーで良いい。

「し、しかし私は……」

「儂わしが生きておればそれで良いい、か？」

「は、はい」

　ぴし、と儂わしは指をアシェラーに向けた。

「噓は許さん」

「っ！　た、タラタット、様……」

　力がにじみ出る。全盛の時と比べれば遥はるかにささやかではあるが、何、こうすれば良い。

「抵抗も許さん」

　素直じゃからなこの子は。

「……！」

「お主の『最も強い渇かつ望ぼう』を強化する。それがかつてと変わっておらねばそれで良し。だが。お主の欲望が。思いが。一個の存在として育っているのであれば」

　大事なものが儂わしだけでなくなったならば。むしろ期待して、儂わしは笑ってしまった。

「であれば、望むことを為なせ。付き合ってやろう」

　アシェラーは……泣きそうな、それでいて笑い出しそうな。奇妙な表情をした。

「あ、あ──タラタット、様」

　恐れるように、畏れるように。彼女は自身の胸を押さえた。
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「バーニング、ブレッドっ！」

　無数の焰えん拳けんが撃ち込まれる。硬質な音が連続する。

「っ！」

　それを押し返すような動きをいち早く察知して、レッドはバク転で後ろへと飛ぶ。

　その一瞬後。レッドのいた場所に、がちんっ！　と鮫さめ牙きばが空気を裂いて閉じられる。

　爆発。鮫さめ怪人の足下が爆炎に吞のまれる。怪人が踏むように仕掛けられた地雷だ。さらにその爆発の最中へと走り込む緋ひ色いろ。

「ベルベットマイン、引っかかったわ……ねっ！」

　ずこぉん！　と小気味良い音を発して、鮫さめ怪人の顎が跳ね上がった。

　煙の中から現れたのは、ほぼ垂直になるまで右足を上げたピンクの姿だ。

「行って！　ブラック!!」

　その横を黒い影がぬるりとすり抜けた。よろめく鮫さめ怪人と交錯する。

「黒こく烈れつ斬ざん……！」

　鮫さめ怪人の頭部が、大きな口を基点として上下に断たれる。

　崩れる鮫さめ怪人が、ほどなく爆発。カラードの飛散による鮮やかな衝撃波が周囲の空気を震えさせる。

「く、ぬう……。はぁ、は──！」

　爆発を背後にするブラックが、地面に膝を突いた。彼の肩にはスーツをも貫く裂傷が見える。

　それを横目で見て、敵を回さないように俺は密ひそかに立ち位置を移動する。

（やっと、一体……だが）

　戦況は苦しいものになっている。

　二怪人のうち鮫さめ怪人に狙いを集中したはいいものの、倒すまでに大きな時間と消耗を強いられている。蝦蛄しやこ怪人はほぼ無傷。その上で俺達は満遍なくダメージを食らっている。

「こいつら、さらに堅くなってやがるな！」

　うんざりしたように、レッドは掌てのひらを振っている。彼の連打で鮫さめ怪人を倒せなかったのは、俺達全員にとって意外だった。

　戦況の変化を見届けて、蒼あおい影が俺の隣に着地する。

「グリーン、疲れるだろうけどブースト切らさないでね」

「はいはい。任せといてくれ、……っと！」

　蝦蛄しやこ怪人の牽けん制せいを引き受けていたブルーのおねだりに答えつつ、

「全員、一旦下がってくれ、俺のとこに！」

　俺は集まった皆へ、攻撃の際のカラード反応を増幅するブーストをさらに全員へかけていく。

（とはいえきっつい……！　残り一体倒せるか……!?）

　自惚うぬぼれでも何でも無く、途中で俺がガス欠になれば詰みだ。今の怪人達には、レッドの必殺技ですらブースト抜きではほとんどダメージが通らない。

（だがやはり……攻撃の瞬間に、皆のカラードの勢いが弱まっている……？　それが相手の堅さのカラクリか？）

「パワーとスピードはそこそこなのに、全然怯ひるまないから攻撃食らってる途中に反撃してくるし、全くもお！」

「しつこい相手って嫌よね、ほんと……」

　ブルーとピンクはスタミナ的な意味での消耗もより大きい。

「レッド……一回退くことも考えてみないか」

「も、保たないか？」

「ちょっと怪しい」

　戦慄気味のレッドに正直に答える。

「その場合は我々の回復まで、通常兵器でどれだけ足止め出来るかですね」

「一体ならそこそこ出来る……と思うけど。どうするの？」

　ブルーがレッドとピンクに向かって言う。

「よし、総攻撃だ。それで倒せれば良し」

「倒せなければトンズラね」

「お、おう」

　トンズラって久し振りに聞いたなおい。ＯＬの語彙か？

　ともあれ。いざ、と俺達が残りを迎え撃とうとした、その時だ。

　耳が、音を拾った。




　ざばり。




　音の方を向く。右側、流れる川からだ。暗くなった水底から上がる影がある。

「全部で三体いた、だと……！」

　戦慄が走る。数もそうだが、正面と右から攻められる形になっている。

　人数的には勝っているが、結局の所俺達は戦力を集中しないと相手を倒せない。四方を押さえられれば押さえられただけ不利になる。

「こいつら、これ狙って!?」

「ここからさらに二体は無理ですね。後方に退却を！」

　ブラックが即断する。レッドも流石さすがにこれには一言も無く頷うなずいた。

　反転。瞬間、

（──横ッ！）

　咄とつ嗟さに俺は身を伏せる。頭上を通り過ぎる刃物の音。

（左ッ、さらに逆！）

　はっきり言って勘で動いた。脚による水面斬りで相手の脚を払い、身をくねらせて返し刃をかわし、

「だっ!!」

　体当たり。土手の反対側、草むらから突如現れた相手がたたらを踏んで下がる。夕焼けに浮かび上がるその姿は、二足歩行の蟷かま螂きりだ。

（あ、危ねぇぇ～……！　四体目かよ！）

　肝が冷える。そして気付く。

（俺の攻撃が、普通に通った？）

　少なくとも、相手が凄すさまじい耐久力、という感覚は無い。新しく出た怪人は特別な堅さを持たない？

（いや……それは都合良く考えすぎだ。それに！）

　現状それどころでは無い。

　前方、かなり近付いてきている蝦蛄しやこ怪人。左方、先ほど下がらせた蟷かま螂きり怪人。右後方、川から上陸した山さん椒しよう魚うおじみた怪人。

　その向こうにバンショクジャーのみんな。

　分断された。

（これは、死ぬかも）

　頭のどこか、冷静な部分がそう告げる。

　ただ、閃ひらめくものもある。今の蟷かま螂きり怪人との交錯で得た違和感。それが俺の予想通りならば。

（助かる……どころか、ギリ勝てる目もある）

「グリーン……！　今行く！」

「一瞬、待て！　確かめる！」

　皆へと叫ぶ。皆と一緒に叩たたいたのではいまいち分かりづらいからだ。

　そして俺は、バンショクジャーの皆との間に立つ山さん椒しよう魚うお怪人へと踏み込んだ。

「グリーン!?　無茶です、一人では！」

　ブラックの警告を敢あえて無視して、俺は仲間へ叫ぶ。

「ブルー！　ピンク！　後ろのシャコとカマキリに飛び道具で牽けん制せい頼む！」

「うっ、うえぇ!?　分かった！」「何だか分かんないけど了解！」

　俺に対して、分からないまま、怒ったままでも信じて、了解してくれる。

（良いい仲間だよ、ほんとに）

　後ろから殴られたら普通に死ぬ。蝦蛄しやこ怪人と蟷かま螂きり怪人への対処を一時任せて、俺は能力を発動させる。

「グラス・イクイップメント……！」

　短時間だけブーストをかける、省エネの技。全員分のブーストは一旦店みせ仕じ舞まいだ。

「俺の直感が、確か──」

　ぐば、と大口を開けて飲み込むように嚙かみ付ついてくる山さん椒しよう魚うお怪人。上下と前へ広い攻撃範囲。

　ならば横、という考えを読んでいるかのように、敵は両腕を大きく開いて抱き付こうとしている。

「な・らぁぁア！」

　俺は膝を抜いて体をすとんと真下に落とす。体育座りよりもさらに低く、ほぼ仰向け寸前の状態となって牙を避ける。

「っどりゃあ！」

　頭の両側面、地面を掌てのひらで叩たたいて伸身。その反動で思い切り逆さまに、両足裏を上にして跳ね上がる。狙いは──

（閉じたアゴ！）

　山さん椒しよう魚うお怪人の顎下の肉へめり込むような手応え、ならぬ足応え。そのまま撃ち抜いた。

「グゥォォオォォ……！」

　思い切り顔を跳ね上げられた山さん椒しよう魚うお怪人が、もんどり打って苦く悶もんする。

　効いている。

　五人の中で一番攻撃能力の低い俺グリーンの一撃が、だ。

「むっ!?」「どういうことです？」

「レッドとブラック、追撃！」

　見ていたレッドとブラックが、疑問に思いつつも倒れた山さん椒しよう魚うお怪人へ拳と剣を振るった。

　ばむんっ！　と。今度は弾力がふたりの攻撃を弾く。やはり、ブースト無しでは全く通じない。俺以外の攻撃には、相変わらず超防御力が発揮されていた。

「なっ？　これ、どういうんだ？」

「皆！」

　条件は分かった。俺は声を張り上げる。

「敵怪人の防御は、俺には反応しない！」

「「「「！」」」」

「理由は分からん！　だが確かだ！　だから、ええと──」

　作戦をまとめようとする。どういう指示が的確か、そう俺が迷ったその時だ。

「グリーンがアタッカーだ！　ブーストは以後グリーンが自分だけに使え！」

　レッドの良く通る声が響いた。

「ブルーとピンクはグリーンのアシスト！　俺とブラックがグリーンの相手以外の二体を引き受ける！　ダメージを与えるんじゃなくて、引き付けるだけならブースト無しでやれる！」

「レッド……」

　彼は俺に向け「だろ？」とばかりに親指を立ててみせる。仮面の下のイケメンドヤ顔が目に浮かぶようだ。

「はは、さっすが」

　バンショクジャーのリーダーは伊だ達てではない。

　新組織の怪人は、高い防御力を誇るが他の能力はその限りではない。攻撃も速度も、クリアードとの戦いを潜くぐり抜ぬけたバンショクジャーの面々ならばどうにか対応出来る。

「「「了解！」」」

　ブラックら三人も即座に動き出す。後は、

（俺が、どこまでやれるかだ……！）

　山さん椒しよう魚うお怪人が起き上がる。俺とブルーとピンクがそれに相対する。

「前に一回あったねこの組み合わせ」「今回は前衛、代わってあげられないわよ？」

　どことなく楽しそうな女性陣二名である。

（ま、まだ二人とも怒ってないか？）

　ほんのちょっとの不安を胸に、戦いは新たな局面を迎える。
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　轟ごう音おんと共に、扉が吹き飛んだ。

「何事だっ！」

「捕虜収容室──クリアードの二体を入れていた場所です！」

「噓うそだろ、カラードは封印されてたんじゃねえのかよ！」

「映像回します……で、出たっ！」

「マジかよおい。下手したらここら一帯吹っ飛ぶぞ？」

　オペレーターらが怪物でも現れたような態度になるのも無理はない。

　警報の鳴る中、捕虜収容室から人影が現れる。それは。

　舞う銀の髪、褐色の肌を鎧よろう白銀の装甲。

　大幹部アイルシェラッド。バンショクジャー五人を向こうに回して暴れ回った戦姫。

　小脇にタラタットを抱え、仮面越しに蒼そう眼がんの光を残して通路を往ゆく。




　部下に抱えられながら、儂わし、タラタットは考えておる。

（うーむ、儂わしに遠慮して動けぬアシェラーの最も強い欲求、渇かつ望ぼうを強化したは良いいが──）

　見上げる。仮面の下の表情は窺うかがい知れないが、張り詰めた空気はひしひしと感じる。

（即行動を起こすほどに思い詰めておったとは）

　壊れたカラード封印装置が、アシェラーの首から床に落ちる。

（元々、万全であれば儂わしやアシェラー級のカラードを封印出来る装置など存在せん。鮮せん明めいもそれは分かっておったじゃろう）

　つまり、彩いろどり鮮せん明めいは儂わしらの力が弱まっておったのを見抜いていたということになる。事実、儂わしのカラードは封印されたまま。

　だが、アシェラーのそれは内部からのカラード圧力により破壊された。

（それはとりもなおさず、今のこやつの力が──）

「まあちょっと待ってくれないかな。二人とも」

　通路の角から、優雅な立ち振る舞いの男が現れる。噂うわさをするどころか、考えれば影、否、光。

　彩いろどり鮮せん明めい。

　奴やつはアシェラーの姿に一向怯ひるむこと無く、軽やかに声をかけてくる。

「ちょっと分からないんだが。彼女は何な故ぜ力を発揮出来ているんだい？」

「…………………………」

　アシェラーは答えぬ。まあ、状態を考えれば気持ちは分かるが。困ったようにこちらに視線を移す鮮せん明めいに、儂わしも首を傾かしげてみる。

「どう見ても貴女あなたの能力のせいだろうに、太たい母ぼよ」嘆息しつつ、彩いろどりは続けた。「それと。彼女が人類に仇あだ為なさぬという保証はあるかい？」

　そこで。儂わしの代わりのようにアシェラーはやっと言葉を発した。

「私は行かねばならん。ミドリの元へ」

　決断的に告げる。その声音に込められた情念に、彩いろどりはふん、とやや辟へき易えきした様子で鼻を鳴らしてもう一度儂わしを見た。

『分かるようにお願い』

　という意志を感じ取る。

「ちとプライベート案件なもんでのう。他言無しな。……おい」

　儂わしはアシェラーに持ち上げてもらい、鮮せん明めいの耳元で囁ささやいた。

「ごにょごにょ……」

「ふんふん…………んっふ！」

　たまらず、といった具合で。鮮せん明めいは華麗に苦笑した。

「いやはやなんとも。人間ではなくても、女の情と言うものは。ワルキューレか何か？」

「まあ、そういうわけじゃ。通してやっとくれ」

　アシェラーの小脇に抱えられたまま、儂わしは苦笑しつつ片掌てのひらを立てる。

「はあ、そういうことなら仕方ない……。太たい母ぼ、これは貸しだよ？」

「わかっとるわかっとる。ちゃんと戻るからの」




　そうして。ふたつの超存在が、畏れの視線を受けながらバンショクジャー本部を出て行く。

「司令～」「いいんですかアレ」

「──さて！」

　司令席に座った彩いろどり鮮せん明めいは、オペレーターの声に構わず両掌てのひらを合わせてぱあん！　と大音を響かせる。

「映像欺ぎ瞞まんの準備だ。彼女らが見られるとちょっとやばいので、これから、誰一人！　戦場に近付けぬこと！」

　ちょっとかなあ、とその場にいた全員が思った。
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　息が上がる。何度打ち込んでも、山さん椒しよう魚うお怪人は倒れない。

（効いてはいる、んだがっ！）

　相手の傷は目に見えて増えてきた上、動きも鈍っている。

（数を重ねないと。今なら連打を決められる──っ）

「グリーン！　それは誘いっ！」

「っ！」

　後方から飛んできたピンクの警告に、考える前に従って身を横に投げ出す。

「ゲボァッ！」

　その一瞬後に、さっきまで俺がいた場所を山さん椒しよう魚うお怪人が吐き出した粘液が通過する。べしゃり、と砂利道に落ちたそれは、一瞬で周囲の小石ごと硬化した。

（うげ、食らってたらカチコチにされてたな）

　ピンクの助言が無ければ、危ない所だった。

「グリーン早く！　立って！」

　ブルーの𠮟しつ咤たと共に、援護の矢と桃色の煙幕が俺を助ける。貰もらったコンマ数秒で、立ち上がって向き直る。

「くそっ！」

　分かっていたことだが、しんどい。ブーストが技のほとんどを占める俺には、いわゆる決め技というものが無い。地味ーなパンチとキックで戦うしかないのだった。

（おまけに、普段前衛で戦わないから立ち回りも褒められたもんじゃないし……）

「グリーン！　不用意に突っ込まないで！」

「相手のフェイントかそうじゃないか、見たら分かるでしょ！」

「間合いの管理がダメダメになってますよ！　疲れで甘えてはいけません！」

「グリーンなら次はやれる！　相手の攻撃の前兆を覚えとくんだ！」

　ちょいちょい飛んでくる皆のダメ出しが心に辛つらいのであった。あとレッドほんといい奴やつだよなお前！

「ちくしょう！　この悔しさからの成長をお前にぶつけてやる！」

　何度目かも分からぬ右拳を、山さん椒しよう魚うお怪人の腹へと叩たたき込む。

「ゴ……が、ァ」

　どすん、と。怪人が尻もちをついた。そのまま、項うな垂だれる。

「……？　うわっ!?」

　疑問に思ったその瞬間、山さん椒しよう魚うお怪人が爆発。

「やった！」「やっと一体……！」

　背後からピンクとブルーの快かい哉さいの声が聞こえてくる。

（倒したのか……いつ振りだ、撃破したの）

　拳を握って手応えを嚙かみしめる。

　疲労はあるが、あと二体。こちらの人数はそのままならば負担は減る。

「よし、次はどいつから……」

　爆発で上がった煙から、前方の戦いを見ようとしたその時だ。

　ごぎゃっ！　と。鈍い音が戦場に響く。

　俺の近くまで赤い何かが飛んでくる。それは、背中から勢いよく落ちて仰向けに倒れる。

「ぐ……はっ……！」

　レッドだ。左腕をあらぬ方向に曲げて、仮面に血を滲にじませている。

「な────「きゃあぁぁぁぁぁぁぁああぁぁっ！」

　俺の戦慄をブルーの悲鳴が押し流し、俺は正気に戻る。

「っ！」

　前を向けば、薄れてきた煙の向こう、左鋏はさみを突き出した蝦蛄しやこ怪人がいる。

　レッドがやられた……っ!?

「わ──悪い、まだキツかった、みたい、だ」

「喋しやべらなくていいわ。──ブルー！　震えてないでしゃんとしなさい！」

「迂う闊かつ！　レッドが万全では無いと分かっていたのに。私のフォローが足りなかった……！」

　ぎぃん、と蟷かま螂きり怪人の鎌を弾き、ブラックがこちらへと下がってくる。

（いよいよまずい）

　こちらへ迫る二体を見ながら思う。五引く一と三引く一。割合としては向こうの損害が大きいのだが、俺の攻撃しか通じない以上、事はそう単純では無い。

　先ほどの山さん椒しよう魚うお怪人とて苦労して倒したのだ。俺とブルー、ピンクの三人でどちらか片方を相手するのは変わらない。引き続き、片方はブラックが引き付けておくこととなる。

（皆に疲労とダメージが蓄積した状態で、だ。おまけにレッドがやられて精神的にもきつい）

　それに引き替え、残りの怪人側のダメージ自体はほぼゼロだ。結果として、レッドが抜けた分こちらの方が不利である。

『退却』の二文字が今度こそ浮かんでくる。

「今なら後ろは空いてる。行くか……？」

「それはちょっと困るね」

　声は、天から降ってきた。

「「「「「！」」」」」

　怪人達の向こう、上空十ｍほどの位置にそいつはいた。

　黒いローブをまとった、一見女の子にも見み紛まがう美しい少年。

「……な………………！」

　だが、俺達はその顔を知っている。絶望的な呼称と共に。

「大幹部アンヌアール……！」
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　クリアード三大幹部の一体。カラードを用いた様々な兵器を開発。さらに『怪人』という、既存生物へカラードを使って生み出される異形を開発した者。

　倒したはずだった。

「お前は、俺の……ぐっ、バーニングドライブシュートで燃え尽きたはずだ……っ！」

　そう。この場全員の目の前で、レッドに必殺技の蹴りを食らい燃え尽きた。ブルーが地面を叩たたく。

「あいつも倒せてなかったっていうの!?」

「いやいや。君達の名誉のためにも言っておくけど、僕はきっちり殺されたよ。ただ、クローンを用意していただけさ。死亡と共に僕のコピーしておいた精神がインストールされるようにしてね」

　んが、とブルーが啞あ然ぜんとして固まった。無理もない。俺も同じ気持ちだ。

　そんな俺達の様子に構わず、アンヌアールは自らを大仰に指し示す。

「急ごしらえのクローン体は当然オリジナルよりずっと弱いからねえ。研究途中の物持って、秘密基地からひいこら逃げて、ここまで来るのに今までかかっちゃったよ」

「どうかしてるわね……」

　ピンクが呟つぶやく。それも同感。

「うーん。君達もか。クリアードの皆もこれ、理解出来ないって言ってたんだよなあ。何でだろうね？　だってさあ。愉たのしむために生きてるんだから。研究たのしいこと出来ればいいもんね」

（当たり前だろ）

　要するに元々のアンヌアールは真実死んでいるのだから。生き返るのでは無く、自分と同じ記憶を持つ別存在が新たに現れるだけのことだ。

（しかも、大幹部級はタラタットの眷けん属ぞく……精神生命体で、同類のはずだ。それにすら影響があるだろう、それは）

　自分の肉体も、本体である精神体すらもどうでも良いい。自分と同じように考えて、同じように研究を続ける者さえいれば良い、という。

　ただ、上司であるアンヌアールの登場で怪人も足を止めていた。俺は隣のブラックへこそりと耳打ちする。

「ともかく、逃げよう」

「同感ですね。状況はさらに悪くなった」

　生き残ったタラタットやアシェラーの弱体振りを考えれば、アンヌアールが元の強さを保持しているとは思えない。

　とはいえ、さらに敵が追加された事実に変わりは無い。

「だから困るんだってば。逃げると酷ひどいことになるよ？」

　ぱちん、と。アンヌアールが指を鳴らす。それに呼応するように、蝦蛄しやこ怪人と蟷かま螂きり怪人がびぐりと体を震わせた。

「!?」

　彼らの内部から光が漏れる。カラードの発光だ。明滅し、体の輪郭を拡大していくような発光パターン。

　俺達はこれに見覚えがあった。幾度も幾度も見てきた。

「巨ギガ人ンタ態イズ……！」

　見る間に。怪人達は三十ｍに迫るサイズとなる。

「あ……」「噓うそでしょ」

　ブルーとピンクの呆ぼう然ぜんとした声。当然だ。今まで、新組織──否、アンヌアール配下の怪人は巨大化をしなかったから、何とか倒せていたのだ。

　ミリオカラーが修復中の今、巨ギガ人ンタ態イズの怪人を倒すには五人全員が万全の状態でなければ厳しいし、超防御力を誇る怪人ならばそれですら難しい。

「いよいよ勝てませんね、これは」

　ブラックの嚙かみしめるように発した言葉。結論としてそうなる。

「なんでだ……！」

　思わず、俺はアンヌアールへ向けて叫んでいた。

「うん？」

「怪人の巨ギガ人ンタ態イズは、タラ──大首領の力によるものだったはずだ。何な故ぜ今それが出来る！」

　アンヌアールは、素直に感心した表情を返した。

「へええ。そこ、行き着いてたんだ。いや凄すごいね。──さて、ここで思い出して欲しいな。僕の能力を」

　かつて何度も読み返して熟知した、大幹部のデータが脳裏に甦よみがえる。

『怪人』の産みの親にしてあらゆる能力を模倣する、カラード科学の申し子アンヌアール。

「……コピー能力、か」

　思いついて歯ぎしりする。そもそもが『己の精神のコピーをクローンに入れる』という復活理由からしてそれなのだ。

　かつて戦った時は、俺達ひとりひとりに対して弱点となるカラード能力を使い分けて攻撃してきた。バリアも次々色を変えてくるし、本当に厄介だった事を覚えている。

「今はそれ出来ないんだけどね。劣化しちゃって、トコロテンみたいに新しい能力入れると前のが抜けちゃうんだよ」

　自分の弱点を晒さらしながら、しかしアンヌアールは笑っている。そんな真ま似ねをする理由。

「だから、最強の能力をひとつだけ入れてしまえばいいと考えた」

「大首領、か！」

　いち早くレッドが喝破する。

「御名答。巨ギガ人ンタ態イズまで使いこなすのに今までかかっちゃったけどね」

（使いこなす──）

　そこで、閃ひらめくものがあった。

「……お前が送り込んだ怪人の、驚異的な防御能力もソレか」

「またしても御名答。──大首領の能力からそこに辿たどり着つくか。やるね」

　大幹部は楽しげに目を見開く。

「どういうこと？　グリーン」

「皆は、奴やつがコピーした大首領の能力──『思考強化』の影響下にあるんだ」

　推測ではあるが。俺はブルーの疑問へ答えた。

「恐らくだが、クリアード壊滅後にアンヌアールが送り込んだ最初の怪人数体は、何の小細工も無い。単にとにかく装甲が厚い怪人だったんだ。だがそれで、俺達は『新組織の怪人は防御力が高い』という思考を植え付けられた」

「……その考えを強化された？　つ、つまり──」

　レッドの言葉を、ブラックが続けた。

「私達は無意識に『この攻撃は通じない』というほんの少しの心理を強化された状態で攻撃をさせられていたのですね」

　彼らとて、心当たりはあったのだろう。いざ技を出す際、自身の思考は遥はるかに強化された諦めに支配される。それでまともな攻撃になるわけがない。

「その通り。僕が能力を十全に使えるようにする練習も兼ねて、ね。何度も何度も繰り返させてもらった」

　こちらの推理を称たたえるように、アンヌアールは拍手する。

　戦う度に。アンヌアールが習熟する度に。その効果は相乗的に高くなる。

「怪人の体表にね、対象へと僕の能力を発する仕掛けを施してあるんだ。名付けて『対象指向性特殊装甲』。君達の『攻撃が効かないという思い』は戦闘を重ねるごとに強くなり、最も早はやこちらの防御を貫くことは敵かなわない」

　彼の視線が、俺を向いた。

「バンショクグリーン、君を除いてはね」

「俺は『思考強化』をかけられたことが分かるからか」

　アンヌアールは頷うなずいた。それで早期にバレてしまえば、バンショクジャー本部は対抗策を講じてくる。

（タラタットに研究の協力をしてもらうこと──一手、遅れたって訳か……くそ！）

「あとまあグリーン、君のヘボい攻撃力ならかかってなくても平気かなって」

「チクショーうるせえ！」

　黙ってろそういうことは。

　こちらの理解に、彼は心地良さげに息を吸い込んだ。

「ふぅ……よーし。説明終わり。満足した」

「満足？」

　こちらの疑問にも良いい笑顔を保つアンヌアール。

「そりゃそうでしょうよ。君達に殺されて組織潰されて、すっごい苦労してここまで盤面設しつらえたんだよ？　せめて頭から全部語りつくして、聞いてもらいたいじゃないか」

　ああそう、という感じである。

「では、そろそろだ。シャコールディ、トゥローヌス。彼らにとどめを」

　指示に、巨怪人が動き出す。

「う、お、おぉおぉぉぉおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおぉぉッ!!」

　咆ほう哮こうと立ち昇る紅あかの焰ほのおが轟とどろく。全員の視線が集まる中で、レッドは己の折れ曲がった腕を、

「がぁっ！」

　ごぎ、と音を立てて無理矢理正しい方向へ直す。その激痛は想像もしたくない。アンヌアールが嫌そうに顔をしかめた。

「良くやるねえ。そんなボロボロの体と切れ掛けのカラードでさ」

　バンショクジャーのリーダーは、声に微み塵じんの震えも無く。

「まだ俺の心臓は燃えてるぜ。吹き消す前に勝ち誇ってもらっちゃ困るってもんだ」

「レッド────！」

　その意思が、闘志の炎が俺達にも火を点つける。だからこそ、レッドは俺達のリーダーなのだ。

（本部からミリオカラーの武器を送ってもらって、全員の全力でぶち込めば怪人一体はやれる……か？）

　カラクリが分かったとしても、俺以外の四人が『対象指向性特殊装甲』とやらの影響を受けることには変わりない。ミリオカラーの武装ですら、あの怪人達の防御を貫けるかは分からない。だが、やってみるしかない。

　俺達で可能な限り敵戦力を減らし、後のバンショクジャーに託す。

「────────────」

　仲間の顔を見れば、誰もが頷うなずいた。

　状況は既に、そこまで追い詰まっている。

　俺達の死が前提、その先を。

（悪いな、アシェラー……あっ）

　そこまで思ってから、ふと気付く。

　タラタット達とアンヌアール。二者は互いの生存に気付いていない。

　アンヌアールが俺達を倒してバンショクジャー本部へ侵攻し、彼女達と再会すれば──

「大丈夫なんですか、あの二人は」

　巨怪人が迫る中、その危惧にブラックも気付いたのだろう。剣を握り直しながら聞いてくる。

　ただ、その疑問への答えは、俺の中では決まっている。

「俺はあいつらを信じる」

　もちろん、実際は分からない。俺と人間を信じてやると言ったタラタットは心変わりをして、再びクリアード大首領として立つのかも知れない。

（だがそれでも、信じる）

　それが、クリアードの支配を否定した俺達の世界なのだから。

　ただ。その答えは直後に来た。

「ビーム」

　まず始めに言葉があった。次いで光が。

　同時にカラードの奔流が。そして最後に、轟ごう！　という音。さらに衝撃。

「ぐっ！」「うおぉぉ!?」「きゃー！」

　各おの々おの、顔を覆って空間そのものを揺らす衝撃に耐える。

「っ、何が………………っ！」

　光と衝撃が去り、顔を上げた俺達は戦慄する。

「か、怪人が……」

　巨人化していた二体。その内、蟷かま螂きり──トゥローヌスと呼ばれた怪人の上半身が、綺き麗れいに無い。吹き飛んでしまっている。

　直後、残った下半身が爆発。全員、再び爆風に晒さらされることとなる。

「なぁ？　何が──」「あそこだ！」

　アンヌアールの戸惑いに答えたのはレッドだ。彼の指さす先、俺達の右側に通る川を跨またいだ橋の上にそれは立っている。

「あ。ああ……」

　俺は目を見開いた。なびく白銀の髪。顔と胴体、そして四肢の末端から肘、膝までを覆う装甲。その間から覗のぞく褐色の肌。

　右腕は前に突き出され、先ほどの極太カラード粒子ビームの残ざん滓しを空間に揺らめかせている。

「アシェラー！」

　戦闘体の姿を取り戻した、アシェラーその人だ。そして小脇に抱えられた、

「と、タラタット！」

「な、何だってぇ!?」

　予想通り、彼女達の生存を知らなかったアンヌアールが驚きよう愕がくしている。

「おーい、ミドリー生きとるかー？」

　小脇に抱えられた状態で、タラタットは笑って手を振ってみせる。

「お、おう。生きてる！」

「ど、どうなってんだ？」「アイルシェラッドの封印はどうしたのよ!?」

　仲間達の疑問よりも、俺には不思議な事がある。

（俺一人からの感情じゃ、せいぜい現状維持が精一杯なんじゃなかったのか？　俺を騙だましていた？　いやしかし、実際あの時は弱かった。ま、まさか俺があいつに惚ほれたからか？　俺がアシェラーと恋人になると世界がヤバい？）

　高速で頭が回転して、様々な不安要素を叩たたき出だす。が、結局は聞くのが一番早い。

「どうなってんだそのパワー!?」

　大声で橋へ叫ぶ。タラタットは自信満々に答えた。

「うむ！　こやつの『最も強い望み』を強化した結果じゃ！」

「なるほどわからん！」

「もう少し詳しく！」

　後からの声はアンヌアールだ。怪人への指示も忘れて、好奇心丸出しで聞いている。そういう奴やつか、こいつ。

「あっアンヌアールじゃ。元気？」

「無論死にましたが元気です！　それよりどういう理屈ですか！　そもそも大首領様、これはどういうおつもりですか？」

　彼にとっては至極当然な疑問が、元上司と元同僚に投げかけられる。

「あーすまん。儂わしらな、負けたんで世界征服は一旦やめた」

「えぇ……やめたんですか」

「やめたんじゃよ。お主もそうせんか？」

　気の抜けた会話をかわす元上司と部下だ。説得に、しかしアンヌアールは後頭部をかいて拒否る。

「いやあ、流石さすがに我等が母の言葉とはいえそうすんなりとは。大首領様の能力エミュレートも軌道に乗ってきたところですし」

「ああアレな、よう出来とる。頑張っておるようだが、そうなると儂わしとアシェラーとやり合うことになるぞ？」

「ですから、その理由ですよ。何な故ぜ僕とお二方が？　そして何な故ぜアシェラーは力を取り戻しているのです？」

　タラタットは次に横の部下を見た。

「ふっ。では言ってやれアシェラー！　お主が力を取り戻した訳、そしてアンヌアールと戦う理由を！」

　仮面の下で沈黙していたアシェラーだったが、ややあってから、彼女の口が開く。

「ミ──」

　声音に尋常ならざる決意の強さがある。その場全員の視線が向く。シャコールディですらだ。

　そして。




「ミドリは、私のものだ！　私が守る！　誰にも渡さん！」




　アシェラーはそう大だい喝かつした。

「んんんんんん？　？　？　？　！　？　？」

「「「「「「……………………………………………………………………………………」」」」」」

　バンショクジャーとアンヌアール、さらにシャコールディの視線が今度は全てこちらに来た。

　いやちょっと待って。

「ふふふ、そういうことじゃ！」

「だからどういうことだよ！」

　速攻突っ込んだ俺に、タラタットはアシェラーの腕から降りて見み得えを切る。

「前に申したであろうミドリよ！　我々の本質は精神体！　人から向けられた感情を食って力とする！

　人ひとり程度では大した力にはならん、が！　我々は『この者のために生きる』と心底から己を規定することが出来れば、対象存在からの感情は高効率のエネルギーとなるのじゃ！」

「おおっ！　なるほど！　その手が！」

　どの手だよ。

　同族であるアンヌアールは即座に納得しているが、俺達は理解にもうしばらくかかった。

　最初に声に出したのは、ピンクだ。

「え、じゃあその、アイルシェラッドって、グリーンを」

　次いで、ブルーである。

「──ま、本マ気ジで心から好き、ってこと？」

「「わーお」」レッドとブラックがハモった。

　え、そういうことになるの？

　俺は心の中で検討する。アシェラー達は、精神生命であるが故に、

（強力な自己規定が、その性質にも影響する……？）

　しかもそれは、精神生命であるが故に、誤魔化しも利きかない。真実である。

　仮面の中であるが、俺の顔に血流が集まる感覚がはっきりある。

「………………………………！」

　仲間達が見ている中で、滅め茶ちや苦く茶ちやに愛の告白をされたのだ。そんな俺を置いて、同じ結論に達した他の面々が口々に状況を語る。

「し、信じがたいことですが……確かに彼女は怪人を撃破した」

「じゃ、じゃあ味方ってこと？」

「俺らの側についてあいつらと戦うっていうのか？　アイルシェラッドが！」

　一同の視線は再び、アシェラーへと向けられる。

「ねえちょっとー、そうなの!?」

「本気で人類側に回るつもりかい？　アイルシェラッド」

　ピンクとアンヌアール、双方の呼びかけ。

　答えるためか、ふたりが戦場へとやってくる。タラタットが何な故ぜか得意げにしつつ、

「結果的にはそうなるやも知れんな。さてアシェラーよ。如い何かにする」

　答えは分かっておるがの！　とでも言いたそうなドヤ顔と態度である。

（こいつは全く……）

　恥ずかしいことは恥ずかしいが、これでどうにかなってくれる……、俺はそう思ってアシェラーへと駆け寄った。

　彼女はそんな俺を見て頷うなずいて、仮面からそこだけ覗のぞく、煌きらめく唇を開き──

「はい。私は──」

　息を吸い込み、宣言する。




「この場の全員を蹴散らし、然るのちバンショクジャー本部を制圧。次にこの街、そして国家。タラタット様とミドリと私、三人だけの世界を作るために行動します」




「「「「「…………………………………………!!」」」」」

　とんでもないことを言い放った。

「あれっ？」

　タラタットまで意外な顔をしている。おいちょっと待て。

「……おっかしいのう。儂わしてっきり、アシェラーはミドリを助けるのが目的じゃとばかり」

「肯定します。私はミドリが手に入り、タラタット様が御無事ならばそれで良いい。ですから、それを脅おびやかすもの全てを砕きます。タラタット様を危険視し、ミドリを危険な任務に晒さらすバンショクジャーも。ミドリの住む街を襲うアンヌアールも。

　────────全て」

　強い口調で、そして地の底から響くような声音で、言い募る。

「おい……」「これまずいのでは」「これが日本のヤンデレね……」「ミドリさん次第で世界が危険ですか」

[image: ]

　仲間に危険視され始める彼女（と俺）を指して、俺は主人にクレームを入れる。

「明らかにヤバいじゃん！　お前確認しなかったのかよ！」

「いやーここまでこじらせとったとはのう」

　頰をぽりぽりする大首領様である。アンヌアールといい、部下の管理マジでしっかりしろ。

　焦あせる俺の頭上に、影が差した。

「！」

　気付いた瞬間、音が吹き飛んだ。膨大な空気が圧縮され、さらに砕き散らされ、莫ばく大だいな摩擦が発光を伴い、周辺へと破壊の波を不規則に撒まき散ちらす。空間の破砕をもたらした大質量の落下激突が、堅い土手を一瞬で液状化させた。

　衝撃波だけで、少し離れた場所にいたレッド達も防御態勢を取って耐えているほどだ。

　轟ごう音おんは、ここでやっと起きた。音速を遥はるか超えた出来事だ。

「ぐぅぅっ……こいつは！」

　俺はそういえば、とシャコールディ……その元となっている蝦蛄しやこの生態を思い出していた。あの生物は水中で衝撃発光が起きるほどのとてつもない速度のパンチを繰り出す。その威力は強固な貝殻ですら優々と砕く。

（レッドもそれを食らったのか！）

　それが人間大、あまつさえ巨ギガ人ンタ態イズとなった状態であったなら。

　そんな破壊の中で、俺が何な故ぜ考え事をするほど無事であったかと言えば無論、

「っ……アシェラー！」

　咄とつ嗟さにタラタットを後ろに庇かばった俺を、さらにアシェラーが庇かばっていた。

　シャコールディのとてつもない速度の打ち下ろしを、見事に掌てのひらでガードしていたのだ。鋏はさみの拳はアシェラー越しに土手を崩壊させているが、アシェラーは無傷だ。彼女のカラード力場により、背後にいる俺達も。

「へえ……巨ギガ人ンタ態イズシャコールディの超音速拳を片手で防ぐか。確かに、かつての彼女とは言わずとも、そこそこ戻しては来ている」

　感心した声のアンヌアール。シャコールディといえば、軋きしむ様な音を立てているものの、その体は微動だにしない。

　ばぎぃっ！　と。堅い何かが砕ける音。シャコールディの拳を止めたアシェラーが、彼（？）の拳の先端を摑つかみ止めているからだ。その指先が甲殻を砕いてめり込んだ音である。

「まずは貴様からか」

　鋏きよう拳けんを握り砕き止めている、その手元から光がほとばしる。

「っ、伏せろっ！」

「のわわっ」

　俺は仲間達に呼びかけて、さらにタラタットに覆おおい被かぶさって崩壊した土手に伏せる。

　直後、激光。シャコールディの鋏きよう拳けんにめり込んだアシェラーの掌てのひらからビームが放たれた。

「──散れッ！」

　豪快に何かが割れ砕ける音。それは無論、内部でビームが駆け抜けたシャコールディの腕だ。

　光は十ｍを超える腕を遡り、さらには腕の外殻をレールとして上半身へと流れ込んだ。

「ギィァァァアァアアア！」

　内圧でひび割れていくシャコールディの体。そこから光が漏れ出して、断末魔が夕刻の空に響き渡る。

　爆発。巨人化怪人が砕け、アシェラーのビーム光が四散した。

　夕日に匹敵する光源を背に、アシェラーが腕を振って残光を散らす。

　一蹴である。

「すっげえ威力……相変わらず……」「あの怪人を一撃で」

　レッドとブラックの戦慄が聞こえた。

「当然よ。あの怪人が持つ対象指向性特殊装甲とやらは、お主らバンショクジャー専用の調整。アシェラーには効かぬ。であれば、力量差は大幹部と怪人のそれ。巨ギガ人ンタ態イズであるにせよ、あやつのカラードビームの前には問題にならん」

　ふふん、とタラタットが自慢げに解説する。それはいいのだが、

「これでふたつ。次は──」

　アシェラーの仮面が向く先は、上空で笑うアンヌアール、そして次いでバンショクジャー。

　皆がびくっとなる。やばい、と思った。先ほどの話、まだ解決していない。

「待て！　バンショクジャーと街はそのままでいいだろ！　結構暮らしやすいとこだろ!?」

　俺は慌てて言い募り、アシェラーに考え直すよう求める。

「それに俺はバンショクジャーの仕事、それなりに好きでやってるぞ！　仲間もいい奴やつらだし！」

「…………む」

　僅かに。アシェラーがぴくりと反応した。

「お前もやれって」

　俺はタラタットの背を押す。

「う、うむ。儂わしもお主の仕事先の生鮮好きじゃよー」

「そ、そうだ！　パートもあるだろ！　仕事をさぼるのは良くないぞ！」

「あっ、あと帰ったら儂わし団地のチビ共とマイコラする約束あるしそこまでは待て」

　何言ってんだこの大首領様は。

　ともあれ俺は、さらにあれこれと語りかけながら解決策を探る。アンヌアールは面白げに戦況を見定めている。

　注意は必要だが、手を出しては来ない。その理由は分かっている。





◇






　黄たそ昏がれの空に浮きながら、僕──アンヌアールは地上の茶番を眺めている。

「う──ん……グリーンめ、分かっててやってるな？」

　僕は動きが取れない。

　状況は三みつ巴どもえだ。僕としては大首領様が人間を許容しているのも、アイルシェラッドがよもや色ボケているのも、双方予想だにしなかった。

（まあそもそも生きてること自体ビックリだったけど。僕きっちり死んだし）

　が、アイルシェラッドの方はバンショクジャーも敵と見なしているような発言をしている。

（こうなってくると、潰し合ってくれれば一番ありがたい、が）

　それで展開しているのが眼下の茶番だ。

　今僕が下手に横から攻撃に出れば、バンショクジャーとアイルシェラッド双方を敵に回す。それは面倒臭い。

　小こ癪しやくにも、バンショクジャーの中でもブラックとピンクはきっちりこちらに警戒を向けている。一撃で全滅させるのは難しい。

（かといってここから逃げれば、アイルシェラッドは明確にグリーンの敵である僕をまず排除するために追ってくるだろうな）

　というわけで、静観だ。あのモテなそうなグリーンが説得に失敗し、アイルシェラッドがバンショクジャーを倒してくれれば儲もうけものだ。

「……が、それより何より」

　僕は笑いを深くする。抑えられない。

（あのアイルシェラッドの痴ち話わ喧げん嘩かだぞ？　……面白いッ！　こんな見世物を邪魔するのは野暮だね！）





◇






　俺はアシェラーがどうして今のような行動に出たのか考える。

　彼女のことを考えるのでは無く、彼女が思ったことを考える。

（アシェラーは、一番強い思いを強化されている。『俺とタラタット三人だけの世界を作る』のはその思いそれ自体じゃない。実現するための手段だ）

　その元になったものはやはり、最初に叫んだ、

（俺を自分のモノにすること、か）

　恥ずかしい確信を得る。ちなみにこの最中も、俺の口は頑張って説得している。

（つまり、バンショクジャーを倒さずとも、世界を支配せずとも、俺──とタラタット──が彼女と共にあるようになればいい）

　と、なると。次に発する言葉はこれだ。

「アシェラー！　俺のお前に対する思いはもう言ったな！」

　あの日の告白。それを思い出させる。

「──もちろんだ。片時たりとも忘れたことは無い」

　仮面の下で赤面しながらも、アシェラーは答える。ならば。

「お前が惚ほれたのは俺だ」

　言う。そして信じる。

「高校で働く草くさ間まミドリで、バンショクグリーンだ。それが、お前が惚ほれてくれた俺だ」

「……………………………………」

　黙って聞いている彼女の中の俺が、俺の思う俺であることを信じる。

「俺は、生徒達に人間の歴史を教えるから、バンショクジャーとして人々を守るから俺なんだ。それらを俺の意志抜きで無くしたら、俺はお前が愛した俺じゃあない！」

「っ」

　アシェラーが息を詰まらせる。『最も強い思い』を強化された今の彼女が精神的に動じるのは、まさにその場所にクリーンヒットしたからだ。

「お前が好きになってくれた俺は、こういう所で戦う俺だ」

　確かに俺は我が身が大事な俗物だ。人気も欲しいし、将来だって不安に思い続けている小さい奴やつだ。だがそれでも、俺が今まで死に物狂いでやってきた俺は、アシェラーに全て守られて安心を得る俺ではない。

　叫ぶ。

「そうじゃない俺を手に入れて、お前の『最も強い思い』が叶かなうかっ！」

　堪たまりかねたように、アシェラーも叫び返してきた。

「だっ……だったらどうしろと言うんだ……！　貴様を手に入れるには、邪魔する者達が多すぎる！」

　絞り出すような叫びだった。これまでの彼女の生には無かった想おもいだろう。

「貴様がっ！　バンショクジャーとして戦う度に！　私はお前が何い時つ帰るかと……傷付き、死ぬのではないかと……不安だった！　待っている間、あの家で……ずっと！」

　だから、邪魔者を全て排してしまおうとした。

　そういうことならば。

「じゃあお前が一緒にいてくれ」

「────っ」

　アシェラーが俺の顔を見た。

「心配なら俺と一緒に戦え。お前が俺を助けてくれ。俺もお前と一緒なら嬉うれしい」

「う、うう？」

　戸惑っている。無理もないと言えた。大幹部アイルシェラッドとしての彼女からすれば、考える余地も無かっただろう。

（その結果が全方位壊滅なのはどうなんだって感じだが）

「──仕方ないか」

　差し込むような声は、後方。片腕を押さえたレッドのものだ。彼を支えるブルーが慌てた。

「ちょっ、レッド？　マジで!?」

　レッドは頷うなずいて、アシェラーを見据えて言う。

「バンショクジャーの仲間になれとまでは言わない。ただ、グリーンを介した同盟関係くらいならどうだ、大首領にアイルシェラッド」

　かつての発言を翻ひるがえし、渦巻く数多の思いを飲み込んでレッド──焰ほむらアカシは言う。

　普段のバンショクジャーへ敵意を隠さないアシェラーならば、通らない取引だろう。だが今、彼女は『草くさ間まミドリを手に入れる』という『最も強い思い』が強化されている状態だ。

　それならば──

「儂わしはええぞ？　そもそもミドリに命預けとる身じゃからの」

「タラタット、様……」

　アシェラーが、途切れ途切れに言葉を返す。

「み、ミドリが、我々と共にあるのなら……ば…………ぬッ！」

　言葉の途中。瞬転彼女は身を翻ひるがえし、タラタットの前に立った。刹那の直後。

　音も無い閃せん光こう、そして爆発。凄すさまじい威力だったが、腕部装甲を組んで受けたアシェラーは歯を食い縛りながらも健在だ。

　カラードの火力放出。上空を見れば、アンヌアールの掌てのひらには大穴が空き、そこから煙が漏れている。

「防がれちゃった。色ボケてる割に反応は落ちてないな」

「貴ッ様、アンヌアァァァル!!」

　タラタットを狙われたことによるアシェラーの心底からの怒号にも、アンヌアールは全く堪えていない。

「怒りませんよね、大首領様？　そちらに付くと仰おつしやったのは貴女あなただ」

「まあそりゃな」

　タラタットは泰然としたものである。聞かん子を見るような表情。

「うーんしかしちょっと残念だ。もう少し面白い結末になると思ったんだけど。刃にん傷じよう沙ざ汰たのひとつも見せてくれよ」

「まだやる気かの、アンヌアール」

　元上司からの問いに、アンヌアールは説教を避けるようにおどけた。

「そ～りゃそうでしょう。必死に再起動して、爪に火を灯ともす思いでここまで準備したんですよ、僕。ここで投げ出すのは少々惜しい。それにですね──」

　彼は視線を移す。最前列で己を睨にらむ元同僚へ。

「アイルシェラッド～？　己の在り方まで弄いじくって、本来の力の何割か程度取り戻したところで」

　すとん、とアンヌアールが地面へ降りてくる。地に立てば、その矮わい軀くは一層小さく見えた。

「ここ数ヶ月の間、世の中の畏怖を集め続けた僕に勝てるとでも？」

　だが、彼の中に渦巻くカラードの総量は、背後すら歪ゆがませるほどだ。装甲に鎧よろわれた体を構えるアシェラー。

「貴様とて急場しのぎの生成体だろう……丁度いいという所だ」

　彼女に並ぶように、バンショクジャーも前に出る。意外そうな表情が仮面の下に浮かぶ。

「貴様ら」

「同盟相手なんでしょ、ふん」「釈然としないけどね」「まあまあ。ここはひとつ現実的に」

　ブルー、ピンク、ブラックがそれぞれ答えて武器を構える。

「仲が良くていいねえ、君達。──けれどね。元から、まとめて相手しても勝てるって確信があるから、僕は吞のん気きに見てたんだよ。めんどくさくてもね」

　びきり、と何かの音がする。

「今の僕は大首領様やアイルシェラッドみたいな、真の意味での精神生命では無いけれど」

　そう。今のアンヌアールは複製体にコピーした精神を入れ込んだ存在だ。

「それでもね、コピー体にも能力は劣化したけど残った。これはまあ、人間にもカラード能力が稀まれに発現することからも分かっていたことだけど、不便になるのは避けられない」

　びきり。

「用意した体の方を元に近い仕様にしたんだ。最初は弱くとも『カラードを喰くい成長し、精神の在り方に応えて変異する』ようにね」

（そうか。カラードによって成長・形態変化するのは、怪人技術の応用か）

　俺が戦慄を覚える中も、音が連続する。

「さらに、コピーした大首領様の能力。君達と怪人の戦闘データ。これだけ揃そろえれば……！」

　びきり。

　音はヒビが入る音だ。それは今、アンヌアールの紅顔にすら至った。カラードの光が漏れる。

「は、ははははは！　ははははははははははははははははァ！　計算通りに出来ちゃった！　さっすが僕だ！」

　漏れた光に覆われた体が、一気にその体積を増大させる。

「こいつは……！」

「巨ギガ人ンタ態イズ──いや！　己の力による変身、巨ギガ神ンタ態イズ！」

　変わり果てた体でも、アンヌアールは研究技術と能力で補ってそれを可能としたのだ。

　光が収まったそこには。頭部の大角、髑どく髏ろの仮面、岩のような肌、巨大銃砲の如ごとき右腕、指一本一本が剣と化した左腕。獣の脚。身長はざっと三十ｍ。タラタットが感嘆の吐息を漏らす。

「おお、立派に育ったの……」

　そんなこと言ってる場合か！　俺は通信機へと叫ぶ。

「本部！　ミリオカラーを！　直ってるとこだけでいい！」

『しかしグリーン！　合体は不可能です！　自力射出可能なのも、せいぜい貴方あなたの担当パーツと絶対消滅砲の制限モードしか……』

「なんでもいい！　モニターしてるだろう！　火力が要るんだ！」

「俺からも頼む。許可出してくれ彩いろどり司令！　多少の無理をしなきゃならんぜこれは！」

　レッドと共に矢継ぎ早に頼みながら、俺は巨影を見上げる。

　アンヌアールの面影は紅あかい瞳と二足歩行であることくらい。大怪獣と呼ぶに相応ふさわしい、異形の巨神が現れていた。

　夕日に代わって月が照らし始めた空に、アンヌアールの哄こう笑しようが響く。

「はっは！　無理無理！　バンショクジャーの諸君には、僕が送り込んだ怪人に人間達が感じて溜ために溜ためた畏怖・嫌けん悪お・恐怖！　もう一度味わってもらおうかな！」

「ぐ……!?」「ぬっ、またですか！」

　バンショクジャーの皆が、武器を構えたままうめく。そして俺も、感じる違和があった。

「これは……対象指向性特殊装甲の？」

「その通りだよグリーン。僕の能力なんだから！　使えない訳が無いだろう？」

　髑どく髏ろの仮面が見下ろしてくる。

「儂わしのじゃろーもー」

　タラタットのツッコミはともかく、バンショクジャーはこれで無力化されたに等しい。

「…………………………………………」

　アシェラーは。かつての仲間、アンヌアールを見上げている。その仮面の下の顔は窺うかがえようも無いが。

　その顔目掛けて、巨神の両腕から砲火と刃が降り注ぐ。

「ぐっ……、おおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　アシェラーのビームが迎え撃つ。彼女とアンヌアールの中間で、膨大な破壊のせめぎ合いが起こる。

「如い何かに君が僕ら随一の武闘派だったとはいえ、流石さすがに分が悪いんじゃないかなァ!?」

　言う通りだ。徐々にではあるが、衝突点は彼女の方へ押し込まれていく。

「アシェラーっ！」

　焦燥のまま叫ぶ俺の方へ、アシェラーは仮面の下の瞳だけを向けた。

「──ミドリ。私に感情をくれ。どんなものでもいい」

　その声音には一片の疑いも無い。こいつは俺を信じている。

　俺が、自分アシエラーを勝たせると。

「私に、戦う力を！」

　そんなことを言われても。こいつに向ける感情なんて、決まっている。

「──行ってやってくれるかの、ミドリ」

　タラタットの願いに頷うなずく。凄すさまじい轟ごう音おんと衝撃の中、自身を強化して歩を進める。

「今、行く……！」

　俺達を護まもるアシェラーの背に掌てのひらを当てる。息を吸って、告げる。

「アシェラー、お前が好きだ」

「ああ、ミドリ。私もだ」

　俺はありったけのカラードを込める。自分の技にありったけの感情を込める。

「グリーン・ファイナルブースト──！」

　アシェラーへのブースト。感情と能力、二重の意味で強化されたアシェラーのカラードが、一気に増幅する。

「なんと!?　勢いが、増した？」

　アンヌアールの台詞せりふに、驚きよう愕がくの色が混じる。

「おおっ！　ビームの勢いが！」「すごい、押し返してる？」「い、いや、あれはっ……！」

　バンショクジャーの皆もまた、驚きよう愕がくの声を上げる。そう。

（これは────ッ！）

　俺の手が当たっている場所が、アシェラーの背中から腰へ、腰から足下へ。

　そう。ビームの勢いが増しているのもあるが、それだけではない。

「砕けろッ！」

「なんだとォッ!?」

　炸さく裂れつ。衝突点のカラード総量が物質世界の閾しきい値ちを超え、極ごく彩さいの力場を発して両者を弾く。

　オーロラめいた光帯が一瞬浮かび、それが晴れた場所に新たな巨影が浮かび上がる。

　白銀をかんばせと身にまとう女戦士。月光に照り返る褐色の肌。半ば砕けた仮面から覗のぞく蒼あおの瞳。

　大怪獣が驚きよう愕がくする。

「巨ギガ神ンタ態イズだとっ……？　馬鹿な、如い何かに一個人を己の全てと規定したとして、即座にそんな出力のカラードが溜たまるはず──」

「そうだな、私が思いを捧ささげる男──ミドリ以外ではまず無理だったろう」

　アンヌアールと同スケールまで巨大化したアシェラーが、誇らしげに答える。

　髑どく髏ろ面がはっと視線を上げる。

「グリーンだけ……？　そうかっ！　ブースト能力！」

　正解。俺から注がれる感情だけではアシェラーが巨ギガ神ンタ態イズとなるに足るカラードは生まれなかっただろう。しかし、そこへさらに俺のブーストを叩たたき込めば、その効果時間内であれば。

「可能じゃッ！　ゆけいアシェラー！」

　タラタットの力強い宣言。応えてアシェラーが地面を砕き踏み込んでいく。

　衝突。三十ｍ級巨神同士の膨大な質量がぶつかり、衝撃を生む。

「うわわわわ！」「すっ……すごい迫力ね、これは」

　純粋にその光景に驚く女性陣と、

「ああ……そうだな」「はい、とてもすごいですねこれは」「いやほんと」

　どこか鋭い目でそれを見上げる俺達男性陣には少し差がある。

　元からとてつもないプロポーションのアシェラーが、かなり露出する戦闘フォームで、さらに見上げるほどに巨大化しているのである。

（久し振りに見てもでっかいなぁ……）

　思わず拝みそうになるというものだ。

　ともかく。戦いは俺達のかなり上で行われている。今の俺達には見守ることしか出来ない。

　食い下がられ、アンヌアールがうんざりとした声で言う。

「よく頑張るもんだね……ッ！　そんなツギハギじみた無理矢理な巨ギガ神ンタ態イズで！　どこから湧いてくるのそのやる気！」

　戦いの最中の問いへ、アシェラーは一言で返答した。

「愛だッ！」

「愛かぁ！」

　仮面から下半分覗のぞく素顔を、少しだけ赤くしつつ断言する彼女と、そうかー！　と納得するアンヌアール。

　刃と装甲がぶつかり合い、砲火と閃せん光こうが相そう殺さいする。

「五ご分ぶ……でしょうか？」「今はそうだ。けど、アイルシェラッドに不利な要素がある」

　レッドの眼光が戦況を見抜いている。同感だった。

　巨ギガ神ンタ態イズとなり出力で一時的に並んでも、今日急激に力を高めたアシェラーと、準備を重ねたアンヌアールでは、カラード総量──スタミナに差がある。

「グリーン、ファイナルブーストの効果時間はどのくらいでしたか？」

　躊躇ためらいながら、俺は答える。

「──三分くらい、だから、残り二分強」

「かけ直すにしても、あのとんでもない戦いに割り込んでいく手段が無いわね」

「それまでに決着出来なきゃダメってこと？」

　不安にかられたようなブルー。

　そしてそれは、当然アンヌアールも了解していた。

「あーいやだいやだ。まともにやってらんないね！」

　彼の目が赤く、カラードの力場を発する。

「っ!?」

　瞬間、アシェラーの動きが明らかに鈍る。彼女側だったはずの手番が空転し、アンヌアールが撃ち込む。

「ぐぅっ」

　どうにか防いだが、アシェラーは反撃に転じることも出来ない。吹っ飛ばされ、山肌へその背を叩たたき付つけられる。

「なんです……？　急に不利に」「っていうか、戦い方が不ま味ずくなった？」

「奴やつめ。使い出しおったな」

　俺達の疑問に答えたのは口をへの字にしたタラタット、そして、

「ははっ！　最強の能力って言っただろ、大首領様の力は！　僕じゃちょっと使い方地味だけどね！」

　アンヌアールだ。その目が怪しげな赤しやつ光こうを放っている。それが向く先は起き上がって再び打ち合いにくるアシェラーへ。

「迷っちゃうだろォ？　戦いって無数の取捨選択だ！　僕みたいなのは疲れちゃうんだよね！」

　交錯。アシェラーが再び硬直する。

「普段の経験豊富な君ならほとんど反射で最適解を選べるだろうけどさ、その都度別の選択肢が強く出てきちゃったらどうな、るッ！」

「ぐぁぁぁっ!?」

　アシェラーの装甲を、アンヌアールの一撃が吹き飛ばす。

「洗脳だけじゃないこの拡張性！　極めればどんなことだって出来る！」

「思考強化……をアシェラーの状況判断に挟み込んでいるのか！」

「然さ様よう。自身の選択と強化されて表層に浮かぶ選択。否いや応おうなく行動に迷いが浮かび、動きは固まる」

　自分の判断を信じられなくする、ということだ。戦闘中にそれは致命的な隙を生む。アシェラーがやられていないのは、ひとえに彼女の卓越した戦闘技術ゆえだろう。

　解説するタラタットへ俺は視線を向ける。

「お前あんなの俺達にやってたか？」

「あんなみみっちいことせんわ。あの時は儂わしとお主ら、互いの思想の戦いをしておった」

　立ち上がるアシェラーを端厳として見ながら、彼女は言う。

「儂わしがあの時能力で行っておったのは、儂わしが行う支配への誘引じゃ。しかしお主らは自身の思いを純粋に貫き、儂わしの誘いを否定した。盛大な空振りよ。見事であった」

　にやり、と笑ってみせる。唐突に褒められた。

「お、おう」「いや照れてる場合じゃないでしょ！」

　ブルーの言う通りだ。アシェラーは時間制限がある上に劣勢。このままでは──と思ったその時だ。

「むっ！」

　感じる。待っていたモノを。俺は街の方を振り返って──それを見た。

「間に合った……！」

　街、バンショクジャー本部から射出されたそれ。

　それはバンショクジャー各員にひとつずつ担当がある。

　それは合体し、巨人化した怪人への対抗手段となる。食玩にもなっている、バンショクジャーの最強兵器。

　つまりは決戦機ミリオカラー。その、五分の一。

「はっ、ミリオカラーは彼女にやられて修理中だろ？　無事なパーツのひとつやふたつ来たところで、相手になるもんか！」

　巨大物質の接近を察知したか、アンヌアールがアシェラーをあしらいながらこちらを見る。

「そもそもが、君らは僕の特殊装甲の効果中だ。絶対消滅砲でも効くかなあ？　試してみるかい？」

　嘲あざ笑わらうように髑どく髏ろ面が言い募るが、俺は躊躇ためらいなく地面を蹴って飛ぶ。

「いいや。来てるのは俺グリーン担当のパーツだ」

　上半身を構成するミリオドリフトはレッド。

　バックパックと両腕を構成するミリオウィングはブルー。

　腹と腰のボディ中央部を構成するミリオタンクはブラック、脚部を構成するミリオトレインはピンクだ。

　では、グリーンの担当パーツは何か。

「行くぞ、万ばん色しよく兵装ミリオロケット！」

　絶対消滅砲がミリオカラーの切り札なら、これはミリオカラーのメインウェポンだ。

　宙へ飛んだ俺を、名の通りロケットのような二十ｍ近い物質が引き寄せる。翠みどりの光が俺を覆い、次の瞬間、俺はその基部、コクピットにいた。

「武器かっ！　こんなもの、刺さる前に叩たたき落おとして……！」

「狙いはお前じゃないんだよっ！」

　操縦桿かんを動かす。ミリオロケットは変形しながら方向を変え、アンヌアールを回り込んでその向こうへと超音速で向かう。

「アシェラー！　取れっ!!」

「！　これはミリオロケット……！　ミドリかっ!?」

　何な故ぜか名称まで知っていたアシェラーが俺の声に反応し、彼女の手はロケットの基部を摑つかむ。

「変形！　ミリオソード！」

　俺の命令に従いロケットが形を変え、アシェラーの手元は柄つかに。前部は物騒な刃に。一瞬で長剣の姿を取る。

　ミリオカラーは巨大化した怪人達に対抗するため、同スケールで作られている。即すなわち。

「俺の万ばん色しよく兵装は、アシェラーが装備出来るってことだ！」

「これは……ふっ、前に受けたから分かるぞ。これは良いい剣だ、ミドリ！」

　初めて持ったとは思えぬほどに堂に入った構えで、彼女は剣を打ち振るい、夜の空を裂いて見せる。

　正直アクションフィギュア趣味から思いついた策だが、予想以上に上う手まくハマった。

「小こ癪しやくな！　だがそれで何が変わるっ!?」

　アシェラーは今、ミリオソードを通じて俺と繫つながっている。俺は残り少ないカラードを振り絞る。

「こういうことだよ！　アシェラー、こいつが最後のブースト、だッ！　頑張れ！」

　俺から翠みどりの光が放出され、万ばん色しよくの剣を通じてアシェラーへと流れ込んでいく。

「心得たっ！」

　これで彼女のカラード総量が増える訳では無いが、巨神化を続けていられる時間は延びた。

「何をするのかと思えば。嬲なぶられる時間が長くなっただけのこと！」

　アンヌアールは慌てる事も無く、再び赤い眼光から強化能力を発して攻め込んでくる。

「ほら、自分を信じられずに縮こまって、吹っ飛びなよ！」

　突っ込みつつ右手砲斉射。アンヌアールの思考強化能力が、アシェラーの行動を阻害──

「横一文字だっ！」

「おおおおぉぉおぉぉおおおっ！」

　──しない！　迷いの無い一いつ閃せんは弾丸ごと、

　斬っ！　アンヌアールの伸ばされた腕を斬り払う！

「ぐっぁ……!?　馬鹿、なっ！」

　アンヌアールは斬られた腕を押さえ、後方へたたらを踏む。川へ突き込まれた獣脚が、盛大な水柱を立てて橋を揺らす。

　信じられぬと言うように、髑どく髏ろ面の奥で赤い眼めが再び光る。

　俺は即座に叫ぶ。

「次は突き込めっ！」

　アシェラーは一瞬の逡しゆん巡じゆんも無く突っ込む。大怪獣は慌てて横へ跳ねて大きく避ける。

「こいつ……っ！　信じ切っている!?　自分の判断よりもバンショクグリーンを！　自分より戦闘技術は劣るっていうのに！」

「ミドリが！　私を不利にするような真ま似ねをする訳があるかッ！」

　堂々と宣言し、アシェラーは自己判断で横蹴りを繰り出す。それは、深々とアンヌアールの脇へと炸さく裂れつした。

「ぐぉァっ！」

　俺には思考強化が通じない。かつ、アシェラーは俺が指示した時のみ、その通りに動く。そのため、アンヌアールは思考強化の狙いを定める事が出来ないのだ。むしろ、その分隙を作ることになる。

「これで再び五分だ、アンヌアールッ！」

「ええい、何度も何度もッ！　剣持って見かけが立派になったところでさッ！」

　元クリアードの大幹部同士が、月光で白々と照らされ地響きを鳴らす。互いの装甲と刃は金がねをぶつけあって、至近でアンヌアールが嘲あざ笑わらう。

　彼女の心を揺らすために。

「分かってるの？　アシェラー！　君はバンショクグリーン──人間などを、こともあろうに！　己の『命』そのものと規定した！　彼が死ねば、いや、心変わりでもすれば！　君は最も早はやどうにもならない。摂取出来る感情は無く、ただ弱り、衰え果てて消えるだけだということを！」

「っ！」

　これには、むしろ俺が動揺した。

（なんだと？　俺だけの感情しか食えなくなってるってことなのか？）

　あのアシェラーが、そんな真ま似ねを。

「その通りだよグリーン！　精神生命である僕達──おっと、僕はもう違ったね！　彼女達の『己の規定』は。真に思えばその在り様にすら影響する！」

　思考を読んだかのように、アンヌアールの異形の剣指が、俺を──いや、人間を指さす。

「君らのように、ヒトの様に！　己の言の葉を、誓った心を翻ひるがえしても、何の影響もない穢けがれた肉の生命とは違うのさ！」

　弾劾するように──いや、実際そうなのだろう。アンヌアールは人間に宣告する。

「だからヒトは霊長から引きずり下ろして、管理しなきゃね！　力を見せたとはいえ大首領様の猶予は温情に過ぎる！　アシェラー、君は取り返しのつかないことをした！

　彼は、いずれ君を裏切るよ。偽り。背信。それは人が人である限り逃れられない。シナイの彼の言葉を借りれば、原罪というやつだ！」

「………………………………………………………………」

　俺には睨にらみ返すことしか出来ない。俺には大首領の能力は効かない。それでも、だ。

　人類は──確かに、そういうものだ。信じることを好み、それを前提とした社会を作って、しかし裏切る。

　その自己矛盾のサイクルを延々繰り返す、ただ一つの異形の生命だ。

　タラタットは──何を考えているのか。微笑を崩さない。そして、アシェラーは。

　笑った。

「構わない」はっきりと、彼女は言い放った。「ミドリを愛する事は私の意志だからだ。誰に保証して貰もらうまでも無い」

「アシェラー────」

「私はこいつが欲しいからそうした！　文句があるかアンヌアール！」

　一いつ閃せん。万ばん色しよく剣がアンヌアールの左手の剣指を断ち切って、数十ｍ弾はじき飛とばす。

「かーっ……！　これには迷いもしないのかよ！　グッとくることを言いやがって！」

「では貴様もそんな相手を見つけるがいい。最高に美う味まいぞ！」

「御ッ免だね！　愛だの恋だの、甘ったるくて元から好みじゃないのさ！」

　吐き捨てて、アンヌアールは間合いをさらに離すように跳躍。山やま間あいに立ち、傷付いた両手を前に突き出す。

「こうなりゃ最終手段だ」

　彼から見れば、前方に俺達、そしてバンショクジャーの皆、さらには本部のある街も視界に入る位置だ。

「一旦君達を全出力でぶっ飛ばして、しばらくまた寝させてもらうよ……！　君らさえいなけりゃ、後はどうにでもなるからね」

「！　あれは……」「アシェラー、迂う闊かつに踏み込むな」

　俺の注意にアシェラーも足を停とめる。視覚に訴えてくる、禍まが々まがしい強化の赤しやつ光こう。

「あの光、見ているだけで……」「う、うっ？」

　ブラックがふらつき、ブルーが口元を押さえるのが眼下で見える。

「病は気から、って言うだろ？　こいつはね、生命ならどんなものでも持っている死への衝動を強化する波動だよ！」

　自殺願望。希き死し念ねん慮りよ。言葉は色々あるが、

「生命にはいずれ必ず訪れる必然！　こんなもん、フィードバックでもしたら僕だってヤバいからやりたくなかったけどね！」

　生きている限り、いずれ死ぬ。それに全く想おもいを馳はせない存在は無い。

　つまり、その思念を無制限に強化されれば必ず死ぬ。どんな防御力も、再生能力も、存在そのものが心から死を選べば、どうしようも無い。そもそも厳密には攻撃ですら無いのだ。防ぎようが無い。

　精神生命ですら、死ぬだろう。

　紅の禍まがつ光がさらにその毒々しさを増していく。俺達が避ければ遥はるか後方、街に届く。

「はあ──あやつめ、儂わしの力を捨て鉢な使い方しおって」

　声は、すぐ側で聞こえた。高度二十六ｍ、巨神アシェラーの右肩、その上に。アシェラーと思わずハモった。

「「タラタット（様）!?」」

「バンショクジャー共にぶん投げてもらった。ともかく、ここら一帯が自然含めて死の土地になりよるぞ。生命への敬意が足らんわ。あんな風に育てたつもり無いんじゃけどなー」

　いつの間にか、大首領の姿がそこにあった。彼女は軽い調子で俺に語りかける。

「ま、こーなりゃ仕方ない。おいミドリよ」

「お、おう？」

「儂わしも愛しておくれ♡」

「「は!?」」

　俺達は再びハモった。

「アシェラーもやっとるじゃろ。同じ事じゃ。儂わしもお主の感情のみで生きてやる」

　何のことも無いように。悠久の年月を経た精神生命は言った。

　まあ余生じゃし、と彼女はうそぶく。

「い、いや、しかし」「タラタット様、そのように早まっては──」

「黙らっしゃい！　時間が無いぞ！」

　一喝。確かに、いつアンヌアールの思考強化波動が放たれても不思議ではない。

　そして、あの夜。俺とタラタットは理解を交わしている。

　俺は彼女を、信じられる。

「ええい……分かったよ！　けど後で修羅場とか御免だからな！」

「おっけー。なあに、たまに可か愛わいがっておくれ♡」「た、タラタット様ぁ!?」

　やめてマジで。社会的に死ぬ。

「お別れだッ！　バンショクジャー、アイルシェラッド！　そして大首領様！」

　赤しやつ光こうが放たれる。同時、タラタットの首から装置が跳ね飛ぶ。体からもカラードの光が噴き出す。『己の規定』を変えたのだ。

（心の、底から──俺達のために。人間を信じて）

「そう寂しいことを言うでないッ！」

　タラタットの指先が、百ｍほども彼方かなたのアンヌアールを指さした。

　音が吹き飛ぶ。不可視の圧倒的な何か──物理的なものを超越した『力』が放たれる。

　俺達へと殺到しようとした死の光が、アンヌアールとアシェラーの中間で止まっていた。

「な、なんだ？」「タラタット様が何かで相そう殺さいしているのか……？」

　アンヌアールがもがきながら呻うめく。

「ぐ、っぉぉおお！　何、でっ、だ！　何な故ぜ進まない！」

「何。単純にお主を『その気にさせなく』しとるだけよ」

　そうか。恐らくタラタットが干渉したのは光そのものでは無く、アンヌアールの『気の進まないヤバい技を出す躊躇ためらい』なのだ。

「ほう。中々に強い意志じゃ。頑張るの。アシェラー、ちと動くなよ……焦点がズレる」

「巣立……ちのッ、時、なんです……よっ！」

　髑どく髏ろ面が歯を食い縛る。光は震えるようにその場で脈動する。拮きつ抗こう。

　だがそれも、新たな光源が下方より来るまでだった。アンヌアールの構えた腕へと。

「えっ」

　呟つぶやかれた音は誰のものだったか。

　そんな疑問をかき消すような大爆発。月光を押しやって、極ごく彩さいの焰ほのおが巨神を焼いた。

「ぬおおおぉおぉおあああああああ!?」

　アンヌアールが体勢を崩す。紅あかい光が霧散する。

　俺は気付く。下方から絶対消滅砲を構えるバンショクジャーの皆に。レッドが快かい哉さいを叫ぶ。

「よっしゃー！　ざまあみろ！　倒せなくてもコケはするだろ！」

（間に合ったのか……！）

　ミリオロケットと一緒に頼んでいた最終武装。

「今じゃやれいっ！」

　元大首領の号令に。元大幹部と、俺が応えた。

「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」」

　吶とつ喊かん。アシェラーがミリオソードを振りかぶる。そこへ、彼女のビームエネルギーが刀身へと流れ込む。

　白銀に輝いた大剣が、避けようも無いほどに体勢を崩したアンヌアールへと振り下ろされる。

「くっ、くそぉぉぉおっ！　寄ってたかって、君らっ！」

「悪いな。俺達はバンショクジャーなもんで」

　両断。防ごうとした腕ごと、ミリオビームソードがアンヌアールを真っ向、斬り伏せた。

「っ────」

　彼は。自分の脳天から股下まで通った一いつ閃せんを、不思議そうに眺めていた。

「あー……燃え尽きた次は真っ二つか。ウケる」

　二重になった声が嗤わらう。閃せん光こう。

　百ｍにも迫る爆炎が立ち昇った。
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　郊外での決戦から、明けて三日。

　元クリアード大首領タラタットと大幹部アシェラーは、対アンヌアールへの行動を以もつて人類への非敵対を証明したとして、脱走の件は不問となった。




「ちゃんとあいつらの面倒見てくれよ、ミドリさん」「成人なのですから。責任は持たねばなりませんよ」「おじさんは私たちが監視するからね！」「あんまり羽目を外しちゃダメよ？」




　最初皆に黙っていた手前、バンショクジャーの仲間達の念押しは全面的に受け入れる他ない。

　また、俺からの感情を受け続ける彼女らの力については、定期的なカラード残量チェック（とガス抜き）を約束することで、彼女らは再び自分の家に戻ってきた。無論、

「俺の監視下、という名目付きで、だけどな」

　玄関を開けて久く里り家に入って、俺はふたりを眺める。

　彼女らは一週間振りに帰ってきた自宅のソファにて、普段着でだらーっと並んで座っている。

「元から全快とはほど遠い状態で無理したからの～。底が抜けちまっとる」

「あまり言いたくは無いが、しばらくはろくにカラードの貯蓄など出来んだろうな」

『草くさ間まミドリのために存在する』と自身を規定した彼女達といえど、巨ギガ神ンタ態イズや能力行使の負担は大きかったようだ。

　大儀そうにタラタットがぼやく。

「正直な、消滅しかかったもの儂わしら。鮮せん明めいがまあ輸カラードしてくれたがの」

（輸血みたいなもんかな……？）

「アンヌアールもな、上う手まく考えを切り替えられれば良かったのじゃがな」

　少しだけ寂しそうに。タラタットはもういない眷けん属ぞく──彼女にとっては子供のようなものだ──の名を呼んだ。

「……新しいコピーをまた用意してないか、探してるんだってよ」

「仮にそうだったとして、二度の死だ。流石さすがにもう何が出来るわけでは無いだろうな」

「ん…………結局あやつは、信じられるものを人に見み出いだせんかったんじゃろうなァ」

　戦った相手を想おもう。思えば、彼とアシェラー達との違いは、ただそれだけだったのではないだろうか。

　そういった次第で。

　俺達は以前の生活に戻ったわけだが。とはいえ。しかし。

　あの戦いの中で、関係性は、明らかに変わったわけで。

「……………………………………………………………………………」

「……………………………………………………………………………」

　俺とアシェラーは。露骨に視線を合わせられずにいる。

　あの時の彼女の告白は。タラタットの能力の影響下にあったためではあるだろう。

　ただそれでも、それだからこそ。彼女の本心には違いないわけで。

「……………はぁ～」

　どこか呆あきれたような、さっさとせいよと言うようなタラタットの視線は感じている。

　上司のプレッシャーである。アシェラーの方が折れるのは早かった。

「み、ミドリ…………」

　声に。俺はやっと視線をアシェラー達に向ける。

「────ん」

　縦編みのセーターを着た彼女が立ち上がり、目を閉じて両腕を開きこちらに伸ばした。

「っ」

　明け透けな行動に躊躇ためらうが、

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～」
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　やっている当人が、褐色の肌を真っ赤に染めている。

　息を吐く。そんなことをされては、俺も覚悟を決める他無い。肩を揺らして笑いを嚙かみ殺ころしているタラタットが恨めしい。

「アシェラー」

　彼女の名を呼んで腕の中に入る。そのはっとするほど細い腰を抱き寄せた。応えて背中に回される腕の感触。

　初めて口づけたあの時は、途中で出来なかったことだ。

「儂わしが邪魔したもんのう」

　今もだけどな？　何のプレイだよこれ。

（ええい、ままよっ！）

　唇を重ねる。びくん、と腕の中の肢し体たいが跳ねる。

「────っ」

　目を閉じて、互いの呼気を吸い合う。おずおずと出てきた舌同士を触れさせる。

　僅かな湿音と共に、唇を離して。俺達はやっと瞳を合わせた。

「アシェラー、その……愛してる」

「────ん。私も、だ」

　花開くようにアシェラーが笑い返してくれる。

「うおー、めでたいのう！」

　ぱちぱちぱちぱちぱちぱちぱちぱち。タラタットが囃はやし立たててくる。

「お前は……どうしたもんかな……」

「なんじゃよー。儂わしにもせいよ、ほれ、ちゅー」

　抱っこせよ、とばかりに諸もろ手てを上げる元大首領様だ。

　苦り顔でアシェラーの方を見れば、真面目な顔で頷うなずかれた。

「畏れ多いことだぞ。神妙に行え」

　いいんだ……。

　お許し（？）が出たので、俺はタラタットの軽い体を持ち上げて視線を合わせる。

（ま、まあ……おでこでいいか）

「そりゃっ」

「むぐっ!?」

　口に食いつかれた。衝撃で眼鏡がズレる。さらに。

「じゅぷっ、んちゅぅっちゅぷっ」

　めっちゃ舌入れて来た。一方的に、タラタットの舌蛇が俺の口内を荒らし回る。

「ぷぁっ……！　おっ、お前なあ！」

　思わず顔を離す。俺の社会的立場をなんだと思っているんだ。そんな俺に構わず、タラタットは床へと降りて快活に笑う。

「はっはっは！　なーにを口吸い程度で！　いい大人が愛を確かめ合ったのならば、後は分かっておろうが！」

「「え」」

　俺とアシェラーの声がハモる。思わず顔を見合わせる。

　ぷしゅう、と互いの顔が真っ赤に染まる。

「とっ、とととととととっととととととと、共寝はまだ早いぞっ!?」

「だっ、だよな!?」

　信じられる。流石さすがはアシェラーだ。

「え、やらんの？」

　信じらんねえ。タラタットは既に全裸だ。

「タラタット様ー!?」

「なんでお前は脱いでんだ！　着ろ！　服を!!」

「ええー？　ミドリにうらぎられたのじゃー」

　やいのやいのと、平和を取り戻した日常が過ぎていく。

　お互いを信じて、細かな裏切りで傷付けて、新たな信頼で補修して。

　人間の社会はそうして回っていく。いつ知れぬ破綻を抱えながらも。




　騒がしい団地の塀を、一匹の猫が歩いている。四足獣は僅かに聞こえる喧けん騒そうの方を向いて、ひと声鳴いた。

「ちぇ。やってらんないっての」








完










あとがき






　お久しぶり、佐さ伯えき庸よう介すけです。色々やってたせいかメイン業務が遅くなってしまいました。

　新作です。戦隊モノです。悪の女幹部です。みんな好き？　俺は好き。

　これまでファンタジー、現代伝奇ときて新ジャンルではありますが、テーマはいつもの愛と勇気、そして『信じること』です。

　信じることが大事。綺き麗れいごとのように見えて、信頼が無いと世の中やっていけてないよね、という思いがあります。お金だって信頼が無ければ単なる紙ですしね。おかねだいすき。

『昔勇者で今は骨』『グリモアレファレンス』については、まあこれはいつもの売上ゲージ溜ため中、と思って頂ければ……。売れたら出ます。色々ネタはあるので書かせて♡

　徳とく間ま書しよ店てんさんで連載中の勇骨コミカライズも大好評連載中、是非よろしくお願いします。

　担当のＦさん、Ｏさん。戦隊モノというライトノベルではそこそこに珍しいジャンルに付き合ってくださりありがとうございます。

　イラストのげんやき先生。アシェラーほんとにもうばっちりでした。ありがとうございます。最初に上がってきた主人公・ミドリが格好良すぎて逆に困ったことを思い出します。

　次こそは早めにお目にかかれることを祈りまして。今回あとがきページきっつい！


思い切りあとがきの締しめ切きり忘れてて慌てて書いてる梅雨の夜
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